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　　　　　プロローグ







　薄うす暗ぐらい地下迷宮の中で武器を振るう男が一人ひとり──

「たあああああっ！」

　彼は向かってきたボーンナイトを鉄製の斧おので一いつ閃せん。

　これが見事決まり肉のない骨だけの魔ま物ものを撃げき破はした。

　こういった敵は重い一撃を浴びせて倒すのがセオリーだ。

「話に聞いていた通り、こいつらの戦い方は単たん調ちよう極まりないな」

　彼は駆け出しの冒険者。

　魔法は使えないが斧の扱いにはそれなりに自信がある。

　名もなき冒険者である彼が挑んでいるのは人間の世界と魔界を繫つなぐ地下迷宮。

　アルハンブラ王おう国こくから北にあるこの地下迷宮の最深部には魔界に繫がる巨大な扉があると目もくされており、魔界を統すべる魔王がその扉を自らの手で守っていると言われている。ここが魔族にとって重要拠点なのは間違いない。いや、現状の人間と魔族の戦いを思えばあちら側にとってはここが最さい前ぜん線せんであり、最後の砦ラストダンジヨンと言えるのではないだろうか。

　長らく続いている魔ま族ぞくとの戦いは今や人間側が優ゆう勢せい。

　最近の魔族はだらしないのだ。

　四し天てん王のうと呼ばれる魔族の幹部たちはすでに全員封印されているし、以前は人間世界に多数存在していた魔族の拠点もあらかた攻め落とされている。

　残るはこの地下迷宮のみである。ここを制圧できれば人間側の勝利は十中八九決まりと言っていいだろう。世界平和は目前まで迫っている。街では誰だれが最初に地下迷宮を制圧するか、と賭かけをやっている者までいる始末なのだから。

「しかし、だいぶ潜もぐったよな」

　彼は携帯用の魔法端末を手に取り、これまでのルートを確かく認にんする。

　魔族はだらしないが、この地下迷宮はあなどれない。上層は複雑な迷路になっており、ちゃんとマッピングしておかないと帰れなくなること請うけ合あいだ。

「ん、あれはもしや……？」

　そのとき前方で黄金こがね色いろに輝かがやく宝箱を発見した。

　彼はワクワクしながらその宝箱に近づく。

「鍵かぎは……かかってない」

　周囲に敵がいないことを確認した彼は光り輝く宝箱を両手で開けた。

　中には一振りの剣が入っていた。柄つかに青い宝玉が埋め込まれた美しい剣だった。

「こ、これは──」

　彼は慌てて魔法端末を操そう作さし、魔法ネットワークから武器図ず鑑かんのページを開いた。

「こ、この形状……間違いない！　これは『バルムンク』だ！」

　彼はほくそ笑えみながらその伝説の剣を手に取った。

　そして、やったぜ！　と『バルムンク』を天に掲げたのだが──

「な……なんだ……急に身体からだが重く……」

　彼の脳裏でおどろおどろしい効果音が流れたのはきっと幻げん聴ちようだろうが、剣を装備した途と端たん、身体が重くなったのは事実。

「まさかこの剣は偽物？　この呪のろいめいた現象は魔族が仕組んだ罠わななのか？」

　いや、しかし──

　近年の魔族は知能の低下が著いちじるしいと聞く。考える力が足りないので、ヤツらのダンジョンに罠が設置されていることなど通常はありえないと先せん輩ぱい冒険者たちは言っていた。魔族は力押しが基本。脳筋の魔物どもがわらわらと捻ひねりもなく襲おそってくるだけだと。

「とにかく剣を捨てて……何!?　手から離はなれない!?」

　間違いない。この剣は伝説の剣なんかじゃない。偽物だ。しかも呪われている。

　くそ、とんでもないことになったぞ──

　彼は重い身体からだを引きずりながら前に進む。

　本来ならこのまま引き返すべきなのだろうが、彼は最初から力尽きるまでこの地下迷宮を探索するつもりだった。というのも彼には『加か護ご』と呼ばれる祝福の魔ま法ほうがかかっているのだ。『加護』は『教会』が生み出した神秘の魔法で、死に至った者を『教会』に転送し、即時蘇そ生せいさせる効果がある。人間が魔族を圧倒している理由の一つと言えよう。

「焦るな……どんなことが起きても復活可能なんだ」

　彼はそう自分に言い聞かせ、薄うす暗ぐらい通路を前に進んでいく。

　と──

「ん、また同じような宝箱が……………………お？」

　小こ部べ屋やを覗のぞくと、なんとそこには黄金こがね色いろに輝かがやく宝箱が十個も置いてあった。

　一いつ瞬しゆん、笑え顔がおがこぼれたが彼は慌てて雑念を振り払った。

　いやいやいや、怪しすぎだろ！　どうせこれも罠わなに違いない！

　だが彼は駆け出し──

「…………一つだけ」

　これが冒険者の性さがなのか。

　彼は光り輝く宝箱を無視して前に進むことができなかった。

「どれも伝説級の武器や防具……みたいだが」

　たぶん全部偽物だろう。すでに呪のろいを受けているのでさすがに装備するのは避けた。

「残りは一つか。……ま、せっかくだから開けておくか」

　彼は最後の宝箱を開けた。

　ま、どうせ呪われた武具が入っているに決まっているが──

　──ウホッ！　ウホッ！　ウホオオオオオオッ！

　と思ったら中から身の丈たけ三メートルはあろうかというゴーレムが飛び出してきた。

　しかも、ゴーレムなのにゴリラ口く調ちよう──一体どういうことだ？

「って、ちょっと待てよ!?　どうやって宝箱の中に入ったんだよ!?　物理的にありえなくないか!?　その身体のでかさで！　どんなイリュージョンだよ！」

　彼はツッコミを入れつつ逃げ出した。彼は地元では斧おのの使い手として名を馳はせているが、それ以上にツッコミの名手として有名だった。幼おさな馴な染じみとお笑い芸人になる夢を捨てて、冒険者の道を選んだのだが……まあ、そんな情報はどうでもいい。今は逃げなければ！

「くっ……呪いのせいで身体が思うように動かない！」

　魔族はアホばかりの低能な生き物。

　先せん輩ぱいたちはそう言っていたのに、まさか宝箱の中に呪われた武具やゴーレムが詰め込まれているなんて、こんな罠があるなんて聞いてないぞ！　魔族は知恵の回らない脳筋集団じゃなかったのかよ！　ちくしょう！

　──ガタン！

　逃走中、進路を塞ふさぐようにして鉄格子が降りてきた。

　さらに金属製の床が赤く光ったかと思えば焦こげるような熱あつさが足元から湧わき上がってきた。

　炎の魔ま法ほうか、それとも下にマグマでもあるのか、とんでもない熱さだ。

「ひぃ!?　足が焼ける!?」

　彼は鉄格子に背を向け、再び宝箱のあった部へ屋やに駆け出した。

　が──

　目の前からウホウホ言いながらさっきのゴーレムが。

　万事休すか……。

　いや、最後まで諦あきらめるな！　あいつとお笑いコンテストに出場したときだって、ギャグがまったく受けなかったけど最後までショートコントを演じ切ったじゃないか！　つーか、あいつがもっとマシなギャグを考えてくれれば冒険者になんてならずにすんだのに！　クソが！

　彼は過去の苦い思い出に憤ふん慨がいすることでやる気を取り戻した。

　そして、魔法端末を手に取り検索サイトを開く。

　最近の若者は困ったら検索だ。彼も例外ではない。だが検索ワードを打ち間違え、エロサイトを開いてしまった。──おお、このサイトは意外な掘り出し物……ってこんなことやってる場合か！　ゴーレム来てるがな！

　ノリツッコミを入れつつ、あたりを見回す。

「……お、しめた！　こんなところに横道が！」

　さっきまでこんな道はなかった気がするが……。

　彼は深く考えなかった。

「…………え？」

　細長い通路の出口付近にバネのようなものが見えた。

　彼はそれを踏み、高々と前方にジャンプ。

　そして──

　着地が予想される場所にはキラリと光る針の山が──

「うわあああああああああああああああああああああ!?」

　地下迷宮に悲痛な叫びが響ひびき渡った。







　ところ変わってここは地下迷宮の最深部──

　通称、玉座の間。

「ふふふ」

　巨大な魔法の鏡かがみの前で一人ひとりの少年が笑えみを浮かべている。

　学生服を着た十代半ばくらいの少年だ。

「まんまと罠わなに引っかかったな。これに懲こりたらおとなしくお笑いの道に戻りな」

　目の前の魔ま法ほうの鏡かがみには様々な情報が表示されているが、音声もその一つ。

　独ひとり言ごとの多い冒険者だったのでいろいろ筒抜けだったのだ。

「は、はわわ……。針の山に串くし刺ざしに……とてもとても痛そうです。サトル先生……あの方、大丈夫でしょうか？　一生のトラウマになるのでは？」

　少年の隣となりで心配そうに魔法の鏡を見つめる少女が一人ひとり。温和な雰囲気の少女だが、こちらは黒いドレスを身にまとっており、非日常的な派は手でな装いである。

「大丈夫も何も、あいつら死んでも教会で生き返るじゃん」

「うーん、とはいえもうちょっと穏おん便びんに追い返す方法があると思うのですが」

「たとえばどんな？」

「えっとえっとえっと…………あ、そうです！　針の山の代わりにふかふかのお布団を用意するというのはどうでしょうか？」

「お布団？」

「はい。目の前にふかふかのお布団があったら人は飛び込まずにはいられないはずです。そのような心理を利用し、冒険者のみなさんがお布団でくつろいでいるところに、ふわふわの枕まくら、ふわふわの毛布、さらにはふわふわのごはんなどを投入するのですよ。そこまで行けばもはやふわふわからは逃のがれられません。戦いなんてどうでもいい、ふわふわさえあれば他ほかには何もいらない、となるはずです……！　題してふわふわお布団大作戦──です！」

「ねーよ！」

「ええ!?　何がダメなのですか!?」

「全部だよ！　前提からしてありえないから！　ダンジョンに布団とか怪しさマックスじゃん。十人中十人が華か麗れいにスルーだよ、スルー」

「そんなぁ」

「毎度のことながらロレッタは甘い。甘すぎる」

「……甘い……ですか？」

　ロレッタと呼ばれた少女が首を傾かしげる。

「大甘だ、大甘。人間のヤツらは教会で復活できることをいいことに馬ば鹿かみたいに数で攻めてくるんだから気き遣づかいは無用だよ。ってか、ロレッタ、今まで何度も恐こわい目に遭ってるだろ？　悔しくないの？　反はん撃げきしてやろうよ。おれとしては迷宮に来たヤツは全員もれなく一生立ち直れないくらい凹へこませてやるつもりだから。やるからには中途半端はダメだ。死よりも恐ろしい目に遭わせてやる……やっぱそれくらいの気概で臨のぞまないと」

　持じ論ろんを説く彼こそが魔族の王──

　……ではなく現代日に本ほんからやってきたゲーム好きの高校生だ。

　名を成なる宮みや悟さとると言う。

「一生立ち直れないくらい……死よりも恐ろしい目に……さ、さすがサトル先生！　躊ちゆう躇ちよがありませんね！　極悪人にしかできない発想ですよ！　恐ろしくも素す晴ばらしい！」

　彼を先生と慕うロレッタという少女。

　本名はロレッタ・アハル・オルムステッドと言う。

　彼女は平凡な町娘──

　……ではなく彼女こそがこの地下迷宮の主にして魔ま界かいの最高責任者……。

　今は亡き魔王の正当なる後継者である。

「よし！　この調ちよう子しで残りの人間どもを駆逐しようぜ！」

「今日きようも勉強させていただきます！」

　悪知恵を働かせて人間を排除することに情じよう熱ねつを燃もやす現代の高校生と、彼を慕う異世界の魔族の最高責任者。そんな妙な組み合わせの二人ふたりは、今日も地下迷宮を舞ぶ台たいに二人三脚で、侵攻してくる人間たちを卑劣な手で食い止めているのであった。













　　　　　ＣＡＳＥ１　ダンジョン職人の夜は遅い







　現代を生きる人間には二つの顔がある。

　現実の顔とネット上の顔だ。

　現実では冴さえない日常を送っていても、ネット上では絶大な人気を誇っている人間が今の時代山ほどいる。ゲームの実況プレイ動画とかコンビニのお菓子のレビューを動画として上げるだけで食っていける人がいたりするのだ。ニコ動どうとかYouTubeとかに。

　おれ、成宮悟という人間にもまた二つの顔がある。

　昼の顔と夜の顔だ。

　こう言うと、昼はともかく夜の顔ってなんだよ？　やばい薬でも売りさばいてんの？　闇やみ商しよう人にんごっこ？　とか思う人もいるだろうけど、そんなチャチなもんじゃない。

　おれの夜の顔はやばいよ。現実のおれがゴミ虫に思えるくらいビッグだから。

　なんたって世界のパワーバランスを揺るがしかねない立場に立っているからな。

　中ちゆう二に病びよう？　いやいや、これおれの妄想じゃないから。

「ねえ、成なる宮みや君」

　それに比べて昼間の生活ときたら……。

「聞いてる？」

　学校マジでつまんねーのよ。率直に言って刺し激げきが足りない。

「ちょっと──」

　ああ、早く夜になんねーかなー。




「──成宮君！」




「………………ん？」

　そこでようやく誰だれかに名前を呼ばれていることに気づいた。廊下の窓を開け、秋口の冷え冷えとした空気を吸い込みながら外を眺めていたおれはゆっくりと背後を振り返った。

「無視しないでくれるかしら？」

「ん、なんだ。神しん宮ぐう寺じ生徒会長か」

「……その呼び方止やめて」

　しなやかそうな黒髪を揺らしながら顔をしかめる生徒会長様。

　やっぱ美人は怒った顔も絵になるなぁ。

「や、神宮寺が生徒会長なのは事実だろ？」

「キミのはわざとらしいのよ。だいたいいつもは『神宮寺』としか呼ばないでしょう？」

「じゃあ理り沙さ生徒会長？」

「……鳥肌が立つから下の名前で呼ばないで」

　神宮寺が再び顔をしかめる。

　窓の外から差し込む太陽の光がその苦虫をかみ潰つぶしたような顔を照らす。

　この秋、一年生ながら鹿か子し前まえ学がく園えんの生徒会長選を制した神宮寺理沙というクラスメイトは全国模試で一ひと桁けたの順位に名を連ねたり、運動部には所属していないもののあらゆるスポーツに長たけていたり、さらにはさっきから通りかかる男子がもれなく神宮寺をチラ見していることからわかるように見た目もレベルが高い。たぶん人気で言ったら校内随一。各学年から美人代表を集めたら、他ほかの学年の美人たちが「どうぞどうぞ」と表彰台のてっぺんを譲ゆずりかねないほどの美び貌ぼうの持ち主だ。絵に描かいたような完かん璧ぺき超人の神宮寺は家柄のほうも並ではなく、地元の人間が聞けば「ああ」と即頷うなずくくらい有名な旧家出身のお嬢じよう様さまだったりする。

　以上が目の前の女のプロフィールデータになるが、おれに言わせればこいつなんぞ単なる小うるさいクラスメイトにすぎない。美人は三日で飽きるって言うだろ？　だいたいこの程度の顔なんてテレビを観みればいくらでも出てくるっての。お前なんぞ芸能界で言えば中の上とかそれくらいだろうさ──

「成なる宮みや君？」

　って、うわー!?　顔ちけぇ!?

　内心で叫びつつ後ろに飛とび退のく。

「……何よ？　どうして私が近づいた途と端たん逃げるのよ？」

「な、なんでもねぇよ……。気にすんな……」

　気軽に人の顔を覗のぞき込むんじゃねーよ。ドキドキするだろ！　バカ！

　顔綺き麗れいすぎるんだよ、お前。ちゃんと自覚してんのか？　まったく……。

「……そ、それで神しん宮ぐう寺じ……。いきなり呼び止めておれになんの用だ？」

「キミ、最近おとなしいから、また何かよからぬことを企たくらんでいるんじゃないかと思ってね」

「またってなんだよ。まるでおれに前科があるみたいな言い方だな？」

「あるから言っているのよ。キミは入学以来、この学校で四十四件の騒そう動どうを起こしているわ」

「カウントしてんのかよ」

　つか、おれってそんなに悪事働いてたのか。知らなかったぞ。

「生徒会長であるこの私が直じき々じきに監かん視ししなければならないくらい要注意人物なのよ、キミは」

「要注意人物ってな、おれが何したってんだ？　自慢じゃないがおれは教師に呼び出されたことはあっても、罪を認めたことは一度もないからな？」

「認めなさいよ!?　キミの場合、多くは現行犯でしょう!?」

「そうだっけ？」

「状況証拠だけのケースもあるにはあるけれど、うちの学校で騒動を起こしそうな人間なんてキミくらいなものなのだから、疑われて当然でしょう？」

「いやいや。探せば他ほかにもいるだろ」

　……と思ったが、いないか。うちの学校って育ちのいいヤツが多いもんな。

　クラスの連中もみんなのんびりしてて、いかにも温室育ちってヤツらが集まってるし。

　だからおれみたいな人間は浮く。浮きまくる。

「伝え聞いたところによるとキミは中学の頃ころもたびたび問題を起こしていたそうね」

「よく調しらべてんな。刑事かよ」

「最近で言えば篠しの田だ先生の誕たん生じよう日びを祝う黒板への寄せ書き。未遂に終わったけれど」

「ああ、あれなー」

　担任の篠田センセイが誕生日だと聞いてやった寄せ書き。前日にやると見回りの教師に見つかる可能性があったので、黒板への寄せ書きは早朝に行った。寄せ書きといっても実行犯はおれ一人ひとりなので実際には全然寄せ書きじゃない。寄せ書き風だ。筆跡を変えてクラス全員分適当に書き殴った。三み十そ路じでもいいじゃないかとか、祝三十歳とか、そういうの。

「まさかお前が早朝に見回りをやってるとはなー。迂う闊かつだったぜ……」

「キミ、先生が最近彼氏にフラれたことくらい知っているでしょう？　このタイミングで三十路の誕たん生じよう日びを祝うだなんて嫌いやがらせとしか思えないわ」

「嫌がらせじゃねーよ。純粋に祝おうと思ってやったんだよ」

　まあ噓うそだけどな。ここのところ篠しの田だセンセイが生徒相手に八つ当たりしてプライベートでのストレスを発散させているフシがあったので嫌がらせ……じゃなくて警けい告こくの意味を込めて寄せ書きを企画したのだ。あれくらいやっても許されるはずだったんだが──

「まったく……キミって人は」

　神しん宮ぐう寺じが切れ長の目でおれを睨にらむ。

　さっきからやたらと憮ぶ然ぜんとしている神宮寺だが、おれ以外のクラスメイトや教師に対しては笑え顔がおがデフォだ。たぶん神宮寺の怒りの原因の八十パーセントくらいはおれだと思う。まったく厄やつ介かいな女に目をつけられたものだ……。

「二学期に入って一番大きな事件といえば始業式のときに起きた校長先生のカツラ事件ね」

「ああ、あれか。…………プッ」

　校長のカツラ事件。おれは前々からあれはカツラなんじゃないかと疑っていたのだが、始業式のときにそれが実証された。おれが仕掛けたカツラ上昇マシーン（仮）によって。簡かん単たんに言うとピアノ線せんを使った仕掛けだ。校長が話をする講こう堂どうのステージってのは学園祭で演えん劇げきの舞ぶ台たいなどとしても使用されるが、うちの学校のステージは凝こっていて、天てん井じようから様々なものを吊つり下げることができ、これを手動、または電動で上げ下げができるようになっている。おれは、これを遠隔操そう作さするリモコンを拝借し、天井から釣り針よろしく校長の頭を狙ねらったのだ。

「災さい難なんだったよな、キャップも」

「誰だれよキャップって？　校長先生のこと？」

　頭に何かかぶっているように見える。だからキャップだ。キャプテンともかけている。この学校で一番偉い人だからな。敬意はちゃんと示さないと。

「まったく犯人は誰だよ。キャップに恥かかせやがって……」

「何を他人ひとごとみたいに話しているのよ!?　犯人はキミでしょう!?　というか、退学にならなかっただけでもありがたく思いなさいよ!?　吞のん気きすぎよ、成なる宮みや君は！」

「いやー、お前が持ち物検査なんて提案しなきゃおれがリモコン持ってることバレなかったんだけどなー……」

　おれは過去に何度も悪わる巧だくみを実行に移しているが、完全犯罪を成し遂げたことは一度たりともない。いつも必ず神宮寺に看破されてしまうのだ。

　ホント、こいつの捜査能力はすごい。たぶんミステリ小説の探偵役とかできる。

　勧かん善ぜん懲ちよう悪あくのストーリーだったら神宮寺が正義の味方でおれが悪役──

　…………いや、ちょっと待て。その配役はおかしい。

　おれが悪役ってことはないだろ。

　言っておくが、おれがキャップの大事なキャップ（ズラ）を遠隔操作で剝はぎ取ったのは、か弱い女子生徒を守るためだったんだからな？　いや、マジだって。どこの学校もそうだと思うが校長の話ってのは長いと相場が決まっていて、うちの学校も御多分に漏れず長話がデフォなのだ。しかもキャップは理不尽な物言いが多い融ゆう通ずうがきかないタイプだったりする。聞いててイライラする長話ほど無益なものはない。冬場ならまだいいけど、始業式は九月一日。今年ことしは特に暑かったから女子生徒が貧血でバタバタ倒れるのは目に見えていた。

　実際一人ひとりの女子生徒が校長の長話に耐えられず途中で倒れた。

　……そこで話を切り上げていればおれも見み逃のがしてやったのだが、校長はそこから「私が若い頃ころは～」と昔話モードに突入。堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたおれは、「話なげーよ」「昭しよう和わに帰れ」というメッセージを込めてリモコンのスイッチをオンにした。ズラ上昇である。

　言ってみればおれは現代の鼠ねずみ小こ僧ぞう。ルパン的な行為なのだ。決してキャップの髪の毛がキャップだということを実証するためにあんなことを……プッ……やったのでは……ププッ。

「成なる宮みや君、何がおかしいの？」

「……ただの思い出し笑いだ。気にすんな」

　しかし──

　鼠小僧だルパンだ言っても企たくらみが露見している以上、悪者扱いされても仕方ないのかもしれないな。……もっとも、おれは反省もしていなければ懲こりてもいない。だって必要だと思ったから寄せ書きやったりキャップのズラを狙ねらったのだから。

「成宮君。中学生じゃないんだから、もう少し丸くなったらどうなの？　生徒指し導どう室に足を運ぶのも反省文を書くのもいい加減飽きたでしょう？」

「んなことないって。生徒指導室は今や校内で一番リラックスできる場所だし、反省文も国語の勉強になっていい。実際、おれ国語の成せい績せき上がったからな」

「もっと反省して!?　ポジティブすぎるでしょう!?」

「褒ほめるなよ」

「褒めてないわ！　まったくもって評価してないから！」

「今日きようの神しん宮ぐう寺じはテンション高いな」

「…………はあ。ホント、キミと話していると疲れる」

「じゃ、話はこれで終わりだな」

　おれは寄りかかっていた窓から身を離はなし、神宮寺の背後にゆっくりと回り込んだ。

　教室から遠ざかる方向、しかも背後に回ったから不ふ審しんに思ったのだろう。

　何よ？　とおれの動きを警けい戒かいしながら神宮寺が窓際に退たい避ひした。

　……よっしゃ、誘ゆう導どう成功。かかったな！

「おれも暇じゃないんだ。今後は秘書を通してくれたまえ、秘書を」

「は？　どこに秘書がいるって言うの？　……って、ちょっと待ちなさいよ！」

　神宮寺が足を前に一歩踏み出した瞬しゆん間かん──

「……きゃっ……何!?」

「あ、そこ壁かべにフック刺さってるから」

　ものをかけるためのねじ込み式のフックだ。

　誰だれがこんなものを廊下に差し込んだのかは知らんが利用させてもらった。

　いやぁ、ホント誰がつけたんだか。悪いヤツもいたもんだ。

「やだ!?　スカートがめくれてっ!?」

　スカートをフックに引っかけたまま動いたせいだろう。

　神しん宮ぐう寺じのスカートは不自然に浮き、前から見ても白い太ももが露あらわになるほどだった。
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「んじゃ、そういうことで」

　角度的にスカートの中身が見えなかったのは残念だが、あまりこの場に留とどまるとまた余計な嫌けん疑ぎをかけられかねないので、おれはさっさと自分のクラスに戻ることにした。

　まだ話は終わってないわよ！　という声が背中にかかったがもちろん無視である。

　神宮寺の言っていることは正せい論ろんすぎるからなぁ。かわすのも一苦労だぜ。

　まったく……。

　正論だけで世の中わたっていけるわけではないのだよ？　神宮寺君？










　と、まあ──




　こんな感じで、おれの学校生活ってのは神しん宮ぐう寺じとの対立だけでほぼ占しめられている。

　つっても、神宮寺は優ゆう秀しゆうだから完敗続きなんだけど……。

　スカートめくりは上手うまくいったが、今のだっておれの仕し業わざだって丸わかりだし、あとでネチネチ文句を言われるのは目に見えている。

　適当にボケていれば呆あきれて去っていくだろうけど……。

　自分の悪わる巧だくみを看破した張本人に説教されるのはけっこう惨みじめだ。

　……本当は悔しいんだ。神宮寺の上をいくことができないのが。

　現実も夜の戦いみたいに上手くいくといいんだけど──







　その日の夕方、自宅に帰ると中学生の妹がリビングでテレビを観みていた。

　それだけならよくある光景なのだが、

「……ちっ」

　おれがリビングに足を踏み入れるや否や妹が舌打ちをし、その後、無言でソファーから立ち上がり、自室に引き上げていった。

　難むずかしい年とし頃ごろなのだ。小学生の頃は一いつ緒しよに風ふ呂ろに入っていたが、それも昔のこと……。

　妹は反抗期真まっ只ただ中なか。

　おれが先に風呂に入ろうとすると、「湯船が腐るからヤメロ」とか言い出す。おれ反抗期だからぁ、と言って無理やり風呂に入ろうとして「死ね！」と背後から蹴けられたこともある。おれも酷ひどいが妹はもっと酷い。あれから腰痛いんだよなあ。……ヘルニアとかになりそう。

「昔は可愛かわいかったのに……どうしてああなった」

　おれは妹が座っていたソファーに腰を下ろし、再放送のドラマをぼんやりと眺める。

　……ハァ。

　神宮寺といい、妹といい、おれの周囲には小うるさい女しかいないな。

　ああ、早く夜にならないかな。やっぱ昼よりも夜だよ、夜。

　これ現実かよってくらい刺し激げき的てきだからな──夜の異世界での生活は。
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　夜の顔。

　それは眠っている間におれの身に起きるある現象と言い換えてもいい。

「……到着っと」

　その日の夜──

　午前０時くらいに自室のベッドで眠りに落ちたおれは、地ち球きゆうとは異なる世界──人間と魔ま族ぞくが対立している世界にある地下迷宮の最深部、玉座の間に音もなく姿を現した。

「あ、サトル先生！　お帰りなさい！」

　玉座に浅く腰かけ魔法端末を覗のぞき込んでいた少女が勢いをつけて立ち上がり、飼い主を見つけた忠犬みたいに息を弾ませながらおれに駆け寄ってきた。さすがに犬みたいに顔をペロペロ舐なめたりはしないが、その底抜けに明るい銀髪の少女はおれの目の前で立ち止まると、深々とお辞じ儀ぎをした。謝しや罪ざい会見かよってくらい深いお辞儀だった。

「よ、ロレッタ」

「先生！　今日きようも頑張って人間のみなさんを撃げき退たいしましょう！」

　彼女の名前はロレッタ・アハル・オルムステッド。

　銀ぎん色いろに輝かがやく頭髪と露ろ出しゆつの多い漆しつ黒こくの装いが印象的な女の子だ。

　年ねん齢れいはおれの妹と同じくらいで、見た目からも内面からも幼さがにじみ出ている。

　しかし、この世界において人間を含めたあらゆる生物の中でトップレベルに優やさしい心を持つ彼女こそが魔族の頂点に立つ少女であり、おれをこの異世界に呼び寄せた張本人でもあるのだ。

　おれがこの世界に初めて訪れたのはほんの一週間前のこと。

　ロレッタがおれを召しよう喚かんするために使った夢召喚という魔法は対象を眠っている間だけ召喚するという変わったもので、つまり夜の顔ってのはそういう意味だ。ロレッタが言うには現実のおれはちゃんと自分の部へ屋やで寝ていて、ここにいるおれは仮の肉体という話だが、自分のことなのでたしかめようがない。まあ今のところ昼の生活に支障はきたしていないから別にいいんだけど。

「今日も元気だなー、ロレッタは」

「それはサトル先生の顔を見たからですよ！　先生がいなくては何も始まりませんから！」

　ロレッタはおれのことを先生と呼ぶ。

　おれを夢召喚した当初は「ダンジョンマスターさん」とか「ダンジョン職しよく人にんさん」とか言っていた。どうやらロレッタはダンジョンの運営に秀ひいでた人物を夢召喚したつもりらしかった。

　たしかにおれが中三の文化祭のときに考案したお化ばけ屋や敷しきはそのあまりの複雑さからダンジョンと称されたが、本物のダンジョン運営なんてやったことはない。……余よ談だんだが、そのお化け屋敷は実現しなかった。おれの案は本格的すぎたため却下されてしまったのだ。設計図を引くのに三日もかかったっていうのにそりゃないよって話で、クラスメイトたちの根性のなさにむかっ腹が立ったおれは文化祭の前日の夜に学校に忍び込み、無ぶ難なんな仕上がりのお化け屋敷に全力で改造を施し──途中で警けい備びのおっさんに見つかって御用となった。

　とまあ昔のことはともかく──

　夢ゆめ召しよう喚かん後、ダンジョン運営未み経けい験けんのおれがいつもの悪ふざけのノリでロレッタの目の前で罠わなを作ってみせたところ、「まさかこの世にこれほど卑劣な罠が存在するなんて……！　なんて恐ろしい！」とロレッタが身を震ふるわせつつも感嘆の声を上げ、その流れのまま「先生！　私を弟子にしてください！」とあっという間に師弟関係ができ上がってしまったのだ。

　……と、そのような経けい緯いで、おれは箱入りで世間知らずなロレッタにダンジョン運営のなんたるかを指南しつつ、二人ふたりで力を合わせてこの地下迷宮にやってくる人間を日々撃げき退たいしているのである。もう完全に日につ課かだ。

「ロレッタ。状況は？」

「えっと、今日きようは五十人ほどの方がここを訪れています。ただ上層の迷路を抜けて中層までたどり着いたのは三分の一以下で、十五人くらいですね」

　ロレッタが玉座の奥の壁かべにかかっている魔法の鏡かがみを見ながら言う。

　この魔ま法ほうの鏡には地下迷宮の見取り図が表示されており、また味方、敵、罠や宝箱などの設置物の位置が色つきで示される。しかもリアルタイムで。

「今日のダンジョンは上層の迷路が特に複雑だね。突破してきたのが三分の一以下なのも納得」

「逆に中層以下は一本道が多くてシンプルですけどね」

「でも、そのほうが罠を仕掛けやすいよ。ルートが多いと面めん倒どうくさいし」

　魔族の最後の砦ラストダンジヨンと言っても過言ではないこの地下迷宮は不ふ思し議ぎなことに一日ごとに内部構造が大きく変化する。その変化はこの世界の時間で夕方から始まり、翌日の早朝までゆっくり時間をかけて行われる。再構築が始まると、中にいた人間は全すべて外に放り出され、罠や宝箱などの設置物も全て消失する。当然、再構築中は誰だれも中に入れない。変化が起きないのはおれとロレッタがいるこの玉座の間や魔界に続くゲートがある部へ屋や、あとは住居くらいなものだ。

　人間たちは現地時間午前中からこの地下迷宮に挑んでいるが、おれがこの世界にやってくるのはだいたい午後０時前後──おれが眠りにつくのが午前０時頃ころだから地ち球きゆうの日本とは時差が十二時間くらいある計算だ。そのため午前中はロレッタに加勢ができないのだが、どうせ上層の迷路を突破できるのは半数程度だし、人手の問題もあるので、最初から上層は捨て、勝負は中層以降と的を絞っている。

　……そう。このダンジョン運営の一番の問題は人手なのだ。

　ロレッタにはおれ以外に頼れる味方がいない。

　可哀かわい想そうなことに彼女には信頼できる家臣や下げ僕ぼくが一人ひとりたりとも存在しないのだ。

　地下迷宮で人間と戦っている魔物たちは全員、金で雇ったバイト。

　だからこの地下迷宮の運営は実質おれとロレッタの二人で行っている。

　二人で、といっても実際にはここの舵かじ取とりはほとんどおれ一人でやってるわけで。

　だから責任重大。

　おれの指示一つで魔ま族ぞくが滅ぶか生き残るかが決まるんだから。

　現実の学校生活なんて比べ物にならないくらい緊きん張ちよう感かんのある仕事だろう。

「さてさて、今日きようはついにロレッタが罠わな師しとしてデビューする日か」

「はい！」

「ロレッタが仕掛けた罠はどんなもんかな？」

「きっと先生のご期待に添える内容だと思います！」

「お、そりゃ頼もしい」

　昨日きのうまではおれがダンジョン運営の全すべてを取り仕切っていたのだがロレッタにもそろそろ経験を積つんでもらおうということで、ロレッタに地下迷宮の一部──おれたちが中層と呼んでいる真ん中の層──を任せることにした。ちなみにおれは下層を担当している。

「ん？　この斧おの使つかい、また来たのか。懲こりないヤツだな」

「先日、針の山に着地したお笑い芸人の方ですね」

「……それだけ聞くと、バラエティ番組の企画か何かみたいだな」

　正せい確かくにはお笑い芸人ではなくてお笑い芸人を目指していた時期があったというだけだ。

　この間、経歴をブツブツつぶやいていたのを覚えている。

「お、この先にロレッタが仕掛けた罠があるな」

　魔法の鏡かがみに映っているお笑い芸人──ではなく斧使いは疲れた顔をしていた。

　上層の迷路が応こたえたのだろう。駆け出しなら中層にたどり着いただけでもたいしたものだ。

『今日こそ地下迷宮を攻略して……そして、あの子に告白するんだ！』

　フラグをビンビンに立てながら斧使いが細長い通路を進んでいく。

　そして、その先には質素な宝箱が。

　彼は迷わず宝箱を開けた。前回散々な目に遭ったにもかかわらずだ。

　たぶん教会の『加護』のせいだろうな。こいつらの危き機き感かんのなさは。

『これは……ポーションか？』

　透明な瓶に入った赤い液体を眺める斧使い。

「わかった、ロレッタ。あれ普通のポーションと見せかけて毒が入ってるんじゃない？」

「……はい？　あれはただのポーションですよ？　飲むと体力が全快します」

「え、なんでそんな冒険者にとって有益なもの入れたの？　ゲームじゃあるまいし」

「えっとですね、この先に長い長い毒の沼地があるのですよ。で、直前でポーションを手に入れたら、これがあれば毒の沼地を越えられるかもしれない！　というかすかな希望を冒険者のみなさんが抱いてくれるのではないかと思いまして……。ダメでしたか？」

「ダメっていうか意味わかんない。ってか、希望を与えちゃいかんだろ。どうせ与えるなら絶望を与えないと」

「ですが、ポーションを使っても毒の沼地は越えられない、という状況を想定しているので、最終的には絶望を与えられる仕組みになっているはずで……」

「ちょっと回りくどいなぁ。あとその作戦は人によっては通用しなくない？　体力とか毒に対する耐性なんかは個人差あるだろうし、最初から回復アイテムを持ってるケースもあるだろうし、あと回復魔ま法ほう持ちってことも考えられる」

「で、でも……えっと……」

「まだ何か続きが？」

「あります！　実はあのポーション、わたしのお手製なのです！　人間のみなさんが魔界のポーションは素す晴ばらしい！　と感心してくださるのではないか、とそういう期待を込めてわたしはあのポーションを作成したのです！」

「自慢のために!?」

　ああ──

　やっぱりロレッタってどこかズレてる……。

　この子を教育するのは簡かん単たんではなさそうだぞ。

「どうやらロレッタはダンジョン運営のなんたるかがまだわかってないようだ」

「これでも全力を尽くしたつもりなのですが……」

「とりあえずダンジョン防ぼう衛えいを自分の欲を満たすために使っちゃダメだ、ロレッタ」

「…………そうですね。それはその通りだと思います。やっていることが幼稚すぎました」

　ロレッタがしゅんとした様よう子すで手帳を開き、さらさらと羽ペンを走らせる。

　おれの言葉をメモしているのだろう。

　──私利私欲を満たすためのダンジョン運営ではない！　全すべては世界征服のため！

　横から覗のぞき込むと見事な達筆でそう書かれていた。

『なんとか毒の沼地は……越えたか』

　そうこうしているうちに斧おの使つかいがロレッタの仕掛けた毒の沼地を突破。

　ロレッタお手製のポーションを飲んで、奪われた体力を回復し始めた。

　おれの予想通りロレッタの作戦は失敗に終わったようだ。

「……はうー。やはり欲に走ったのがいけなかったのですね……。駆け出しのお笑い芸人さんに軽々突破されてしまいましたぁ……」

「本人が聞いたら怒るよ？」

　駆け出しなのは冒険者としてであってお笑い芸人としてではない。

　その後──

「ああ、みなさん……わたしが仕掛けた罠わなをどんどん突破しています……」

「うーん。結局、中層で撃げき退たいできたのは十五人中、一人ひとりだけか」

「しかも……撃退したそのお一方はわたしが宝箱に入れた、振ったら柄が二つに折れ曲がって自分自身を攻撃してしまう可能性があるモーニングスターを使ったわけではなく、たまたま宝箱に入っていたトカゲに驚おどろいて足を滑らせて転んでしまい、頭の打ちどころが悪かったのか教会送りになってしまったという……ラッキーに助けられただけです……」

　うなだれるロレッタ。

　仕掛けた罠わながことごとく不発に終わったのがよほどショックだったらしい。

　普通ならここは慰なぐさめるシーンだが……。

　おれはあえて指摘した。ロレッタの成長を思えばこその叱しつ咤たである。

「えー、ここでロレッタ君が仕掛けた罠の点数を発表したいと思います」

「ええ!?　点数がつくのですか!?」

「一つ一つの罠の講こう評ひようはあとでするとしてまずは総合得点を」

「…………ドキドキ」

「五点です」

「じゅ、十点満点で、ですよね？」

「いや？　百点満点で計算してるけど？」

「うわーん！　一ひと桁けたです！　赤点です！」

　ロレッタが床に膝ひざをつき頭を抱える。

「やっぱさ、ロレッタが仕掛けた罠はどれも回りくどすぎる」

「回りくどいですか……？」

「うん。もっとストレートにいこう。たとえば最初のポーションは中身を劇げき薬やくにしたほうが効果的だったと思うし、モーニングスターは衝しよう撃げきを加えると爆ばく発はつするとか、どちらにも言えることだけど、それ一つで致命傷になるようなものにしたほうが絶対いいよ」

「劇薬！　爆発！　それ一つで致命傷！」

　普通に指摘しただけなのにこの驚きようだよ。

　その発想はなかったみたいな顔してるし。

　ロレッタのこのマイルドな性格ってのは長所でもあるけど、おれたちの目もつ下かの目標は人間の駆逐だからな。甘い手は許されない。じゃなきゃ、こっちが滅ぼされちまうからな。

　ただ出会った当初のロレッタはこんなものではなかった。

　と言うのは──

　──ぬわ─────────っっ!!

　──なんじゃこりゃぁあああああ!?

　──ぎにゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!

　そのとき下層に入った冒険者たちの悲鳴が轟とどろいた。

　おれが仕掛けた罠に引っかかったらしい。

「……ひゃっ」

　自分が罠にハマったわけでもないのにロレッタが悲鳴を上げ、冒険者たちの声が聞こえないように耳を塞ふさいだ。画面を見たくないのか目も瞑つむっている。最初の頃ころは部へ屋やに逃げ帰ったりしてたし、これでもだいぶマシになったほうなのだ。さっき言いかけたのはこのこと。ふわふわお布団大作戦とか言って冒険者を気き遣づかうのはもちろんのこと、血を見るような戦いが繰くり広げられようものならたちまち視覚や聴ちよう覚かくを遮しや断だんする。そんな性格のロレッタだからさっきみたいに回りくどい手法の罠ができ上がったのだろう。

「サトル先生……なんだか凄すさまじい音がしましたが……今のは一体？」

「ああ、あれは床スイッチに反応して雷の初級魔ま法ほうが発動するようになっててさ」

「なるほど雷の初級魔法が……あれ？　でも、どうして初級魔法なのですか？　残忍さに定評のあるサトル先生なら最強の雷魔法を使いそうなものですが……。それに先ほどそれ一つで致命傷になるように、とおっしゃっていたじゃないですか？」

　お、なかなか鋭するどいな。

　ロレッタは優やさしすぎるがゆえに実戦になると日和ひよるタイプだが、決して頭が悪いわけではないので内容が過か激げきでなければ議ぎ論ろんなんかはちゃんとできる。

「それはその通りなんだけど、さっきのはあくまでも撃げき退たいの基本だから。ロレッタは大いに実践すべきなんだけど、基き礎そを習得したその先には応おう用よう編へんがあってさ、実際に仕掛ける罠は基本編で学んだ理屈だけでは弱いんだ」

「応用編！」

　ロレッタの目が輝かがやき始めた。感動のあまり手帳を握りしめる手が震ふるえている。

「おれが初級魔法を使ったのは簡かん単たんに言えば苦痛を持続させるため。人間たちって倒しても倒しても教会で復活するじゃん？　あいつら、どうせ死なないしー、とか言って戦争舐なめてるから即死攻撃なんかで倒してもケロッとしてんだよね」

「なるほど！　だから苦痛を持続させることが重要になってくるわけですね？」

「正解。死よりも恐ろしい目に遭わせてやることが何よりも重要なんだ。もうあんな恐ろしいダンジョンには二度と潜もぐりたくない！　って思わせられればこっちの勝ちってわけ。そうすればおのずとこの地下迷宮に挑む人間も減っていくはずだから」

「深い……深いです、応用編……」ロレッタがメモを取る。「サトル先生？　その考え方でいくとこの間、わたしが考案したふわふわお布団大作戦は悪いアイデアではないのでは？　要は人間のみなさんから戦う意欲を奪えばいいのでしょう？」

「まあそうだけど、あれはさすがにない。実戦じゃ使えないよ」

「ダメですか……」

　ロレッタがうなだれる。

「戦う意欲を奪うためにはやっぱり恐怖を与えるのが一番なんだ」

　そう言っておれは魔法の鏡かがみを覗のぞき込む。

「ん？　あのモヒカンの戦士、前も来たよな？　しかも、おれが作った罠わなの中で一番エグい毒と吊つり天てん井じようとマグマの罠わなのコンボで教会送りにしたはずだけど……って、笑ってねえか、あいつ？」

　おいおい、なんだよ。ロレッタに恐怖を与える重要性を説いてるときにヘラヘラ笑いながらダンジョン探索しやがって。おれに恥を搔かかせる気か、あのモヒカン野郎。

「つか、あれでも生なま温ぬるいってのか？　どういう神経してんだよ？」

「あ、サトル先生……っ」

　おれが魔ま法ほうの鏡に映っているモヒカン戦士を睨にらみつけているとロレッタが口を開き、

「わたし、肝心なことをお伝えしていませんでした」

「ん？　肝心なことって？」

「人間の世界には『加か護ご中毒』なるものがあるのです」

「何それ？」

「人間のみなさんは『加護』によって何度でも生き返ることができますよね？　たぶんそのせいだと思うのですが、死を繰くり返し体たい験けんすることによって、死のスリルを味わうこと自体にハマってしまう困った人たちが定期的に出てくるそうなのです」

「何それ。自じ傷しよう癖へきみたいなもん？」

「えっと、詳しいことは……」

　ロレッタが魔法端末を開き、あるサイトにアクセスした。

「これなんて書いてあるの？」

「『加護中毒者の叫びまとめ』というページです」

　おれはこの世界の言語に馴な染じみがないので文字は読めない。夢ゆめ召しよう喚かんの恩恵により言葉は身近な日に本ほん語ごに翻ほん訳やくされて聞こえるのだが、文字のほうはそれが適用されないのだ。

「続きを読みますね」

　そのページのトップには『この世界には祈りの数だけ天使が、死の数だけ快感という名の悪魔が存在する！』という文章が大きめのフォントで書いてある……らしい。

「これは名言ですねえ……」

「そうか……？」

　そのサイトには『加護中毒者』に関する記事が多数並んでおり、『通算二百回目の死を遂げたけど何か質問ある？』だの『斬ざん新しんな死に方考えようぜ！』だの頭のおかしいタイトルばかり並んでいた。どうやらどこかの掲示板のスレッドをまとめたものらしい。他ほかにも『加護』さえあれば百人乗られても大丈夫とか、あなたの『加護』が切れるまで殴るのを止やめないとか、頭痛を催もよおす記事が目白押しだった。

　一部の特殊な例だとは思うが、この世界の人間が死を恐れていないのはたしかだろう。

　──ぐわあああああああああああ！

　──ひぎぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?

　──んぎもっぢぃぃぃぃぃぃぃぃ！

　再び轟とどろく人間たちの叫び声。

　おい、なんか変な悲鳴混ざってなかったか？

「なるほど。あれが『加か護ご中毒者』か……」

　要するにドＭ……。いや、真性のドＭとは微妙に違うな。だって『加護』によって命の安全は保障されているわけだし。『加護中毒者』はあくまでも安全圏の中でスリルを味わっているのだ。スカイダイビングやバンジージャンプなんかと同じ。パラシュートや命いのち綱づながなかったら誰だれもあんな危険な遊びはやらないだろうからな。

「ん……今の三人で最後だったか」

　変態どもの絶叫はともかく、本日の戦いは終了したようだ。

　魔ま法ほうの鏡かがみには人間を示す赤い点がもはや一つも残っていない。

　味方の魔物を示す青点と、罠や宝箱を示す緑みどり色いろの点が表示されているのみだ。

「あ……終わったのですか……？」

　目と耳を閉ざしていたロレッタがようやく防ぼう衛えいが終わったことに気づく。

「ロレッタ！　ほらほら！　いつものやつ！」

「あっ……はい！」

　パチーン、とおれとロレッタは勝利のハイタッチを交わした。

　これも日につ課かなのである。

「よし！　本日も完全駆逐！　おれたちのラスダン舐なめんな！」

　何度も言っているように魔族にとって地下迷宮は最後の砦ラストダンジヨン。

　だからおれは人間世界と魔界を繫つなぐこの地下迷宮のことをラスダンと呼んでいる。

「今日きようのヤツらもたいしたことなかったな」

「はうぅ……。いつものように多くの人間の方々がサトル先生の鬼畜仕様の罠わなにハマり、心に深い傷を負ってしまったのですね……」

「いいんだよ。それが目的だから」

　敵を気き遣づかうのはいつものことだが、この調ちよう子しだとしまいには気遣う必要のまるでない『加護中毒者』の心配とかまでしそうだな。

「ただ……人間のみなさんはよく戦ったと思います。そして……それ以上に先生の罠は素す晴ばらしかったです！　恐ろしい罠ばかりで見ていてガクガクブルブルでしたがどれも効果は抜群で、魔界に旋風を巻き起こしかねない罠ばかりでした！」

「うむ。当然だな」

　大げさに褒ほめるロレッタだが、おれが仕掛けた罠で人間たちを撃げき退たいできているのは事実だからな。ここは素直に褒められておこう。

　普ふ段だん、おれの悪事が好意的に受け止められることなんてないからな。現実だったら神しん宮ぐう寺じにネチネチ言われるだけだ。悪わる巧だくみが賞しよう賛さんされるのはおれが魔ま族ぞくに与くみしているからに他ほかならないわけで──つまりおれはダークサイドでこそ光る人材ってことだな。

「そういや人材と言えばさ……」

「ん？　人材と言えば？」

「バイトの魔物たち、どうにかなんないかな？」

「と言いますと？」

「あいつらやる気なさすぎ。まともに戦うヤツなんて一握りだし、中には人間と遭遇しないように逃げ回ってるのもいるじゃん？　むしろ大半は逃げ回ってるような気がするよ」

　実際そんな感じだろう。だって今日きようの戦いでカメラにフレームインしたヤツいたか？　カメラってかおれとロレッタが監かん視し用ように使ってる魔法の鏡かがみな。地下迷宮の全すべての場所をチェックしていたわけではないが、人間が通過した場所は見ていたし、つーか、今日やってきた人間を仕留めたのって魔物の攻こう撃げきじゃなくて全部おれが仕掛けた罠わなだったろ。

「うーん、やはり時給が安いからでは？」

「おれの知ってる魔物は無給で働くんだけどなー」

「えー？　無給ですか？　それはちょっと可哀かわい想そうなのでは？」

「トップがこれだもんな……」

　ロレッタがズレているのは言うまでもないことだが、他の魔族連中も同様に変なのばかりでおれがゲームとか漫画とか小説で蓄たくわえた知ち識しきはまったく役に立たない。

「でもさ、こっちにも『祭さい壇だん』があるわけだから、もうちょっと死を恐れずに戦ってくれないもんかな」

「みなさん……死ぬことになれていないのでは？　『祭壇』はこの地下迷宮以外にはありませんから。魔界には人間の世界の『加か護ご』みたいに便利な魔法はありませんし」

　このラスダンの死に戻りシステムである『祭壇』は人間世界の『加護』とよく似ている。ただ『祭壇』は『加護』の劣化版で、『加護』の効果が場所を選ばないのに対し、『祭壇』の効果はこのラスダン内に限定される。地下迷宮の外で死んだ場合、『祭壇』で復活はできないのだ。しかも、ロレッタが言うように『祭壇』はこのラスダンにしかない貴重品。だからここが人間に制圧されてしまったら魔族は復活する術すべを失ってしまう……。

　地下迷宮が魔族にとっての最重要拠点なのは言うまでもないことだ。

　だからおれはラスダンって呼んでいるのだし。

「ま、そこは今後の課か題だいだな」

「そうですね」

　──ゴゴゴゴゴゴ！

　反省会をしているとラスダン全体が音を立てて震ふるえ始めた。

　内部構造が変化する再構成が始まる時間になったのだ。

　そして──

　再構成が始まる時間ということは……。

「ん、そろそろ現実のおれが起きる時間か」

「あ……そうですね」

　魔ま法ほう端末をいじっていたロレッタが顔を上げた。

　寂しそうな目──

　今にも泣き出してしまいそうだ。

「サトル先生……今日きようもお疲れ様でした」

「うん」

「また……明日あしたも……来てくれますよね……？」

「いや、おれの意思とか関係なく寝たらこの世界に飛んできちゃうから」

「そ、そうでしたね……。で……でも……」

　ロレッタの悲しみは拭ぬぐえない。

　冠婚葬祭で言えば間違いなく葬。式で言えば卒業式のテンションだ。

　それもそのはず。

　おれが現実に帰るとロレッタは一人ひとりぼっちになってしまうのだから。

　最初に説明した通り、ロレッタには頼れる家臣もいなければ手足となって働く下げ僕ぼくもいない。

　バイトの連中はおれ同様に仕事が終わると魔界に帰ってしまう。

　毎日のように人間が攻め入るこのラスダンで一夜を一人ですごすのは心細いだろう。

　……いや、それだけではない。

　ロレッタの不安の根源はもっと別にある。

　今から数週間前──

　このラスダンは活気に満みち溢あふれていた。

　ロレッタの父親である魔王が存命だったからだ。

　そう……ロレッタは魔王の娘。

　彼女が父親の意思を引き継いで地下迷宮の管理者に就任したのはつい先日のこと。

　魔界は世せ襲しゆう制せい。

　魔王の死に際し、一人娘であるロレッタに全権が引き継がれたのは必然だった。

　だが魔界のトップに君くん臨りんするにはロレッタは若すぎた。

　父親が死んだ時点での彼女は悪魔神官見習いという立場にすぎなかったのだから。

　ロレッタの現在の役やく職しよくも魔王ではなく──魔王代理である。

　世襲制とはいえあとを継ぐだけで自動的に魔王になれるわけではないのだ。

　そもそも、どうしてロレッタの父親は亡くなったのか？

　…………死因は食あたりらしい。

　しかも人間世界で大流行していたお菓子を食べたところそのお菓子の中に聖水を原料とした調ちよう味み料りようが入っていてそれが直接の死因だとか。

　なんとも情けない死に方だが、ロレッタにとっては笑いごとではない。

　父親の死後──

　地下迷宮で働いていた魔ま物ものたちはこぞって魔界に帰ってしまった。

　もともとロレッタの父親には人望がなく、また魔物たちは賃金の低さや労働環かん境きようの悪さを不満に思っていたらしい。結果、ものの数日でラスダンからは魔物がいなくなり、ロレッタは一人取り残されてしまった。

　だがロレッタはめげなかった。逃げもしなかった。

　父親が成し遂げられなかった世界征服を実現するため地下迷宮に留とどまり、人間たちと戦うことを決意した。

　しかし、世間知らずのロレッタにダンジョン運営は荷が重すぎた。

　性格もマイルドだから彼女の頭にはそもそも卑ひ怯きような戦術というものが発想としてない。

　世界征服どころか人間の撃げき退たいさえままならない状況だった。

　ただそうは言っても人間たちは魔王が食あたりで死んだことなど知らないわけで、当然ながらロレッタの事情だって知る由よしもなく、ゆえにおかまいなしに攻めてくる。

　困り果てたロレッタは倉庫をあさった。

　すると魔界の希少な鉱石、ディアブロストーンを精せい錬れんして作られたディアブロドアが十枚くらい出てきた。どんな物理攻こう撃げき、どんな魔法攻撃にも耐えうる頑丈な扉──ロレッタはこれを玉座の間に繫つながる通路に取りつけ、急場をしのぐことにした。

　ドンドンドンドン！　開けろやコラァ！

　ディアブロドアが乱らん暴ぼうに叩たたかれる中、ロレッタは自室のベッドで毛布をかぶって丸くなり、「助けて！　人間の神様、助けて！」と人間世界の神に祈りを捧ささげながら人間襲しゆう来らいという嵐あらしが去るのを怯おびえながら待ったという。ちなみに魔界ではなく人間世界の神に祈ったのは、魔界の神は残酷だから祈っても助けてくれないと思ったからだとか。

　……聞くも涙、語るも涙である。

　実際、おれは泣いた。ロレッタと一いつ緒しよに号ごう泣きゆうした。

　こんな可愛かわいい女の子を寄ってたかっていじめるなんて人間許せねえ！　と怒りすら湧わいた。

　その後──

　ロレッタは毎日、ダンジョンが再構成されるたびにディアブロドアを置き直した。

　そう……。再構成が始まると設置物は全すべて消失してしまうのだ。

　見つかったドアは全部で十枚。

　一枚、また一枚、減っていくディアブロドア。

　このままでは玉座の間に人間の侵入を許してしまう。

　そうなったらこの地下迷宮は終わりだ。地下迷宮だけではない。自分の命だって奪われるだろうし、その後、人間たちは魔ま界かいに繫つながるゲートを通って魔界に侵攻を開始するだろう。

　ロレッタはドアが最後の一枚になったところで人間の世界に伝わる夢ゆめ召しよう喚かんなる魔法を、魔法端末からアクセスした怪しげなサイトで発見し、断片的な情報を基にその夢召喚魔法を模も倣ほうした。そして、ダンジョン運営に秀ひいでた人物──つまり、おれを召喚したのだ。

　なぜおれに行き当たったのかはロレッタにもよくわからないらしい。人間の世界では大昔から行使されてきた魔法らしいが、魔界ではあまり知られていない魔法のようだ。

　……とまあ。

　ロレッタはそのような経けい緯いでおれを召喚するに至ったのだ。

　初めて出会ったときのことは今でも鮮せん明めいに覚えている。

　ロレッタは「助けてください！」とは言わなかった。泣きべそは搔かいていたけれど、はっきりとした口く調ちようで「わたしにダンジョン運営のイロハを教えてください！」と言ったのだ。

　そのときのロレッタの境遇を思えばなかなか言えることではないと思う。

　おれがロレッタの助けになりたいと思った一番の理由はそれだ。もちろん第一声が「助けてください！」だったとしても、無む下げに断ることはなかったと思うが。

「……サトル先生……」

　ロレッタの呼びかけでおれは現実に立ち返った。

　見た目に似合わぬ芯しんの強さと自立心の高さ──

　人の上に立つために必要なものをロレッタはちゃんと持っている。

　だけど彼女はつい先日父親を失ったばかり。

　しかも父親の配下の魔物たちには逃げられている。

　年ねん齢れいを思えば彼女が一人ひとりになることに不安を覚えるのも無理のない話だ。

　おれだって突然家族がいなくなったらパニックになる。

「よし、ロレッタ。宿題だ」

「へ？　宿題？」

「そう」

　おれは魔法の鏡かがみの隣となりに並べてあるドクロマークがあしらわれたキャビネットから紙とペンを取り出し、さらさらと新作の罠わなのアイデアを書き殴った。

「この罠の試作品を明日あしたまでに作っておいてほしいんだ」

「……あ、はい！　わかりました！　徹てつ夜やしてでも仕上げてみせます！」

「いやいや。徹夜はしなくていいよ。適当なところで切り上げて。ま、そんな複雑なものじゃないし、ロレッタの才能をもってすればそう難むずかしいことではないはずだから」

「え、えへへっ」

　ロレッタがようやく笑え顔がおを見せてくれた。

　うん。これで安心して帰れるな。

　…………や、でも、一人ひとりで大丈夫かな。心配だな……。

　って、おれが不安になってどうすんだよ！

「じゃあ、これ。よろしくね」

「承うけたまわりました！」

　おれが差し出した罠わなの設計図を小さな手で受け取ったロレッタは「こ、これはっ！」と手を震ふるわせながら多数の犠ぎ牲せい者しやが出るであろう卑劣な仕様の設計図を眺め始めた。

「ん、この音は……めざましか……？　現実の音が紛れ込んできたということは……」

　そのとき急きゆう激げきな眠気がおれを襲おそった。

　夢ゆめ召しよう喚かんが解除される合図だ。

「サトル先生！　今日きようもお疲れ様でした！」

「うん。ロレッタも。じゃあ、また明日あした」

「はい！　また明日です！」

　おれは両手を振るロレッタに見送られ現実に帰き還かんした。

　夜の顔──

　最初の頃ころは戸惑いもしたが、今ではこの夜の生活にもなれ……。

　というか、おれはこの異世界での暮らしが気に入っている。

　小さい頃から自由気ままに生きてきたおれ。

　幼稚園時代はお医者さんごっこ。小学生時代はスカートめくりに情じよう熱ねつを燃もやし男子からヒーロー扱いされていた。中学に入ると現在の高校生活のようにちょくちょく騒そう動どうを起こすようになったのだが、学年が上がるに従い、周囲のリアクションはシビアになっていった。義務教育を終え、高校生になるとその傾向はより顕けん著ちよになっていき……。

　今やまともに相手をしてくれるのは神しん宮ぐう寺じくらいなものである。

　大人おとなになるってそういうことなんだろうなぁー、と最近しみじみ思っていたのだが。

　そんなおれが見つけた新天地──

　人間が攻めてくるラスダンでなら自分のこの捻ひねくれた才能が生かせる。

　侵攻してくる人間に怯おびえる魔ま族ぞくの少女を助けることができる。

　……ロレッタ。一人前になるまでおれが守ってやるからな。

　だから今日きようは宿題をすませたら、ゆっくり休むんだぞ。

　……。

　…………。

　………………。




「学校行きたくね──っ！」




　おれは起床するなりそう叫んだ。

　夜の顔は眠りにつき、昼の顔が始まる。

　成なる宮みや悟さとるという人間の日常はこのように繰くり返されているのである。













　　　　　ＣＡＳＥ２　幹部候補生募集







「サトル先生！　今日きようも勉強させていただきます！」

「お、今日も気合い十分だねー」

「一流のダンジョン職しよく人にんになるためには一にも二にも勉強ですから！」

　ロレッタに夢ゆめ召しよう喚かんされてけっこうな日数が経過し、現実と異世界を行き来する生活にもなれてきた。まあ、行き来するといっても、おれの身体からだが本当に異世界に飛ばされているわけではないようで、実際、朝起きても身体はまったく疲れていない。ただ頭脳労働はしているわけだから頭は休めていないような気がするのだが、今のところ現実に支障をきたしてはいない。

　つーか、夢召喚すごすぎ。ヤバイ。ってかさ、おれ実質寝てなくね？　二十四時間起きっぱなしじゃね？　あとこれ上手うまく応用すれば宿題とか寝ている間にできんじゃね？

　……と思ったけど、防衛中に宿題やるわけにはいかないからなぁ。

　まー、やりもしない宿題のことはどうだっていい。

　他人ひとのを写せばいいんだよ、宿題なんて。

「ロレッタ……ここ罠わなの置き方、変じゃね？」

「え？　どこですか？」

「中層の後半のこのへんあたり」

　おれは言いながら魔ま法ほうの鏡かがみに表示された見取り図を指差す。

「わー、本当です！　横に並べるはずだったのになぜか縦たてに並んでいます。通路を塞ふさぐように横一列に並べるつもりだったのですが……」

「バイトの連中がミスったかな」

「ど、どうでしょう、わたしの指示が曖あい昧まいだったのかもしれませんし……」

　ロレッタがそわそわしながら魔法端末を耳に当てる。

「もしもし、こちらロレッタです。罠の設置をやり直していただきたいのですが……え、残業代ですか？　は、はい、わかりました。ちゃんと払いますので、何とぞ、何とぞ……」

　相手が目の前にいるわけでもないのに頭を下げるロレッタ。日に本ほん人じんかよ。

　あとその魔法端末って通話もできるんだな。ネットもできるし、完全にスマホだ。

　今さらな話だが、この世界には魔法ネットワークというインターネットもどきがある。魔法でネットワークを構築している以外は丸っきり地ち球きゆうのインターネットと同じだ。ラスダンの外に出たことがないからこの世界の文明レベルがどんなものかはわからないが、ロレッタが言うにはこの世界は大昔から夢ゆめ召しよう喚かんを繰くり返してきたため、一部、文明レベルにそぐわない技術が横行しているのだとか。おれの言動もこの世界に少なからず影えい響きようを与えているんだろうな。

「はふぅ」とロレッタが魔法端末を耳から離はなす。「罠の配置、修正してくださるそうです」

「ロレッタ。腰低すぎ」

「え、ですが一いつ生しよう懸けん命めい働いている魔物のみなさんをぞんざいに扱うわけにはいきませんし」

「雇ってるのはこっちなんだからもっと強気でいいって」

「うーん……でも、あまり強く言うと、不ふ貞て腐くされて魔界に帰ってしまう恐れが……」

「根性なさすぎだろ。それでも魔物か」

　しかし、まあ、ロレッタがそういうスタンスなのもわからないでもない。

　性格の問題もあるのだろうが、ロレッタは一度魔物たちに裏切られている。

　父親の配下の魔物たち、ロレッタを放置して魔界に帰ってるからな……。

『……なあ、聞いてくれよ』

『お、どうした？　暗い顔して？』

　そのとき中層にロレッタが配置したミミック──宝箱に擬ぎ態たいする魔物──たちの会話が魔法の鏡越しに聞こえてきた。

『親がさ、地元で就しゆう職しよくしろってうるさいんだよ。どうしようかと思って……』

『へえ。じゃあさ、一いつ緒しよに地元帰んない？　おれも転職考えてたし。ここ時給安いしさ』

『だよなだよな。最さい前ぜん線せんなのにこの時給はないよなぁー』

　会話する二匹のミミック──

　その傍かたわらを一人ひとりの冒険者が警けい戒かいしながら通りすぎていった。

「……ロレッタ。あいつら首な」

「え？」

「仕事中に私語は厳げん禁きん。あんなぺちゃくちゃ喋しやべってたら自分はミミックですって言ってるようなもんだぞ。こうして話している間にも何人かチラ見しながら通りすぎていったし」

　つか、ミミックが地元で就しゆう職しよくってどんな仕事に就つくんだよ？　お前らは人間の世界でこそ輝かがやく逸いつ材ざいだろうが。魔ま界かいで同胞をハメるつもりかよ。

「たった一度の私語で首とは……サトル先生、厳きびしいです……」

「どうせあいつら転職するつもりらしいし、辞めるんだから同じことだって。あ、でも、給料は払う必要ないから」

「きゅ、給料なしですか!?　サトル先生は鬼です！　悪魔です！　でも……ちょっぴり素す敵てきです！」

　ロレッタが頰ほおを赤らめながらおれを見つめる。

　鬼とか悪魔とか言われた末に賞しよう賛さんされたの初めてだぞ。

　やっぱ魔族的には残酷なほうが評価は高いのか。

　そういや人間を罠わなで仕留めたときのロレッタのリアクションもこんなだな。

　残酷です、と目を伏せつつも、わたしもあんな罠を作ってみたいです、とか言うもんな。

『またボーンナイトか……。いい加減、見飽きたぜ！』

　目を離はなしている隙すきに中層で戦せん闘とうが始まっていた。

　しかも、戦っているのはまた例の斧おの使つかいだ。

『喰くらえ！』

　──バキバキバキ……ッ！

　斧使いが振り下ろした鉄製の斧がボーンナイトの身体からだを粉砕する。

「ああ！　ボーンナイトさんが一いち撃げきで！」

　ロレッタが自分のことのように頭を抱える。

　──ブオオーン！

　ボーンナイトがやられたと同時に玉座の間で奇妙な音が響ひびき渡った。

　斧使いに粉砕されたボーンナイトが『祭さい壇だん』で復活したのだ。

　これが地下迷宮自慢の死に戻りシステム。

　即時復活なのですぐに戦いの場に復帰することができる。

　……のだが──

「斧はないわー。そりゃ、骨も砕けるっつーの」

『祭さい壇だん』で復活したボーンナイトがコキンと首を動かして骨を鳴らす。

　右手に長剣を、左手にラウンドシールドを装備した魔ま族ぞくの騎き士しはすぐには戦場に戻らなかった。『祭壇』の近くの壁かべに寄りかかり、同じように死に戻ってきた魔物たちと人間への恨うらみを語り合ったり、仕事が終わったらどこに飲みに行こうかとか雑ざつ談だんに興きようじている。

「そういうのはせめて雇い主が見てない場所でしろよ……」

「はえー。魔界にそんな風変わりなスタイルの立ち飲み屋さんが」

「ロレッタ、何聞き耳立ててんの？　ここはおれと一いつ緒しよに怒ど鳴なりつける場面じゃね？」

「へ？　あ、そ、そうですね……すみません」

「ホントやる気ないな、バイトの連中」

「魔界に行けばわかりますが、今の時代、血気盛んな種族は少数派なのですよ」

「少数派ってことは探せばいるの？」

「バイトのみなさんの中にもいらっしゃるじゃないですか。頼りになる方がお一人ひとり」

「ああ、そういえば──」




『ウホッ！　ウホッ！　ウッホッホ！』




　噂うわさをすれば影かげ。

　魔法の鏡かがみに複数の人間を相手に大おお暴あばれする巨体が映し出された。

　ゴーレムである。

　ＲＰＧとかだとたいていパワータイプで守りが固いイメージだが、この世界のゴーレムもその認にん識しきでだいたい合ってる。

『ウホッー！　ウホッー！　ウホッー！』

『くっ!?　こいつ強いぞ！』

『怯ひるむな！　おれが後ろから魔法で援えん護ごする！』

　二対一という不利な状況にもかかわらずゴーレムの勢いは衰えない。

　あっという間に前ぜん衛えいの剣士を教会送りにし、残りは後方で控える魔法使いのみとなった。

『ウホッ、ウホッ、ウホッ！』

『……く、ここまでか……』魔法使いが膝ひざをつき、目の前のゴーレムを見上げる。『最後に教えてくれないか？　なぜゴーレムなのにウホウホとゴリラみたいに……うわああああああ!?』

『ウッホ！　ウッホ！　ウッホ！』

　疑問を投げかけている最中だったのにゴーレムは容赦がなかった。

　最後まで言わせてやれよ……。

　ってか、おれも前々から気になってたんだけど、なぜにゴリラ口く調ちよう？

『ウホオオオオオオオオオッ!?』

　その後、しばらくしてゴーレムがやられ玉座の間に戻ってきた。

　一応、バイトの中では活かつ躍やくしているほうだが無双できるほどの強つわ者ものではない。

「ゴーレムさん、お疲れ様でした。身体からだに異常はありませんか？」

　ロレッタが『祭さい壇だん』で復活したゴーレムにねぎらいの声をかける。

　だがゴーレムは俯うつむいたまま玉座の間を出ていってしまった。

「ん？　ゴーレム、どこに行くんだ？」

「たぶん、お化粧を直しにいったのだと思います。ゴーレムさんは女子力が高いですから」

「……え？　あのゴーレムって女子なの!?」

　あの顔で女子？　ってかゴーレムに性別とかあんの？

「でも、ロレッタ。ゴーレム……いや、ゴーレムさんって女子なのにどうしてあんな喋しやべり方かたなん？　魔ま界かいの女子の間でゴリラ語流行はやってんの？」

「あ、そうではなくて」ロレッタが首を振る。「えっとですね、わたしも詳しいことはわからないのですが、何日か前にゴーレムさんにうかがったところ、あの口く調ちようはゴリラとは関係なくて腐女子仲間の間で『ウホッ！　いい男……』というフレーズが流行った頃ころの名残なごりだとおっしゃっていました。……サトル先生、腐女子とは一体なんのことでしょうか？」

　ゴリラ語じゃなくて、そういう意味のウホッかよ！　わかりづらいよ！　ってか腐女子だからってその口調は変だろ!?　そのフレーズはたしかにネットで流行ったけど腐女子の間では別にブームになってないから！　あと名残ってなんだ名残って!?

「腐女子……頭に腐がついているということは属性か何かでしょうか？　不死属性？　うーん、でもゴーレムさんは見るからに不死属性ではないと思うのですが……」

「…………そだね」

　たしかに頭に腐がつくとアンデットっぽいよな。しかしまぁ、詳しく説明するとロレッタがあっちの世界に興きよう味みを持ちそうだからこのまま勘違いさせておこう。

　にしてもゴーレムさん、キャラ濃こすぎだろ……。







　防ぼう衛えい終了後──

　玉座の間の隣となりにある応接室でくつろいでいるとロレッタがお茶を運んできてくれた。

「サトル先生、お茶をどうぞ。今日きようはリラックス効果のある魔界原産のハーブを使っています」

「……なんかどす黒いんだが。あ、でも、けっこう美味うまい。香り豊かだし本格的な味」

「お口に合ったのなら嬉うれしいです」

　と言いながらロレッタがおれの隣に座る。

　対面の空いてるソファーに座ればいいのにと思ったが、女の子と一つのソファーを使うことに異い論ろんなどあるはずがない。相手が神しん宮ぐう寺じだったらこんな展開はありえないし、おれのほうから「隣となり座るぜ」なんて言った日には制服についた糸くずを払うように「消えて」と蔑さげすんだ目で睨にらまれること間違いなしだ。いやー、ロレッタはいい子だなー。なんかもう、おれがロレッタの父親になったような気分だ。歳としはそんなに変わんないはずだけど。

「そうだ。ロレッタの罠わなの批評をまだしてなかった」

「……うっ」

「発表してもいい？　まずは点数から」

「ど、どうぞ」

「今日きようは、なんと……三点！」

「三点!?　この間の五点を下回りました!?」

　ショックだったようでロレッタがお茶をこぼしそうになった。

「ですがサトル先生……？　今日の罠は、回りくどさとかはなかったと思うのですが……？」

「うん。そういうのはなかった。罠が発動すると転送系の魔ま法ほう陣じんが発動して地下迷宮の外に放り出すってのもロレッタらしいアイデアだと思う。……でもさ、檻おりの中にケーキ皿を置いてそれを餌えさに冒険者をおびき寄せるってのは正直ない。あれ箱罠とかいって、本来は野生動物なんかを引っかける罠じゃない？」

「え、そうなのですか!?　で、でもでも、わたしが参考にしたサイトでは『これを使えば人間なんてチョロい！』と書いてあったのですが……？」

「なんで信じちゃうかな!?」

　チョロいのはそんな煽あおり文句に騙だまされたロレッタのほうではないだろうか。

　つか、もうちょっとまともなサイトなかったの？

　調しらべ方かたが悪いのか、それともちゃんとしたページが存在しないのか……。ロレッタのことだから過か激げきなサイトは開いた瞬しゆん間かん、反射的に閉じてしまうとかありそうだな。んで使えないサイトを参考にしてしまったとか。

「あ、もしかしてあの罠……」

　ロレッタがハッとしたような顔で口元に手を当てる。

　お？　あの罠の何がダメなのか自力で気づいたか？

「サトル先生、檻の中に仕掛けたケーキ皿ですが……あれチーズケーキではなくイチゴが載ったショートケーキにするべきだったのではないでしょうか？」

「問題はそこじゃないだろ!?」

「でもでも！　私はどちらかと言えばショートケーキのほうが好きですし！」

「世間一般の人気を語るならまだしも、個人的な見解になんの意味が!?」

　このロレッタのズレっぷりは尋常じゃないぞ……。

「ねえ、ロレッタ？　この前も話したけど、それ一つで致命傷になるようなシンプルな仕掛けの罠をまずは一つ作ってみたらどう？」

「それ一つで致命傷ということは……やはり痛みを伴う罠わなになりますよね？」

「ロレッタ……人間相手に情けは無用だよ。ロレッタのいいところは誰だれに対しても優やさしいところだと思うけど、戦いの場では相手を気き遣づかっちゃダメだ。そもそもあいつら教会で何度でも復活する上に『加か護ご中毒者』みたいに、死に快楽を見み出いだしてる連中までいるんだから。もっと強気でいかないと、いつまで経たってもこのラスダンへの侵入者がいなくならないよ」

「……たしかにそうですね」ロレッタが神妙な顔で頷うなずく。「わかりました！　わたしサトル先生の下げ衆すな発想から生み出された数々の鬼畜な罠を参考にして、自分なりに有効と思えるオリジナルの罠を作ってみます！」

「うん。その意気だ、ロレッタ」

「はい！　頑張ります！」

　……ところで。

　今、下衆な発想から生み出された数々の鬼畜な罠とか言ったけどそれは褒ほめてるのかな？

　まあロレッタのことだから深い意味はないと思うけど。

「しかし、相変わらず魔ま物もの連中はだらしないな。ゴーレムさん以外」

「うーん、たしかにゴーレムさん以外はパッとしなかったかもです……」

「かもじゃなくて事実パッとしなかったんだよ」

　おれはカップに残った魔界のハーブティーを一気に飲み干し、

「そうだ。ここは思い切ってゴーレムさん以外、全員解雇しよう」

「えええええ!?　そんな大胆な!?」

「や、でもさ、考えてもみなよ？　この地下迷宮は再構築が始まると設置物がリセットされてしまう。つまり罠は使い回すことができないんだ。でも、魔物たちは違う。ヤツらがもっと真ま面じ目めに働いてくれるのなら罠の数をある程度減らすことができるし、夜間に罠作りに励んでいるロレッタの負担も減る」

　罠の大部分はおれがまずアイデアを出し、骨組みの材料をロレッタと相そう談だんして決め、設計図を引く。量産化は魔界にある罠製作会社に任せているが、その会社に提出するためのサンプルを作っているのはロレッタなのだ。おれも時間があるときは骨組みの製作などを手て伝つだっているが、こっちにいられるのは六時間程度なのでどうしてもロレッタにかかる負担が大きくなる。

「あ、サトル先生、わたしのことを心配して……」

「……ん、まあ、それもあるけど、ロレッタの最終目標は世界征服じゃん？　だったらゴーレムさんみたいな魔物をもっと従えないと」

「た、たしかに一理あります！　いえ、三理くらいあります！」

「じゃあ、新たに求人広告を出そう」

「そうしましょう。文面はどうします？」

　ロレッタが魔法端末を取り出す。

「求人広告ってネットに載せられるの？」

「はい。その手のサイトがいくつかあります」

「そっか。じゃあ、口頭で文面を伝えるから文字を打ち込んでもらってもいい？」

「わかりました」

　前も説明したが、夢ゆめ召しよう喚かんの恩恵により言葉のほうは理解できるが、読みのほうは翻ほん訳やくされないので文字の理解やこういった文面の打ち込みはロレッタに頼らざるをえない。

「幹部候補生募集……意思の疎通が可能な方に限ります……笑え顔がおが絶えないアットホームな職しよく場ばです……チームワーク抜群。それから……バトル未み経けい験けん者しや歓迎……面接即内定……スキルアップ、キャリアアップが期待できます……随時昇給、毎月がサバイバルです！　とこんな感じでどうかな？」

「あのぉ、サトル先生……」

「ん、どうした？」

「人間の世界にはブラック企業なる劣悪な労働環かん境きようの会社があるそうですが、この求人広告の文面にはその手の企業が出す求人広告と共通する表現が見受けられるような……。たとえば面接即内定ですが、これは数を絞らず一いつ括かつ採用して使えなければ即解雇とも読み取れますし、随時昇給、毎月がサバイバルです、という文面からは結果が出せなければお給料が下がる、というふうにも読み取れませんか？」

「何言ってんの、ロレッタ？　魔ま族ぞくは本質的にいって白じゃなくて黒じゃん。むしろ魔族がホワイト経営だったらみんな幻滅するよ。ブラックでいいんだよ、ブラックで」

「なるほど!?　目から鱗うろことはこのことです!?」

　ロレッタが目を見開く。

「では徹てつ底てい的てきにブラックでいきましょう！」

「おう」

　……とは言ったものの、本当にブラック経営だと誰だれも寄りつかなくなるから、ブラックなのは表向きのイメージだけにして、真ま面じ目めに働く魔物にはちゃんとボーナスを与えたほうがいいだろうな。

　この世界の魔物たちは想像以上にだらしないし、魔族の最高責任者であるロレッタに対する忠誠心なども皆無だけど──それはロレッタが頼りないのと、先代の魔王のやり方に問題があったからとも言えるわけで。やはり組そ織しきはトップ次第なのだと思う。

　罠わなばかりではなく、今後は魔物を統率する術すべも並行して学んでいかないとな……。

「ところで幹部候補生というのはどのような人材を指すのですか？」

「もちろんロレッタの手足となって働いてくれる命令に忠実な魔物のことだよ」

「ゴーレムさんみたいな？」

「うーん、ゴーレムさんはたしかに優ゆう秀しゆうだけど、勝手気ままに動くところがあるからなぁ。今日きようは活かつ躍やくしてくれたけど、無断で休むこともあるし。理想はおれやロレッタに忠誠心を示してくれるような人材かな。まあ欲を言えばだけど」

　あとできればロレッタみたいに可愛かわいい女の子で、おっぱいが大きくて脚が綺き麗れいで、「御ぎよ意い」とか言っておれの目の前で跪ひざまずくようなタイプが望ましいな。その際、短いスカートの隙すき間まからパンツとかが見えるとなお望ましい。ブラチラも可。

「サトル先生……顔がニヤけているようですが？」

「え？　ああ、いや、なんでもないよ」

「んん？　先生、なぜ目をそらすのです？　なぜなのです？」

「…………とにかく求人広告出すから」

　文面ができ上がると、ロレッタに魔ま法ほうネットワーク上にある転てん職しよくを取り扱っているサイトにアクセスしてもらい、その求人広告をアップロードしてもらった。

「じゃ、ある程度、応募があったら全員集めて面接しよう」

「ではこの応接間を改装して、ここで面接をやったらどうですか？」

「お、いいね。んじゃ面接当日はおれ早めに眠ることにするよ。面接の開始時間はこっちの時間で午前中ってことで」

「了解しました！　面接……楽しみですね！　どんな人たちが集まるでしょうか！」

「たぶん人じゃないよね。来るの。みんな魔物だから」

　事務的にツッコんだところで今日のお勤めは終了となった。







　数日後──

　サイトにアップロードした求人広告にそれなりの応募があったということで面接が執とり行われることになった。

「ドキドキしますね……サトル先生」

「たしかに」

　応接室を改装して作った面接会場におれとロレッタはいた。

　部へ屋やの奥に長机と椅い子すが、入り口側には椅子だけがポツンと置いてある。

　言うまでもなく奥が面接官であるおれとロレッタの席、手前が応募者の椅子だ。

「いろんな意味でドキドキするよ……」

　おれは隣となりに座る派は手でな装いのロレッタをちら見しながらつぶやく。

　本日のロレッタは露ろ出しゆつ度ど高めの服を着用している。

　普ふ段だん着ぎだと魔物のみなさんに舐なめられてしまいます、ということらしいが……。
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　……いや、ロレッタの服装に異い論ろんがあるわけではない。

　肌はだ色いろ面めん積せきは多いに越したことはないしね。

　にしても、ロレッタって思っていたよりも身体からだつきが大人おとなっぽいというか、着き瘦やせするタイプなのかな？　普ふ段だん着ぎ姿すがたのときよりもずっと胸が大きく見える。お尻しりとか太ふと股ももとかもけっこうムチッとしてるし、身体つきだけ見るとおれの妹と同年代とは思えんな……。

「うん？　サトル先生、どうかしましたか？」

「ああ……いや」おれは慌てて雑念を振り払い、「あ、あのさ？　おれのこの服……着ないとダメだった？」

「大事な面接です。普段着ではカッコがつきませんよ」

「うーん……」

　そう。いつもと装いが異なるのはおれも一いつ緒しよなのだ。

　おれのほうはロレッタに手渡された裾すそのギザギザした奇抜なデザインの服を着用している。黒い生き地じに赤いストライプ模様が入ったスーツっぽい素材の服だ。ちなみに普段は学生服を着用している。初めて夢ゆめ召しよう喚かんされたとき、おれはパジャマ姿だったのだが、さすがに寝ね間ま着きで防衛じゃ雰囲気が出ない。聞けばあまり大きなものでなければ一いつ緒しよに夢召喚可能だと言うので次の日から枕元に私服を用意するようにした。ただその三日後にはコーディネートを考えるのが面倒になり、結局、学生服に落ち着いた。中に着るＴシャツだけ気分で変えている。

「つーか、これ、明らかにサイズ合ってないよね？」

　上は丈たけが長すぎで胴長に見られそうだし、手はギリギリ指が見えるくらい。

　下は昔の不良かってくらいダボついていて裾は折り曲げないと歩くのが困こん難なんだ。

　この服、身長百九十センチくらいのヤツでちょうどいいんじゃないか？

「父が着ていたものですから仕方ありませんよ」

「ああ、お下がりなのね」

「父は身長が二メートル五十センチありましたから」

「そんなに身長あってこの服!?　ジャストサイズどころかピッチピチじゃね!?」

　衝しよう撃げきの事実が明かされたところで時間となった。

　面接の始まりである──







「最初の方どうぞ」

　ロレッタが廊下で順番を待つ魔ま物ものに向かって扉越しに声をかけると、

「ウガアアアアアアアア！」

　トップバッターの魔物が威勢よく室内に飛び込んできた。荒々しい毛並みの魔物で見た目は狼おおかみっぽい。隣となりのロレッタが「デザートウルフさんです」と種族を教えてくれた。

「ウガアアアアアアアア！」

「えーと、どうぞ席におかけください」

　吠ほえるウルフに向かってロレッタがそう促すと、

「ウガアアアアアアアア！」

　と再び咆ほう哮こうしながら椅い子すに座った。

　座ったというか椅子の上でお座りした。

　まあ四本脚だからそうなるわな。

「それでは簡かん単たんに自己紹介をお願ねがいできますか？」

「ウガアアアアアアアア！」

「…………う、うん？　終わりですか？」

「ウガアアアアアアアア！」

「で、では次に志望動どう機きを……」

「ウガアアアアアアアア！」

「ご、ご趣しゆ味みなどはありますか？」

「ウガアアアアアアアア！」

「……えっと、もうけっこうです。面接は以上になります。結果は後日、魔法ネットワークを通じてご連絡させていただきます。今日きようは遠いところをお越しいただきまして本当にありがとうございました。それではご退席ください」

「ウガアアアアアアアア！」

　ウルフは入ってきたときと同じテンションで部へ屋やを出ていった。

「ねえ、ロレッタ。何言ってんのか、さっぱりわかんなかったんだけど、今のウルフ、どんなこと話してたの？」

「……その……実はわたしにも何がなんだか……」

「最初の質問の時点でお帰りいただこうよ!?」

　求人広告にも「意思の疎通が可能な方に限ります」って書いてあるんだから。

「すみません。ウルフさんのあまりの勢いに圧倒されてしまいまして」

「たしかにあれは圧倒される。仕方ない。でも、次からは気をつけよう？」

「はい！　心得ました！」

　ロレッタが元気よく返事をし、居住まいを正す。

「それでは気を取り直して……次の方、どうぞ！」

「ウガアアアアアアアア！」

「またお前かよ！」

　おれはすかさずツッコミを入れた。

　しかし──

「サトル先生、違います」

「え？　何が？」

「この方は先ほどの方とは別人──いえ、別べつ狼おおかみ……じゃなく別のウルフさんです。同じウルフ族だから見た目が似ているというだけですよ」

「たしかに毛並みがちょっと違う……ってわかるか!?　紛らわしいよ!?　そもそも、ウルフ族は意思の疎通ができないだから全員不採用だ！」

　ワオーン……──

　ワウーン……──

　ウウーン……──

　廊下からウルフたちの悲しそうな鳴き声が聞こえてきた。

「なんでウルフばっか順番待ちしてんだよ!?　団だん塊かい世せ代だいの集団就しゆう職しよくか！」

　──バターン！

　そのときウルフたちが部屋の中に雪崩なだれ込んできた。

　自棄やけになったのかと思ったら、

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　なんとウルフたちが合体してキングウルフに……なったりはしなかったが、一箇所に集まって妙なことを始めた。

「うお、なんだ？　組くみ体たい操そうか？」

「違います、これは人文字ならぬウルフ文字です！」

「……もしかしておれたちに何かを伝えようとしている？」

「そうみたいです」

「ロレッタ、解読頼む。おれこの世界の文字読めないから」

「お任せください」ロレッタがウルフ文字の解読にかかる。「えっと……どうやらウルフさんたち、ビーストマスターさんを介して今回の面接に応募したみたいですね」

「仲介人がいたのか。ま、そりゃそうか。こいつら言葉喋しやべれないし、文字だって読めないだろうから魔ま法ほう端末見て自力で応募とか無理だろうし。……ウルフ文字は知らんが」

「サトル先生。ウルフのみなさんは言葉が喋れないだけで、こちらの言っていることは理解しているみたいですよ？」

「あ、そうなの？　……や、でも、喋れないとなると、どちらにしろ面接に応募するためには仲介人が必要だったわけだ」

「あ……その仲介人のビーストマスターさんなんですが、ご高こう齢れいだったらしく二日前に亡くなったそうです。本当は今日きようの面接にも付き添ってくださる予定だったと……」

「……そうなのか」

　だとしたらこのまま帰すのは忍びないな。

　あ、そうだ。

「ならバイトとして雇うか。幹部候補生としては厳きびしいけど、さっきの咆ほう哮こうはなかなかよかったし、集団で襲おそいかかれば人間を一気に殲せん滅めつできるかもしれない」

「それはいい考えですね。ウルフのみなさん、やる気だけは人一倍あるようですし」

「だけだと困るけど、とりあえず試しに雇ってみるか」

「そうしましょう！」

　ワオーン！

　ワウーン！

　ウウーン！

　文字を作っていたウルフたちが喜びの咆哮を響ひびかせた。







「ロレッタ。次はおれが面接官やるから、隣となりで見ていてよ」

「あ、はい！　わかりました！　勉強させていただきます！」

「──ってことで、次の方どうぞ」

　しーん……。

「ん？　次の方ー？」

　しーん……。

「あれ、どうしたんだろう」

「おかしいですね。おトイレにでも行っているのでしょうか？」

「ちょっと見てくるわ」

　おれは席を立ち、応募者が待たい機きしている廊下に出た。

「えーと、次の方は……」

「ここにいるわ」

　廊下の壁かべ際ぎわに女性の姿をかたどった金属製の置物みたいなのがいた。

　えーと、こういうのなんて言うんだっけ。ああ、鉄の処女アイアン・メイデン？　たしか拷ごう問もん器具じゃなかったっけ？　身体からだの正面が観かん音のん開びらきになってて中の空洞に人を入れて、扉の裏側についてる無数の針で串くし刺ざしにするっていうむごいの。

　どうやら魔ま界かいには意志を持った鉄の処女アイアン・メイデンが存在するらしい。

「あのー、聞こえてるのならどうして中に入ってこないんですかねぇ？」

「はあ？　私は拷問器具よ？　自力で歩けるわけないでしょう!?」

「……そうっすね」

　じゃあ、どうやってここまで来たんだよ。

　つか、なんなのこの態度？　拷問器具だから刺とげ々とげしいの？

「えーと、だったらどうすりゃいいんですかね？」

「そんなこともわからないの？　少しは頭を使いなさいよ、クズ」

「……雇い主をクズ呼ばわりかよ」

「簡かん単たんなことよ。私を抱きかかえて中に運べばいいの」

「うわぁ、面めん倒どうくせ……」

「つべこべ言わずに運びなさい！　このクズ！」

「……わかったよ。運べばいいんだろ。……って、重っ!?」

「はあ？　レディーに向かって重いとは何よ？　あなた殺されたいの？　このクズ！」

「……ウザい、ウザすぎる」

　もう運ばなくていいだろこんなの。どうせ雇わないし……。

「ちょ、ちょっとあなた!?　どこを触っているのよ!?　クズなの!?」

「どこって……お腹なか回り？」

「いやらしい手つきでそんなところ触らないで！　この変態！　ゴミクズ！」

　──ガチャン。

　突然、鉄の処女アイアン・メイデンの身体の正面の扉が開かれ、

「うお!?　なんだこの吸引力は!?　ダ○ソン!?」

　おれは扉の中に吸い込まれた。

　そして──

　無情にも扉が閉められ、ジャキーン、と無数の針がおれの全身を突き刺し──

「ぎゃあああああああああああああ!?」

　あ、これ死ぬ……。

　そう思った直後、側頭葉が刺し激げきされ、脳内に走そう馬ま灯とうが映し出され……。

　……実際にはそんな時間的猶ゆう予よなどなく、おれは気を失った。というか死んだ。







「……ぎゃああああああああああああああ!?」

　次に目を覚ましたとき、おれは絶叫を奏かなでながら段差から転げ落ちた。

　あれ？　おれ死んだんじゃないの？　なんで生きてんの？

「…………あ」

　見上げた先に『祭さい壇だん』があった。

　どうやらあそこから転げ落ちたらしい。

　つまりおれは一度死んでから『祭壇』で復活したのだ。

　うわ、嫌いやな体たい験けん。一いつ瞬しゆんの出来事だったから何が何やらって感じだったけど……。

　しかし、一度死んでから復活するとかこの世界ではよくあることかもしれないけど、地ち球きゆう上じようで同じような体験をしたヤツは絶対いないだろうな。生死の境を彷徨さまよった人間はいるだろうけど、おれなんて生死の境を彷徨うどころか、境界飛び越えちゃってるし。たぶん三さん途ずの川かわ、往復してるよ。

「サトル先生ー！　大丈夫ですかー！」

　まもなくロレッタが息を乱しながら駆けてきた。

「大丈夫じゃないよ。死んだし」

「ですが、この地下迷宮にいる限り死ぬことはない、ということはわかったのでは？」

「……そうだね。二度と同じ体験はしたくないけど……」

　おれが『祭壇』で復活することができたのは、ロレッタが『帰き趨すうの邪じや法ほう』と呼ばれる特別な魔ま法ほうで予あらかじめおれと『祭壇』を結びつけてくれていたからだ。『祭壇』には死者を復活させる力があるが、そのためには『帰趨の邪法』による手続きが必要なのだ。当然ここで働いているバイトの魔物たちの身体からだには例外なくロレッタの邪法がかかっている。

「そういや、この世界でのおれの身体って仮の肉体なんだよね？」

「そうですね」

「地下迷宮の中だと復活するから検証しようがないけど、じゃあ、地下迷宮の外で死んだら現実のおれはどうなるの？」

「えっと……その場合、夢ゆめ召しよう喚かんが解除されて、ご自分の世界で目が覚めると思います」

「へえ、なら地下迷宮の中だろうと外だろうと、本当の意味で死ぬことはないんだ」

「ですが夢召喚は一生に一度限りの魔法です……。夢召喚が解除されてしまったら、サトル先生をこの世界に召喚する術すべがなくなってしまいますので十分に注意してくださいね？」

「……そうなんだ。それは気をつけたほうがいいな」

　といっても、基本的に外には出ないからな。

　仮に出たとしてもおれは魔ま物ものじゃないから姿は普通の人間と変わらないわけで、たとえ人間と遭遇しても殺される心配はない。

　魔界には行かないほうがいいだろうけど……。

　さっきみたいに気性の荒い魔物に絡まれると厄やつ介かいだからな。







　その後、面接会場に戻ると──

「ん？　鉄の処女アイアン・メイデンは？」

「セクハラ許せない、訴えてやるわ、などと言いながら魔界にお帰りになりました」

「おれのほうこそ精神的苦痛で訴えたいわ」

「死んじゃいましたもんね」

「そうだよ。死をもって償つぐなったんだからあんなのチャラだよ、チャラ。そもそも抱えて運べって言ったのあいつだし。つーか、どうやって帰ったの？」

「ゴーレムさんに魔界に繫つながるゲートまで運んでもらっていました。ゴーレムさんは女子なので鉄の処女アイアン・メイデンさんも安心して担がれていましたね」

「中に入るときもゴーレムさんに頼めばよかったのに……」

「まあまあ。サトル先生、お茶でも飲んで気を落ち着けてください」

「……サンキュ」

　おれはロレッタが淹いれてくれたハーブティーを飲んで気持ちを切り替えた。

　よし、次行こう次。もうどんなヤツが来ても驚おどろかないぞ。

「次の方どうぞー」

　ロレッタが間延びした声を発すると、

　──ガチャ。

　扉が普通に開き、一匹のスライムがピョンピョン飛び跳ねながら入室してきた。

　一いつ瞬しゆん、キモッと思ったが、よく見ると可愛かわいい造形をしていた。

　大きさはみかんくらい。色は青、というか水みず色いろ。

　形は動くたびに変化しているが基本形は丸まる餅もちみたいな感じ。

「どうぞお座りください」

「うっす！　座らせてもらうっす！」

　スライムはそう言って椅い子すの上に飛び乗った。

　ウルフ同様、座るという概念が人ひと型がたとは異なるためただ椅子の上に乗っただけだ。

　しかし、ようやくまともなのが来たな。意思の疎通は問題なさそうだ。

「それでは簡かん単たんに自己紹介をお願ねがいします」

「うっす！　自分は超エリートスライムっす！　きっと御おん社しやの期待に添える活かつ躍やくができると思うっす！　野望は世界中を粘液まみれにすることっす！　ネバネバのベトベトっす！」

「嫌いやな野望だな……」

「ですが幹部候補生としての適性はあるのでは？」

「たしかに。今日きよう来た中では一番期待がもてる人材だな」

「あ、そうですそうです」とロレッタが机の上の書類をあさり、「見てください、サトル先生。このスライムさんは応募者の中で唯一、事前に履り歴れき書しよを送ってくださった方なのですよ」

「それは素す晴ばらしい……って、当たり前だろ！　むしろ他ほかのヤツらの常じよう識しきを疑うわ！」

「その通りっす！　自分は当たり前のことをしただけっす！」

　椅い子すの上でピョンピョン飛び跳ねるスライム。

　まあ常識があるのはいいことだ。意思の疎通もバッチリだしな。

　こりゃもう採用でいいか？　……あー、でも、スライムが幹部ってのはどうなんだろう？

「ねえ、ロレッタ。おれの世界だとスライムって最弱の代名詞なんだけど、この世界じゃどういう位置づけなの？　さっき自分のこと超エリートスライムだとは言ってたけど」

「うーん、スライム族は数百種以上に分類される複雑な生態の魔ま物ものなので、一ひと括くくりにして語るのは難むずかしいですね。個体差も大きい種族なので。ただ個性的な種族なのはたしかです」

「とりあえずもう少し話を聞いてみようか」

「そうですね。履歴書に気になることが書いてあったのでその点を質問してみます」

　ロレッタが右手で履歴書を持ち上げ、椅子の上で落ち着きなく飛び跳ねているスライムに質問を投げかける。

「スライムさん、特技にマオナズンとありますが？」

「自分の得意技っす！　敵全体に大ダメージを与える魔法っす！」

「どっかで聞いたことのある名前の魔法だけど、すごそうではある」

「サトル先生、マオナズンというのは爆ばく発はつを起こして敵を攻こう撃げきするマオ系の魔法の中で最上級の威力を誇る、一部の魔法使いにしか使えない特別な魔法です」

「へえ、へえ」

「魔界で一いつ世せいを風ふう靡びした『ヒューマンデストロイ』というゲームの中に登場する魔法で……」

「ってゲームの話かよ!?」

　おれは椅子から転げ落ちそうになった。

「単なるジョークっす！」

「おいおい……頼むよ。イオ○ズン面接じゃないんだから……」

「安心してほしいっす！」とスライムが今度は椅子の上で回転し始めた。「マオナズンは無理っすけど、その代わりパギャルコが使えるっすよ！　氷の魔ま法ほうっす！」

　またパクリくさい名前の魔法が出てきたが、今度は実在する魔法らしい。

「パギャルコ！　それはすごいですね！　人間の世界にも魔界にもパギャルコの使い手は数えるほどしかいませんよ！」

「そんなすごい魔法なのか……」

「自分はできるスライムっす！　パギャルコくらい習得できて当然っす！」

「……本当かなぁ」

　履り歴れき書しよでジョークをかますようなヤツだからな……。

　それに魔界の連中はどうも信用ならん。

　となると──

　やることは一つだな。

「よし、実演してもらおう」
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　面接終了後──

　そろそろ人間たちが中層にたどり着く時間だったので、防ぼう衛えいのついでに見込みのある魔物をテストすることにした。

　意思の疎通が困こん難なんなウルフ軍団、大口を叩たたくスライム、その他諸もろ々もろ。

　スライムのあとも面接は続いたのだが、幹部候補生として期待できそうなのはスライムくらいなものだった。テストに参加するウルフ軍団は雇うとしてもバイトだし、残りの魔物たちもウルフ同様、獣けもの語ごを話す連中だったので幹部候補生としては不足だ。

『ぐぎゃあああああああ!?』

『ほぎゃあああああああ!?』

『あべし──────っ!?』

　案の定、その他ほかの魔物たちは使えなかった。

　逃げてばかりのバイトの連中よりはマシだったが、お笑い芸人……じゃなかった駆け出しの斧おの使つかいにやられるようでは話にならない。

『ふん……雑魚ざこが！　この程度でおれを止められると思ったら大間違いだ！』

　しかし、頻ひん繁ぱんにやってくるなこの斧使い。いい加減、名前が知りたくなってきたぞ。

「だらしないっす！　自分ならあんなへっぽこ余裕で仕留められるっす！」

　一いつ緒しよに戦いの行方ゆくえを見守っていたスライムが威勢よくまくし立てた。

「頼もしいですね、スライムさん」

「うむ。こいつは本物かもしれないな」

　スライム──いや、スライムさんへの期待が少しずつ高まりつつある。

　だが、まだ状況的にスライムさんを投入する時期ではない。せっかくだからパギャルコが必要な場面になってから戦場に向かわせよう。

『ウホッ！　ウホッ！　ウホオオオッ！』

　手元のコンソールを操そう作さし、魔ま法ほうの鏡かがみをゴーレムさん視点に切り替えた。

　こちらは戦士、魔法使い、僧そう侶りよのパーティーと戦っている。

『ウ、ウホッ!?　ウッホホーッ!?』

　通路の奥から魔法使いが放った炎の魔法がゴーレムさん目がけて飛んでいく。地形を巧たくみに利用し、遠えん距きよ離り攻こう撃げきでじわじわとゴーレムさんの体力を削っているようだ。

「なかなかいい感じのパーティーですね。ゴーレムさん、苦戦しているみたいです……」

「だね。じゃ、ウルフ軍団を投入してみるか」

「そうしましょう！　ウルフのみなさん、中層に飛んでください！」

　ロレッタが玉座の間で待たい機きしているウルフ軍団に命令を下す。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　五匹のウルフが部へ屋やの隅にある魔法陣の一つに乗って中層に飛ぶ。

　これら魔方陣は一方通行で玉座の間にしか設置されていない。

『『『『『ウガアアアアアアアア！』』』』』

　中層にワープしたウルフたちがそのままの勢いでゴーレムさんの救援に向かう。

　だが──

「ああー、そんな狭い通路をまっすぐ進んでいったら……」

「嫌いやな予感しかしない」

　迂う回かいしてゴーレムさんと挟はさみ撃うちにすればいいものを、ウルフたちはゴーレムさんの背中を目指して前進していく。そして──

『『『『『ウガアアアアアアアア!?』』』』』

　合流したところで魔法使いが放った炎の魔法が飛んできた。

『『『『『ウ、ウガアアアアアアアア!?』』』』』

　炎がフサフサの毛に燃もえ移り、ウルフ軍団はあっという間に火だるまになった。

　しかも、燃えながら壁かべに突進したり、味方を爪つめで引ひっ搔かいたり、さらにはゴーレムさんまで攻撃し始めた。

「もうメチャクチャです……っ」

「もっと細かく指示を出すべきだったか……」

「さすがにバカすぎるっす！　魔界の面つら汚よごしっす！」

　いつの間にかロレッタの肩の上でスライムさんがピョンピョン飛び跳ねていた。

　おいおい……。うちのボスの肩の上に気軽に乗るなよ。

　まあ、今はそれはいいとして──

「んじゃ、スライムさん、後始末頼むよ。もうウルフ軍団とゴレームさんもろともパギャルコぶっ放して冒険者駆逐してよ。狭い通路だから相手も逃げ場ないし」

「それは無理な話っす！」

「………………は？　なんで？」

「なぜなら今の自分はパギャルコを唱えられるほどの魔ま力りよくを備えていないっすから！」

「ええええー!?　そうなのですかー!?」

「でも安心してほしいっす！　ちゃんと習得はしてるっすから！」

「安心できねえよ！　ってか、それ習得したとは言わないだろ！　今まで一度も使ったことないってことだろ!?」

「そんなことないっす！　自分、パギャルコは通信講こう座ざで覚えたっすよ！　その講座には魔力増幅剤というドーピングアイテムが特典としてついてきて、それを使って一度だけパギャルコを唱えたっす！　友達に動画を撮とってもらったので証拠もあるっす！　見るっすか？」

「こんなときに自慢げな顔すんな！　つか、せっかく習得したんだからいつでもパギャルコを唱えられるようにその魔力増幅剤っての常備しておけよ！」

「魔力増幅剤はメチャクチャ高価っす！　自分の稼かせぎじゃとても買えないっす！」

「買えないって……そんなに高いのかよ？」

「サトル先生、魔力増幅剤は魔界では貴重品なのですよ。それ一つで家が一軒建つほどです」

「とんだ金食い虫だな、おい！　つか、その通信講座の費用……いくらかかったよ？」

「もちろん家を一軒建てるくらいのお金が必要だったっす！　しかも、そうとは知らず講座を受けてしまって、いざ支払いとなったときに自分困り果てたっす！」

「そりゃ困るわな」

「スライムさん、結局、お金はどうしたのですか？」

「親の口座から内ない緒しよで引き出したんすけど、バレて勘当されたっす！　どうせ使わないお金なのに解げせないっす！　ケチっす！」

「勘当ですんだだけでもありがたいと思えよ！　図ずう々ずうしすぎんだろ！」

　……ったく、なんだよこのスライム。

「もういい。帰ってくれ」

「なんすか、その呆あきれ顔がおは？　まさか自分不採用っすか!?」

「当たり前だろ？　何、自分だけは大丈夫みたいな顔してんだよ？」

「自分、超エリートスライムっすよ!?」

「口だけのスライムはお断りだ」

「……むぅ。ならばもう一つの特技をお見せするっすよ」

　そう言ってスライムさんがロレッタの肩の上から飛び降りた。

　うん。今までずっと肩の上だったんだ。ホント偉そうだよね、このスライム。

「スライムさん、もしかしてもう一つの特技というのはこの履り歴れき書しよの備考欄らんにある『スライム家に代々伝わる隠し芸』のことですか？」

「ふふふ、その通りっす！」

「……よりによって隠し芸かよ」

「こっちは自分の家が本家本元っす！」

　スライムさんがドヤ顔でおれたちを見上げる。

　そして──

「いくっすよ！　変身！」

　ホワワ～ン、と気の抜けた音がしてスライムさんが白い煙に包まれた。

　数秒後、煙が晴れると──

「お、おおおお？」

「わー、スライムさんが女の子に！」

　そこには見知らぬ青い髪の女の子が立っていた。パーカーにショートパンツとボーイッシュな格好をしており、緩ゆるいウェーブのかかった髪型も女の子のボーイッシュなスタイルにはよく似合っていた。

「この通り、瞬しゆん時じに人間に変身することができるっすよ！」
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「素す晴ばらしい隠し芸だと思います！」

　パチパチパチパチ、とロレッタが無邪気に拍手を送る。

「当然っす！　自分の家系はスライム界では一流の部類っすから！」

「……へー、すごいね」

「サトルっち！　なんすか、その淡白なリアクションは!?　もっと驚おどろくっすよ!?」

「いや、驚いたけど、人間に変身できても、戦せん闘とうではなんの役にも立たないだろ？　あと雇い主を変なあだ名で呼ぶな」

「そんなことないっす！　ちゃんと戦闘でも役に立つ能力っす！」

　言うが早いか、スライムさんが魔ま法ほう陣じんに乗って中層に飛んだ。

「おいおい、丸腰でどうするつもりだ？」

「あ、スライムさんがウルフさんたちを火だるまにした冒険者のみなさんに話しかけています」

「そうか。人間の姿だから敵だとは思われないわけか」

「同業者だと思われているみたいですね」

　様よう子すを見ているとスライムさんが、

『こっちにお宝があるっすよ！　たくさんあるから自分一人ひとりじゃ持って帰れないっす！』

『ほう、宝が』

『ついてくるっすよ！　案内するっす！』

　スライムさんが三人の冒険者を奥の小こ部べ屋やに導みちびく。

「たしかあそこの小部屋ってロレッタが仕掛けた罠わながあったような……」

「きっとスライムさん、冒険者のみなさんを罠に誘ゆう導どうしているのだと思います」

「なるほど。そういう狙ねらいか」

　なかなかの策士じゃないか。味方のフリをして罠にハメるなんて。

『おい、どこに宝があるんだ？』

『えーっと……おかしいっすね。さっき来たときはちゃんとお宝があったんすけど……』

　スライムさんが落ち着きなく部屋の中を見回す。

　何やってんだ？　あ、っていうか、スライムさん、ロレッタがどこに罠を仕掛けたのかは魔法の鏡かがみでチェックしていたのかもしれないけど、罠がどんなものなのかまではロレッタに確かく認にんしてないんじゃないのか？　仕掛けを知らなければ誘導したところで──

『あ、たぶんこのスイッチっす』

　スライムさんが壁かべで赤く光っているあからさまに怪しいスイッチに目を向けた。

　ん？　スイッチの真横にポップな書体で何やら文字が書いてあるな。

　異世界の文字だからおれには読めないが。

「ロレッタ、あれなんて書いてあるの？」

「スイッチを押してポイントをゲットしよう！　です」

「…………おいおい」

　誰だれが押すんだよ、そんな怪しいスイッチ──

『スイッチオンっす！』

　押したよ。スライムさん。

　まあ人間たちを罠わなにハメるためにあえて押したんだろうが──

『……って、なんすかこれ!?』

　スイッチがオンになると、その直後、小こ部べ屋やの入り口が閉ざされ、周囲の壁かべという壁から白いガスのようなものが噴ふん射しやされた。

「あーあ……ちゃんと確かく認にんしておかないから。……ロレッタ、あれ何？　毒ガス？」

「あ、はい、一応。ですが後こう遺い症しようが残らないタイプの優やさしい毒ガスなのでご安心を」

「……どんな毒ガスだよ。つか、普通に死んでるし」

　──ブオオーン！

　しばらくすると毒ガスにやられたスライムさんが『祭さい壇だん』で復活を果たした。

「酷ひどい目にあったっす！」

「「「「「ウガアア……」」」」」「ウホッ……」

　少し遅れてウルフ軍団とゴーレムさんも帰き還かんした。これで全員戻ってきたことになる。

「散々だったな」

「何言ってるんすか!?　自分、人間撃げき退たいしたっすよ！　ウルフ軍団は役立たずっすから不採用になっても仕方ないと思うっすけど、自分だけは何があっても採用してほしいっす！」

「お前、どんだけ図ずう々ずうしいんだよ!?」

　こうして面接は幕を閉じた──

　ちなみに残りの人間たちは今日きようもおれの罠で全員駆逐した。

　……ロレッタの罠の餌え食じきになったのはスライムさんと道連れになった冒険者三人のみで他ほかの冒険者たちはまったく引っかからなかった。毎度のことながらロレッタの罠はツッコミどころ満載で、実用レベルにはほど遠い出来の罠ばかりであった。
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　ズズズズズ、とロレッタが淹いれてくれた熱あついお茶をおれは音を立ててすする。

　先生、お行ぎよう儀ぎが悪いです、とロレッタに注意されたが、考えごとをしていたおれの耳にはその言葉は届かなかった。

「……ふむ」

　さっきまで面接会場だった応接間を肘ひじ掛かけ椅い子すに座ったままぐるりと見回すと、ウルフ軍団とか鉄の処女アイアン・メイデンとかスライムさんの顔が次々に浮かんできた。個性的なメンツではあったが、正直、使えそうな人材は皆無に等しかったな。

「採用……ゼロですか？」

　この前と同じように隣となりの椅い子すに腰を下ろしているロレッタが控えめな口く調ちようで訊きいてきた。

「まあね」

「そうですか……」

　心底残念そうにうつむくロレッタ。

　いや、残念そうというか悲しそうな顔をしている。

　ああ……そうか。

「ロレッタ。今のなし」

「……へ？　なしとはどういう意味ですか？」

「スライムさんを採用する」

「え？　え？　どうしてスライムさんを？」

　疑問を呈すると同時にロレッタの表情がパァと明るくなった。

　どうやらおれの勘は間違っていなかったようだな。

「正直幹部候補生としては厳きびしいけど、あの騒そう動どうのあと話を聞いてみたらどうもスライムさんってロレッタと同い年らしいんだ。この世界のスライムの寿命は人間と同じくらいだって言ってたから、精神年ねん齢れいで考えてもおれらと同世代ってことになる。だからさ……今後、成長したらパギャルコをドーピングなしで使えるようになるかもしれない」

「スライムさんもわたしと同じで成長期なのですね」

「うん。今後に期待ってことで雇おうかと。あとさっきの変身能力。現状だとこっちのほうが期待できる能力だと思うんだけど、あれって情報収集に役立つと思わない？　あの姿ならきっと人間の街に行っても怪しまれないだろうし。それに自じ爆ばくしたとはいえ、人間三人を毒ガスで道連れにしたわけだし、その点は評価してもいいかなって」

「わ、わたしも同じようなことを考えていました！　スライムさんはきっとわたしたちの役に立ってくれますよ！」

「そっか」

　たぶん思いつきを口にしただけだろうが、まあツッコミはしない。

　採用なしと聞いてロレッタががっかりしていた理由──

　それは純粋に仲間が欲しかったからではないだろうか。

　前も言ったが、ロレッタは父親の時代に地下迷宮で働いていた魔ま物ものたちに逃げられており、おれ以外に頼れる仲間がいない。その唯一の味方であるおれにしても一日中この世界にいられるわけではないのだ。

　ロレッタ一人ひとりで暮らすにはこの場所はあまりにも広すぎる……。

　バイトの連中は毎日魔界から通勤しているのでラスダンでは暮らしていないが、幹部候補生として雇うからにはここに住んでもらわなければ困る。そして、その記念すべき第一号がスライムさん。どうせだからロレッタの隣となりの部へ屋やに住んでもらおう。

　当面、スライムさんには歳としの近いロレッタのお目付け役として働いてもらうことにしようと考えている。お目付け役というか友達だな。もちろん情報収集役としても働いてもらうが、おれがいない間、ロレッタが一人ひとりで寂しい思いをしなくてもすむように……。

「ではスライムさんを採用ということで！」

「あとさ、ウルフ軍団も使いどころを間違えなければ戦力になりそうな気がするんだ。根は真ま面じ目めっぽいし、上手うまく調ちよう教きよう……じゃなくて指し導どうすれば」

「たしかに！　ではウルフさんたちのことはわたしに任せてください！」

「ついでにゴーレムさんにバイトリーダーになってもらおう」

「おおお！　ゴーレムさん、出世ですね！」

　ロレッタ、大はしゃぎだな。仲間が増えるのがよほど嬉うれしいと見える。

　予定とはだいぶ狂いが生じてしまったけど、これはこれでよかったんじゃないかな。

　幹部候補生としてスライムさん。

　バイトリーダーに昇格したゴーレムさん。

　バイト要員にウルフ軍団。

　本日の収しゆう穫かくなり。













　　　　　ＣＡＳＥ３　初めての撃退







　ある日の防ぼう衛えい中ちゆう──

「ああー！　また突破されてしまいましたぁー！」

　ロレッタが悔しそうに叫び、頭を抱える。

　もはや見み慣なれた光景である。

「……どうしてみなさん華か麗れいにスルーなのでしょうか……。わたしの罠わなの何がいけないというのでしょうか……？」

「ロレッタ。原因はたぶんあの立て看板だ」

　なんて書いてあるのかはわからないが、あれのせいに違いない。

　だってほとんどの冒険者があの立て看板を見てしかめっ面つらで通りすぎていったし。

「あれなんて書いてあるの？」

「えっと、『レバーを引くのはダンジョン探索の醍だい醐ご味み！　今こそレバーを！　みんなでレバーを！　今ならお得なクーポン券が当たる！』と書いてあります」

「どうしてそんな怪しい看板置くかな!?」

　この前も妙な文章で冒険者たちを誘ゆう導どうしようとしてたよね？

　レバーを引いてポイントをゲットしよう！　みたいな文章で。

「で、ですがあのレバーを引いてもらわないことには罠わなは発動しないのですよ！」

「二点」

「ひうん!?　また点数が下がりました!?　０点を獲かく得とくする日も近いです!?」

「罠自体はいいんだよ。最近のロレッタの罠は発動さえすればシンプルに人間たちを駆逐できるような仕掛けばかりだし。ただ発動条件がな……」

　宝箱の中に回復ポーションに見せかけた劇げき薬やくポーションが入っているとか、壁かべから鋭えい利りな鉄の矢が射出されるとか、それ一つで致命傷になるような罠というおれが教えた基本原則をここ最近のロレッタはきちんと守っている。この間、スライムさんが冒険者を道連れにしたような毒ガスの罠とかもそうだ。

　しかし、今度は罠の発動条件に苦心している。

　というか、苦心に苦心を重ねた結果、おかしなギミックを作るようになっていた。

「立て看板でも無理となると……あとはどうしたらいいのか」

「ロレッタ。そういうときは冒険者の気持ちになって考えるんだ」

「冒険者の気持ちですか……？」




『ぎゃあああああああああああああああ！』




　ロレッタが首を傾かしげたそのとき下層を探索していた一人ひとりの冒険者が、おれが仕掛けた罠に引っかかって教会送りになった。

「ちょうどいい。ロレッタ、おれの罠見てみ」

「あ、はい。えっと、レバーが三つあって、側そばに宝箱が一つあります……？」

「宝箱には鍵かぎがかかってるんだ。ああいうの見ると、レバー引きたくならない？」

「たしかに！　三つのレバーのうちどれか一つが宝箱を解かい錠じようするレバーだと思うかもです！」

「でも実際には全部ハズレで、全すべてなんらかの罠が発動するようになってるんだ」

「あ、当たりがないなんて、なんてえげつない発想！　……ですが冒険者のみなさんの心理を巧たくみに利用した高度な罠だと思います！」

「どう？　参考になった？」

「はい！　大変勉強になりました！」

　ロレッタが拳こぶしを握り、よし、と気合を入れなおす。

　そして──

「サトル先生。今、ふといくつかのアイデアを思いついたので、防ぼう衛えいが終わったら試作品を作ってみようと思うのですが、アドバイスを頂けませんか？」

「お、勉強熱ねつ心しんだね。いいよいいよ」







　防ぼう衛えい終了後──

　ゴーレムさんを始めとする魔ま物ものたちに倉庫から運ばせた資材を使っての罠わな作づくりが始まった。

　手先が器用なロレッタはあっという間に最初の試作品を完成させた。

「まずはこれです」

「ん、黄金のレバー？」

　玉座の間に設置したダンジョンの壁かべに見立てた石の壁に光ひかり輝かがやく黄金のレバーが一つ。

　ロレッタが作ったものだ。

「今、わたしが苦戦しているのは冒険者のみなさんをどう罠に誘い込むかなので、試作品もそこに限定してみました」

「あの派は手でなレバーを引くと罠が作動するの？」

「その通りです」

「……一応、突っ込んでおくけど、なんでレバーを黄金にしちゃったの？」

「あ、いえ、あれは本物の黄金を使っているわけではなく、鉄製のレバーに黄き色いろい塗料で着色して光源効果のある魔法で光らせているだけです」

「どちらにしろ余計なことしてるよね!?」

「で、でもでもサトル先生。あれはただ派手なだけのレバーではないのですよ？　一度握ったら離はなせなくなる悪魔のレバーなのです。魔界で取れる粘着性の高いアローンアルアルファという植物から作った接着剤が塗ってあるのですよ！」

「……その工く夫ふうは悪くないけど、あんな目立つレバー誰だれも触らないと思うよ？　この間も赤く光るスイッチを壁に仕込んでたけど、なんで派手なデザインにしちゃうかな」

「んー、やはり怪しすぎますかね？」

「うん。おれならスルーする」

「わかりました！　では少し改良してみます！　ゴーレムさん、手て伝つだってください！」

「ウホッ！　ウホッ！」

　待たい機きしていたゴーレムさんと一いつ緒しよに黄金風レバーに駆け寄るロレッタ。

　改良か。きっとあのレバーを地味な色合いに変更するんじゃないかな？

　……そう思っていたのだが、おれの予想はあっさり裏切られた。

「どうでしょう、サトル先生？」

「や、どうでしょうって……何も変わっていないように見えるけど？」

　ダンジョンの壁に見立てた石の壁には相変わらず黄金風レバーが取りつけられていて、特に色合いやデザインが変わったようには見えない。

「先生、あの黄金風レバーはダミーです」

「ダミー？　ああ、なるほど。ダミーだからあえてあのままにしてるんだ」

「そういうことです」

「ってことは……わかったよ、ロレッタ。あの黄金風レバーの足元に床の素材や色と同化した床スイッチがあって、それを踏むと罠わなが発動するんだろう？」

「ブブー。残念ながらハズレです、サトル先生」

　ロレッタが、ふふん、と得意気に笑う。神しん宮ぐう寺じとかにこういう表情をされるとムカッとするがロレッタ相手だと不ふ思し議ぎと腹が立たない。この心境は我が子を見守る親の気持ちに近い。

「正解は？」

「実はあのレバーの足元には何もありません。と言いますか、あのレバーの周囲にはなんのスイッチも置きませんし、罠なども一切設置しないつもりです」

「え？　どういうこと？」

「あの派は手でな黄金風レバーを見た冒険者のみなさんはきっと『怪しすぎる』と警けい戒かいするはずです。さらに『あれはダミー？』[image: ]『だとしたら周囲に何かあるに違いない』[image: ]『おかしい。それらしいものは何も見つからない』[image: ]『いや、何もないわけがない』というプロセスをたどり、ついにはノイローゼに……。そんな高度な心理戦術なのです」

「そんな都合よくいく!?」

　ロレッタの思考は複雑なプロセスをたどってるけど、結局、黄金風レバーを設置する以外は何もしないってことじゃん。なんかもう一周回ってなんの意味もなくなってね？

「あのさ、普通にスルーされるだけなんじゃない？」

「言われてみると……たしかに。でしたらこの黄金風レバーを──はれぇ？」

　レバーに手を伸ばしたロレッタが素すっ頓とん狂きような声を発した。

　黄金こがね色いろである以外はなんの変哲もないレバーのはずだが……いや、違う。

　そういえばあのレバーには──

「これは接着剤!?　と、取れません!?　サトル先生、どうすれば!?」

「自分が引っかかってどうすんの!?」




　数十分後──




「……はぁ……なんとか剝はがせました……」

「ロレッタ、どうする？　今日きようはもう止やめにしようか？」

「い、いえ！　まだネタはあります！」

　無理やりやる気をひねり出すかのようにロレッタが拳こぶしを握る。

　そして、どこからともなくホイッスルを取り出し、

「ウルフのみなさん──来てください！」

　──ピィィィィ！

　ホイッスルの音が響ひびき渡ると同時に住居のほうからウルフ軍団が駆けてきた。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　五匹のウルフはロレッタの目の前で整せい列れつし、尻尾しつぽを振りながらお座りをした。

「サトル先生！　今やウルフさんたちは私の手足も同然なのです！　たとえば……お手！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　整列したウルフたちが右から順にお手をする。

「どうです、サトル先生？　お利口でしょう？」

「たしかによく躾しつけられてるが……」

　ウルフ軍団、犬に成り下がってるじゃねえか。お前ら本当にそれでいいのか？

「みなさんとても賢かしこいのですよ。それに息もピッタリですし」

「賢いのはあくまで畜生レベルでだからね？」

　というか──

「ロレッタ……たしかにウルフ軍団のことは任せるとは言ったけど、今は罠わなの発動の仕組みを考えてるんじゃなかったの？」

「はっ!?　そ、そういえばそうでした……っ」

　ロレッタが慌てて新しい罠の製作に取りかかる。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　その傍かたわらにお座りをしたウルフ軍団がご主人様の仕事ぶりを見つめる。

　うーん、従順なのは悪いことではないが……。ホント、いいのかウルフ軍団よ？




　さらに数十分後──




「サトル先生……どうですか、この罠？　今度は罠の機き構こうもちゃんと考えてみました」

「たった数十分でこれはすごい。さすがロレッタ。手先が器用だね」

「えへへ……っ」

　嬉うれしそうに笑うロレッタ。

　ロレッタは驚くほど短時間で罠を完成させるからな。

　アイデアは貧弱だけれど。

「それでそのゴーレムさんに似た機械はどんな働きをするの？」

「ではまず罠の発動条件から説明しますね」

　みんなが見ている中、ロレッタが鉄製のゴーレムマシーンとでも言うべき巨体に接近する。

「えっと……たしかここに床に仕込んだスイッチがあるはずなのですが……あれ？　ここでしたっけ？　それともこっち──あっ」

「ちょ、またかよ！」

　まただった。ロレッタは自らが仕掛けた罠わなを発動させてしまった。

『タノシイ　タノシイ　アトラクションノ　ハジマリデス』

　合成音声みたいなのが流れ、ゴーレムマシーンが備える四本の腕が動き出した。

　というか伸びた。びよーんと、ロレッタ目がけて。伸びたのは四本のうち二本。

「ひゃああああああっ!?」

　ロレッタはあっという間に逆さまに持ち上げられた。

『マズハ　ワキノシタカラデス　ヨロシクオネガイシマス』

　ゴーレムマシーンは律りち儀ぎに一礼したあと、残り二本の手でロレッタの脇わきをくすぐり始めた。

「あ、あは、あははははははっ！　ひゃめ、ひゃめてくひゃいっ!?」

「ロレッター！　大丈夫か!?」

「無理！　無理無理無理無理ですぅぅぅぅぅぅぅ！　あは、あははははははははははっ！」

　逆さまの状態で笑い続けるロレッタのスカートは風でひっくり返った傘みたいになっている。

　完全に下着が丸見えになっているが、こういう状況だからエロさは感じない。

　……感じないけど、まあ……鑑かん賞しようはするよね？

[image: ]

「サトルっち！　何してるっすか!?」

　とここで人間の姿のスライムさんが青い髪を揺らしながら駆けてきた。

　両手で紙袋を抱えている。

　人間の街に情報を集めに出かけていたはずだが一体何を買ってきたのやら。

「ロレッタが大変なことになってるっすよ!?」

「ちょっとトラブルがあってだな……」

「何をボサーっとしてるっすか、サトルっち！　絶好のシャッターチャンスっすよ！　自分の魔ま法ほう端末貸すっすから、ロレッタのパンチラ写真をゲットするっす！」

「まさかの盗とう撮さつ推すい奨しよう!?」

　結局、ゴーレムマシーンはゴーレムさん（本物）の怪力でもって強引に破は壊かいした。

　そんなこんなで罠わなの試作は終了し──

「…………わたし……絶望的にセンスがないのかもしれません……」

　ロレッタは酷ひどく落ち込んでしまった。

　励ましても逆効果っぽかったのでその日はそっとしておくことにした。







　翌日──

「あれ？」

　いつもと同じ時間に寝たのに玉座の間にロレッタの姿はなかった。最近はこっちに来るとだいたい「お茶を淹いれておきました」と魔界原産のハーブティーを振ふる舞まってくれていたのだが。

「あー、サトルっち。ういーっす」

　しんと静まり返った玉座の間を見回していると住居のほうからスライムさんがやってきた。

　本来の姿ではなく青髪の少女に変身していた。

「今から人間の街に情報収集にいってくるっすよー」

「ああ、そうなんだ」とおれは適当に頷うなずき、「ねえ、ロレッタ知らない？　もうすぐ防ぼう衛えいの時間なのに見当たらないんだけど？」

「あー、ロレッタはたぶん部へ屋やにいるっす」

「部屋に？　なんで？」

「たぶん気落ちしてるっす」

「……まだ落ち込んでんのか」

「原因は昨日きのうのことだけじゃないっす。ロレッタはまだ一度も自分が仕掛けた罠で人間を撃げき退たいしたことがないっすよ。本人がそう言ってたっす」

「そういえばそうか……」

　ロレッタが初めて中層に罠を仕掛けたとき、一人ひとりだけ撃退できていたが、あれは勝手に転んで教会送りになっただけだし、魔ま物ものを面接したときスライムさんがロレッタの罠わなで自じ爆ばくしたのもロレッタ的にはノーカウントだろうしな。

「自分は情報収集にいってくるっすから、ロレッタのことはサトルっちに任せるっす！」

「ちょ、ズルいぞ！　一いつ緒しよにロレッタ励まそうぜ!?」

「ここは男のサトルっちに任せるっす！　それに自分他人を励ますの苦手っすから！」

　そう言うとスライムさんは使い捨ての魔法書を使って人間の街に飛んでいってしまった。

「くそ、逃げやがった」

　あの糞くそスライム。減給だ、減給。

　……それはともかくロレッタの部屋にいこうか。

　防衛が始まる前になんとか立ち直らせないとな……。







「ロレッタ？　いる？」

　しーん。

　返事がない。屍しかばねのようだ……じゃねえよ。不在か？

　何度かノックしたが、やはり返事がなかったのでおれはそっと扉を開けた。

　すると──

「うお……っ」

　部へ屋やの中はすごいことになっていた。

　ロレッタの部屋には過去に何度か入ったことがあるが、そのときの記き憶おくでは洋服とファンシーグッズと本棚で占められているような部屋だった。

　だが中に入ってまず目に飛び込んできたのは資材の山と試作中の罠の数々。

　部屋から出てこないのは落ち込んでいるからだとスライムさんは言っていたが……。

　本当の原因は徹てつ夜やで罠作りに励んでいたからじゃないのか？

　それが証拠に──

「すー、すー……」

　ロレッタは天てん蓋がい付きのベッドに横たわり寝息を立てていた。

「「「「「ウガァー……ウガァー……」」」」」

　そのダブルサイズのベッドの上にはなぜかウルフ軍団もいた。

　五匹のウルフはロレッタを囲むような形で眠っている。

　ウルフと一緒に眠る少女──絵になるなぁ。

　そして、それ以上にロレッタのネグリジェ姿がいい。つーか、下着透けてるじゃん……。何そのエロいネグリジェ。どこで買ったの？

「すー、すー……んんんっ」

　ロレッタが寝返りを打って壁かべのほうを向いた。

「よく見たら毛布、ベッドの下に落ちてんじゃん。まったく……」

　おれは腰を屈かがめその薄うす手での毛布を拾い上げた。

「…………お父とうさん」

　寝言だろうか。ロレッタがわりかしはっきりした声でつぶやいた。

　つい先日まで魔ま族ぞくの頂点に立っていたロレッタの父親。

　亡くなったのはおれが夢ゆめ召しよう喚かんされる前の話だからどんな顔なのかは知らない。

　だけどロレッタの心境はわかる。

　死因はともかく肉親を失ってまだ間もないのだ。

　悲しみが完全に拭ぬぐえているはずがない。

「……お父さん…………」

　再びロレッタが寝言を口にした。

　ただ今度は続きがあって、

「お父さん……わたし……頑張っています」

「え？」

　おれはロレッタのそのつぶやきに驚おどろいた。

　てっきり亡くなった父親が恋しくて名を呼んでいるものと思っていたのだ。

　もしくは助けを求めているのではないかと。

　でも、そうではなかった。

　ロレッタは過去を嘆なげくのではなく現状を父親に伝えようとしている。

　自分の頑張っている姿を見てほしくて……。

　思えばロレッタはおれを夢召喚したときも「助けてください」とは言わなかった。

　つまり今も出会った頃ころと同じ。ロレッタの心は折れていない。

　まあ……それはこの部へ屋やを見ればわかる。

　この怪しげな罠わなの数々を見れば。

「ロレッタは……十分頑張ってるよ」

　おれは先ほど拾い上げた毛布をロレッタの身体からだにかけてあげた。

　さて、起こすのは可哀かわい想そうだし、このまま寝かせてあげるかな。

　おれはロレッタとウルフたちを起こさないよう静かに部屋を出た。

　その日は一人ひとりで防ぼう衛えいに励んだ。

　ロレッタが起きてきたのは全すべての人間の撃げき退たいが完了した頃だった。

　すみませんすみませんすみません、とロレッタは取引先に謝しや罪ざいするサラリーマンを思わせる平ひら謝あやまりで、それに対しおれは怒るでもなく、かといってロレッタの裏での努力について触れるでもなく、「今後は気をつけるようにね」と注意しただけだった。

　ここは叱しつ咤たするでも激げき励れいするでもなく温かく見守るのがベストだと思ったから。







　次の日──

　奇跡が起きた。

　いや、奇跡などではない。

　ロレッタが積つみ重ねてきた努力が実を結んだ結果だろう。

「…………へ？」

　魔ま法ほうの鏡かがみを見つめたまま首を傾かしげるロレッタ。

　どうやら目の前の現実が信じられないらしい。

「ついにロレッタの罠わなに人間が引っかかったっすよー！　やったっすね、ロレッタ！」

「ウホッ！　ウッホッホッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　スライムさん、ゴーレムさん、さらにはウルフ軍団がロレッタに祝福の言葉を送る。まあスライムさん以外は何言ってんのかさっぱりだけど。

「え、わたしの罠で……本当に？　夢ではなくて？」

「現実だよ。おめでとう、ロレッタ」

「わ……わああああっー！　やりましたー！　初めての撃げき退たいです！」

　飛び上がりそうな勢いでバンザイするロレッタ。

　よほど嬉うれしいのだろう。目に涙が浮かんでいた。

「しかし、今のは一いつ瞬しゆんの出来事だったなー」

「見逃すところだったっす！」と通常状態のスライムさんがおれの肩の上ではしゃぐ。「ガタイのいい冒険者が一本道を進んでたら突然上から巨大な岩が降ってきたっす。壁かべにレバーがあるわけでもなく床にスイッチが仕掛けられているようにも見えなかったっす！」

「だよなー。ロレッタ、あれ何がきっかけで岩が落ちてきたの？」

「よくぞ訊きいてくれました！　あれはですね、わたしが発明した透明化ポーションというものを使って床に仕込んだスイッチを透明にしておいたのですよ！」

「透明化ポーションだって？」

「すごいっす！　特許を取るっすよ、特許を！　それがあれば街で悪戯いたずらし放題っす！」

「た、たしかに……」

　透明になるアイテムってのは漫画やゲームの中で稀まれに登場する。

　だが現実には、少なくとも地ち球きゆうにはない技術だ。

　透明人間と言えば世の男子の夢の技術。

　……ロレッタ、とんでもないものを発明してしまったんじゃないのか？

「ただわたしが発明した透明化ポーションは劇げき薬やくでして、生物には適用できないのですよ。あと効果も一分少々と短く……今もバイトの魔ま物ものの方にタイミングを見計らって床スイッチにかけてもらうことで冒険者の方の目を欺あざむいたのです」

「あー、それだと使いどころが限定されるね」

「自分ちょっとガッカリっす！　でも、ロレッタなら生物にも使えるように改良してくれると信じてるっすよ！」

「そうなればいいのですが……調ちよう合ごうの材料としてあのディアブロストーンよりもさらに希少価値の高いディアブロブロッサムが必要でして……」

「マジっすか!?　ディアブロブロッサムと言えば魔界のオークションで、かなりの高値で取り引きされてる幻の花っすよ!?」

「はい。ですから量産化は難むずかしいかなと。……すみません、期待させちゃって」

「いやいや謝あやまることないよ。短時間とはいえ物質を透明にできるってんだから、とんでもない発明だ。そういやロレッタってポーション類は以前から自作してたよね？」

「薬の調合は昔から趣しゆ味みでやってますから得意分野です」

「魔法も得意だよな。少ないデータで夢ゆめ召しよう喚かん魔法を模も倣ほうしちゃうくらいだし」

「あ、いえ、夢召喚魔法を模倣することができたのは偶然によるところが大きいので……」

「それ以外の魔法は？」

「攻こう撃げき系けいは苦手ですが、補助系の魔法は比較的得意です」

「……なるほど。ロレッタのダンジョン職しよく人にんとしての方向性が見えてきたな」

「方向性ですか？」

「うん。なんで今まで気づかなかったのか不ふ思し議ぎなくらいだけど……得意分野を罠わな作づくりに活いかせばいいんじゃね？　って話。調合とか魔法とか」

「あー、言われてみると」

「まあ無む意い識しきとはいえ今回まさにそれを実践したわけだから、おれが偉そうに言うことでもないけどね。ま、というわけでさ？　今後はその線せんで罠を作っていこう」

「はいです！」

「あと初撃退おめでとう！」

「わーい！」

　おれはロレッタとハイタッチを交わした。

　うむ。弟子の成長を目まの当あたりにするのはいいもんだな。

「あのー、お取り込み中悪いっすけど、どんどん突破されてるっすよ？」

「「え？」」

「ロレッタの罠で撃退できたのは十二人中一人ひとりだけっす。残りの十一人は軽々とロレッタの罠を突破して、もうすぐ下層に入るっすよ」

「えぇー、そんなぁ！」

「うーん」

　こりゃまだまだ勉強が必要みたいだな。

　でも、ロレッタなら大丈夫。

　決して諦あきらめることなく努力を積つみ重ねていくことができる人物だから。

「やっぱりわたしには罠わな作づくりの才能がないです!?　わあああああーっ！」

　……だ、大丈夫だよな？













　　　　　ＣＡＳＥ４　その名は覇王







　ロレッタが初はつ撃げき退たいを成し遂げて数日後──

　おれがいつものように眠りにつき、夢ゆめ召しよう喚かんによって異世界に飛ぶと、ロレッタとスライムさんの騒さわぐ声が耳に入った。玉座の間の隣となりにある応接室からだ。

「わー、また子供が生まれましたー。これで五人目ですー」

「またっすか!?　ご祝しゆう儀ぎ払うのもう嫌いやっすよ！」

「ですがスライムさんだって四人のお子さんをお持ちじゃないですか？　わたしもご祝儀払っていますから、実質スライムさんがわたしに一人ひとり分ぶんのご祝儀を払っただけです」

「一人分でもお金を渡すのは癪しやくっす！　こうなったら自分もあと五人くらい産んでご祝儀ふんだくってやるっす！」

　大変なことになってるぞ──

　まさかロレッタとスライムさんに子供がいたなんて……。

　しかも二人ふたりとも子こだくさん。スライムさんはあと五人産むとか豪語してるし。

　ってかスライムってどうやって子供産むんだよ。

　おれの中じゃスライムって分裂して増えていくイメージなんだが。

　そもそもスライムに性別って概念あんのか？　つか、スライムさんって女だったの？

　まあスライムさんは見るからに尻しり軽がるっぽいから別にビッチでも一向にかまわんが、あの純じゆん朴ぼくなロレッタがどこの馬の骨ともわからんヤツに……くそ、許せねえ！

「あ、転てん職しよくマスに止まりましたよ」

「マジっすか！　このタイミングで転職はマズイっす！　ロレッタのステータスはだいぶ上がってるっすから現在の地じ獄ごくの番人よりも給料のいい職業に転職できてしまうっす！」

　………………ん？　なんだか様よう子すが変だな。会話の流れに違和感が……。

　おれは半開きになっている応接室の扉を開けた。

　すると部へ屋やの中にロレッタと人間の女の子に変身したスライムさんがいて、

「自分も転職っす！　一対一の勝負っすから、ここで離はなされるわけにはいかないっす！」

「あ、今度は仕返しマスに止まりました」

「マジっすか!?　勘かん弁べんしてほしいっすよ!?」

　二人ふたりとも手に携帯ゲーム機きらしきものを持っていた。

　…………って、ゲームの話かよ！　紛らわしい会話してんじゃねえよ！

「あっ！　サトル先生、いらっしゃいです！」

「サトルっち、おいっすー」

「……うっす」

　おれは二人の対面にある肘ひじ掛かけ椅い子すに腰を下ろす。

　最近、スライムさんにサトルっちと呼ばれても気にならなくなってきた。

　まあ変なあだ名でもないし、別にいいんだけど。スライムさんはロレッタのことも呼び捨てにしてるけど、この二人はもう友達みたいなものだからこっちもこれでいいだろう。

「それ何？　携帯ゲーム機？」

「はい。魔ま界かいで一番スタンダードな携帯ゲーム機です」

「ロレッタと魔ま人じん生せいゲームやってたっす」

「魔人生ゲームって。まんまじゃねえか……」

　この世界は夢ゆめ召しよう喚かんの影えい響きようで様々な世界の文化が入り乱れているという話だが、魔人生ゲームは間違いなく地ち球きゆうから──日に本ほんから持ち込まれたものだろうな。つまり、おれ以外にも地球から夢召喚されたヤツがいるってことになるが、けっこう昔からあるゲームだから最近のことなのかどうかはわからない。あと夢召喚ってのは魔界には浸透していなくて、人間の世界でも大昔から使われていた魔法ではあるものの、使い手はいつの時代も限られていたらしく、そうそうおれみたいな異世界人が夢召喚されているわけではないのだとか。

「サトルっちも、魔人生ゲームやるっすかー？」

「お、いいの？　やるやるー」

「そういえばサトル先生も大のゲーム好きでしたね」

「おうよ」

　自慢じゃないがおれは遊ぶだけでは飽きたらずゲーム制作にまで手を出している。

　現実でもゲームでも、何か作っていないと落ち着かない性質なのだ。

　まあ制作ツールを使った身内向けの適当なＲＰＧとかだが。

「自分の貸すっすよー。二台持ちっすから」

「サンキュ」

　青髪を揺らしながらスライムさんが差し出した携帯ゲーム機きは日に本ほんでメジャーな携帯ゲーム機と形がよく似ていた。ボディの色は青とスライムさんが持つに相応ふさわしいカラーだ。

「……って、よく考えたら遊んでる場合じゃないな。そろそろ人間がやってくる時間だ」

「そうでした！　続きは防ぼう衛えいを終わらせてからにしましょう！」

「だね」

「サトルっち、サクッと終わらせるっすよ！　防衛に時間を割さけば割くほど魔ま人じん生せいゲームで遊ぶ時間が短くなるっす！」

「ゲームがメインみたいになってるけど、防衛のほうが大事だからね？」

　相変わらずいい加減だなスライムさんは……。

　ま、スライムさんは防衛にはノータッチだから別にいいんだけど。

　それに最近はロレッタ絶ぜつ好こう調ちようだからな。

　日に日に腕を上げているから、今までほど気を張る必要もない。

　まあ今日きようも楽勝だろう。

　…………そう楽らつ観かんしていたおれだが──

　この日の防衛はいつもと違った。







「ほー、今日は氷のダンジョンっすかー」

「人間のみなさん、例外なくフード付きの防寒具を着用されていますね」

「中層にたどり着いたのは七人か。さすがにこういう環かん境きようだと厳きびしいよな」

　地下迷宮は構造だけでなく稀まれに生物群系バイオームすらも変化する。

　今回のような氷のダンジョンに加え、溶岩が噴ふき出す灼しやく熱ねつのダンジョン、鬱うつ蒼そうとした森林が生い茂るジャングルなんてものもある。

『ぎゃあああああああああああ!?』

　そのとき一人ひとりの冒険者が急斜面を滑り落ちていった。

「ほえー。今日の地下迷宮は床も壁かべも全すべて氷でできているから滑るのですねー」

「どこもかしこもツルツル滑るっす！　これぞ天然の要よう塞さいっす！」

「こりゃ、今日きようは楽勝だな」

「サトルっち！　魔ま人じん生せいゲームやりながら適当に監かん視しするっすよ！」

「それは却下」

　楽できそうなのはたしかだが、ちゃんと監視はしとかないとな。

　こういうシチュエーションで人間がどういう策を巡らせるのか観かん察さつしたいし、きちんと人間たちの取った行動を記き憶おくしていれば次にまたこういうダンジョンが形成されたとき、より強固な防ぼう衛えいラインを築くことができるはずだ。人間たちだって一度経けい験けんしたダンジョンは研究してくるだろうし、それに関する情報だって出回るはずだからな。

『ぐわあああああああああああ!?』

『ぬわあああああああああああ!?』

　とはいえ、氷のダンジョンは思った以上に難なん攻こう不ふ落らくっぽい。

　どんどん脱落していってるし。こりゃ観察する必要はないかもな。

「サトル先生！　やりました！　一気に二人ふたりも教会送りです！」

「おー、やったね」

「ふっふっふー。今日の罠わなは自信作なのですよ！　なのでサトル先生の手を煩わずらわせることはないと思います！」

　早くもドヤ顔で勝ち誇るロレッタ。

　自信作と言われると逆に不安になってくるが、実際三人の冒険者を仕留めているし、今日は難易度の高い氷のダンジョンだからロレッタの完封もありえなくはない。

　中層にたどり着いたのは七人。

　そのうち三人は脱落しているから残りは四人だ。

　たいした人数じゃないし、こりゃマジで完封いけるかも──

　──ブオオーン！

　そのとき複数の魔物が『祭さい壇だん』で復活した。

　復活したということは人間にやられたということ。『祭壇』から転げ落ちたのはこの間の面接とは別ルートで雇った知能レベルの低い近接戦せん闘とう主体の魔物たち。

「ん、一気に複数やられたってことは……相手もパーティー組んでんのかな？」

　おれはやられた魔物たちが戦っていた場所を割り出し、カメラを切り替えた。

　すると──

『ウホッ！　ウホッ！　ウホッ！』

　まずゴーレムさんがアップで映り……。

　カメラを引くと、ゴーレムさんと一対一で戦っている剣士の姿が映し出された。

『………………ッ！』

『ウホッ!?　ウホオオオオッ!?』

　フードをかぶった性別不明の剣士は華か麗れいな剣さばきでゴーレムさんを圧倒し、一分と経たたないうちに巨体のゴーレムさんを『祭さい壇だん』送りにしてしまった。

「あー、ゴーレムさんがー」

「おおお？　何者っすか、あの剣士？」

「まさかゴーレムさんがタイマンでやられるとは……」

　しかも、直前に複数の魔ま物ものを撃げき退たいしているにもかかわらずあの勢いだ。

　かなりの手て練だれなのは間違いない。

「で、でも……大丈夫です！　きっとわたしの罠わなに引っかかって……あれぇ？」

「簡かん単たんに突破されたっすよ、ロレッタ!?」

「ちょ、ちょっと待ってください！　今のは納得できません!?」

「どうしたのロレッタ？」

「だ、だってあの一本道の狭い通路にはたくさんの床スイッチが仕掛けてあったのですよ!?　剣士さんはただ駆け抜けていっただけです！　飛び越えたわけでもないのにどうして罠が発動しないのですか!?」

「ロレッタが作った罠に不備があったんじゃない？」

「そんなー」

「ロレッタ！　次の罠ゾーンっす！」

　魔法の鏡かがみに視し線せんを戻すと、フードを目ま深ぶかにかぶった正体不明の剣士が腰に携えた剣を引き抜いているところだった。

「んお？　何してるっすか？　敵がいるわけでもないのに剣を振り回してるっすよ？」

「あいつ……まさかっ」

「ああああ！　また罠が発動しませんでした!?　なぜですか!?」

「ロレッタ、わかったよ！　あの剣士、ロレッタが仕掛けた罠が起動しないようにスイッチの類たぐいをピンポイントに破は壊かいしているんだ！」

「えええええ、そんなぁ!?」

「マジっすか!?」

「よく見ればわかるよ。ほら、また破壊してる！」

　剣士が壁かべに空いた小さな穴に剣を差し込んでいる。

　奥まで差し込んだらそのままクルッと捻ひねり──

「あああああ!?　魔力回路が分断されてしまいました!?」

「罠を破壊するヤツなんて初めて見たな……」

　これまでラスダンにやってきた冒険者の中にそういう人間は一人ひとりもいなかった。

『加か護ご』が浸透している世界だからか、そもそも用心深いタイプは少数派。

　戦争舐なめてんだろ？　ってヤツが大半なのだが……。

『ウホッ！　ウホッ！』

　その後、ゴーレムさんが再び剣士の前に立ちはだかるも──

『………………ッ！』

『ウッホオオオオオオオオオオッ!?』

　瞬またたく間まに撃げき破は。

　気のせいか先ほどよりも剣士の動きがより鋭するどくなっているように感じられる。

　徐々に調ちよう子しを上げているのか、それとも今まで手を抜いていたのか……。

　いずれにしろ強敵の出現だ。

　剣さばきは華か麗れいでゴーレムさんをタイマンで瞬しゆん殺さつするほどの腕前。

　頭も切れ、巧妙に仕掛けられた罠わなの構造を瞬時に見抜き、手持ちの武器で無力化してしまうその洞察力の高さと手先の器用さは驚きよう嘆たんに値する。

「まずいっす！　次のフロアを突破されたらロレッタの罠ゾーンは終了っす！」

「あああ……わたしの罠がどんどん破は壊かいされています……！」

「よく見ると、後ろから仲間がついてきてるっす！」

「そうか。仲間のために罠を無力化してるのか」

「しかも最低限の破壊で罠を動作不能にしてるっす！」

　後ろからついてきているのは巨大なハンマーを持った戦士と木製のワンドを手に握った魔ま法ほう使つかいの二人ふたり。どうやら先頭の剣士が罠を破壊してから戦士と魔法使いは追随しているようだ。後ろの二人の実力は定かではないが、あの剣士はできる。それは間違いない。

「ううう……やっぱりわたし罠の才能ないです……？」

　落ち込むロレッタ。

　自信作の罠をことごとく破壊され、気落ちしてしまったようだ。この間、初めての撃退に成功し、気をよくしていただけになおのことショックは大きそうだぞ。……だが、決してロレッタの罠は悪くない。以前に比べれば確実にレベルアップしているし、並みの冒険者だったらあれで十分に撃退できるはずだ。実際、何人か教会送りにしているわけで。

　……だが今日きようは相手が悪かった。

『ウホッ！　ウホッ！　ウホッ！』

　ここでバイトリーダーのゴーレムさんが再び剣士の前に立ちはだかる。

　だがたいした時間稼かせぎにはならないだろう。

　下層に突入するのも時間の問題か。

「ゴーレムさん……頑張ってください！」

「ああ、何やってるっすか!?　どうしてそこで退ひくんすか!?」

　やっぱりダメっぽいな……。

　こりゃおれの出番がやってきそうだぞ。

「ロレッタ、あとのことはおれに任せて……」

「い、いえ、まだです！　サトル先生のお手を煩わずらわせるわけには！」

「ロレッタ……成長したな……！　おれは嬉うれしいぞ！」

　強敵との戦いの中で成長していくバトル漫画みたいな展開だ。

　人間たちもたまには役に立つじゃないか。

「ウルフのみなさん──出番ですよ！」

　──ピィィィィ！

　ロレッタがホイッスルを吹き、ウルフ軍団を呼び寄せた。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　五匹のウルフがこの前のようにロレッタの目の前でお座りをした。

「お手！　おかわり！　ちんちん！」

　こんなときだというのに芸を披ひ露ろうさせるロレッタ。

　ただのワンコやないか。ウルフ族としての威い厳げんはもはやどこにもないな……。

「お利口っす！　さすが誇り高きウルフ族っす！」

「誇りは完全に捨ててると思うぞ？」

　冷静に突っ込んだところでロレッタが再びホイッスルを吹いた。

「では──出しゆつ撃げきです！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　ウルフ軍団が魔ま法ほう陣じんに乗って中層に向かう。

　おれたちはその様よう子すを見送ると再び魔法の鏡かがみに目を向けた。

『『『『『ウガアアアアアアアア！』』』』』

　ウルフ軍団の威勢のいい唸うなり声ごえが地下迷宮に響ひびき渡る。

「みなさん！　そのまま一気に突撃です！」

『『『『『ウガアアアアアアアア！』』』』』

　ロレッタの声が聞こえたわけではないだろうが、同じタイミングでウルフ軍団がスピードを上げた。しかし──

『『『『『ウガアアアアアアアア!?』』』』』

　今日きようは氷のダンジョン。

　スピードを上げすぎれば当然足元がおぼつかなくなる。

　──ツー。

　ウルフ軍団が将しよう棋ぎ倒だおしとなって氷の上を滑っていく。

　もはやコントロール不能。五匹のウルフは一本道の氷の通路をツルツル滑っていき──

『…………ッ!?』

　ウルフ軍団に気づいた剣士が腰の剣を引き抜いた。

　虚を突かれたようだが、すぐに冷静さを取り戻し、かまえた剣を前に突き出した。

『『『『『ウガアアアアアアアア!?』』』』』

　そこへウルフ軍団が突っ込んでいき──

「きゃあああああああ!?　ウルフのみなさんが串くし刺ざしに!?」

「これはグロイっす！　お子様には見せられないっす！」

「……またこういうオチかよ」

　まもなくウルフ軍団が『祭さい壇だん』で復活した。

「「「「「ウガァー……」」」」」

「わー！　ウルフのみなさーん！　大丈夫ですか!?」

　ロレッタが駆け寄りウルフ軍団の頭をなでる。

　あ、メッチャ甘えてる。もはやロレッタのペットも同然だな……。

「中層を突破されたっす！　これはサトルっちの出番っすね！」

「おう。任せろ」

　まさかウルフ軍団を一本の剣で串刺しにするとは……。

　あの剣士とんでもないな。

　だが！　下層でも余裕ぶっこいていられると思うなよ！

　弟子の仇かたきはおれが討うつ！

　……あ、いや、仇といっても別にロレッタ死んでないけどね。







『ぎゃああああああああ!?』

　先頭をいく剣士がおれの作った罠わなにハマって教会送りになった。

「ふ、思い知ったか！」

「さすがサトル先生です！　天才のなせる業わざです！　素す敵てきです！　結婚してください！」

「サトルっち、すごいっす！　自分を愛人にしてほしいっす！」

　敬意を抱くどころか求婚し始めるロレッタとスライムさん。

　完全勝利とはまさにこのことだろう。

　……。

　…………。

　………………。

　おれの当初の予想ではそんなふうになるはずだったのだが──

　現実ってヤツは非情だ。

「………………なん……だと？」

　思わずそんな声が出た。

「ま、まさかサトル先生が天てん井じように巧妙に仕掛けた毒ガスが噴ふき出す穴をあのようにいとも簡かん単たんに見つけるなんて！　普通、天井なんて気にして歩きませんよ!?」

「その先にある雷の魔ま法ほうが発動する床も華か麗れいに飛び越えたっす！　あ、その次の大岩が降ってくる罠わなも見つけたっす！　しかも罠が発動しないように床スイッチを破は壊かいしてるっす！」

「えええええ？　どこからともなくハシゴを取り出し、壁かべの氷に杭くいで固定して、ジャンプではとうてい飛び越えられない毒の沼地を突破しました!?」

「今度はドライバーセットを取り出したっす！　ネジを緩ゆるめてるっす！」

「ツルハシ!?　ドリルまで携帯しています!?」

「くそ！　用意よすぎだろ！」

　謎なぞの剣士はおれが仕掛けた罠をいとも簡単に見破り、かつ破壊していった。

　今までロレッタの罠がスルーされることは何度もあったが、おれが配置した罠に引っかからなかった人間はこれまで一人ひとりもいなかった。下層に入った者は例外なくおれの罠で教会送りにしてきたというのにまさかの展開だ……。

　この世界の人間はみんな『加か護ご』に頼りきりで用心深さが足りない──

　そう思っていたのに、謎の剣士は次々に罠を排除していく……。

　ロレッタの罠はまだまだ甘いところがあるから看破されるのもわかるが、おれが作った渾こん身しんの罠の数々をこうも簡単に突破するなんて。

「……むぅ？　あの剣に刻まれた紋章はもしかして……？」

　スライムさんが何かに気づいたように魔法の鏡かがみを凝ぎよう視しした。

「ん、どうしたスライムさん？」




「…………思い出したっす──っ！」




　と急にスライムさんが叫び、

「あの剣士はアルハンブラ王おう国こくで有名な女剣士──覇は王おうの称号を持つ英雄っす！」

「「覇王？」」

　おれとロレッタの声が重なる。

「なんだその大げさな称号は……」

「ロレッタ、知らないっすか？　人間世界にあるいくつもの魔族の拠点を攻め落とし、ついには四し天てん王のうたちをも封印してしまった人物──それが覇王っすよ！」

「そ、そういえば父が何か言っていたような……」

　ロレッタの父親が存命のときの話か。

　箱入りのロレッタの耳には詳細な話は届いていなかったのかもしれないな。

「覇は王おうはその功こう績せきを認められて、アルハンブラ国王から伝説の聖剣『デュランダル』を授与されたっすよ！　さっきから振り回してるあの剣っす！　あれはこの世に二つとない剣っすから、間違いなくあの剣士は覇王っす！　自分、剣マニアっすから見間違えるはずないっす！」

「まああれほどの剣の使い手だからな……スライムさんの推測は間違ってなさそうだな。でもさ、なんで称号が覇王なん？　勇者とかでよくね？」

「勇者の子孫を公衆の面前で往復ビンタして泣かせたことでこの称号がついたっす！」

「……うわぁ」

「しかも覇王は政治力にも長たけてるっす！　王様が覇王の靴を舐なめたという逸いつ話わもあるくらいっすから、どう考えても勇者って感じじゃないっす！」

「そりゃ覇王だわ」

「覇王ですね」

　思わず二人ふたりで同意してしまった。

「女剣士って話だけど、覇王って女なんだ？」

「そうっす！　さすがの王様も男の靴を舐める趣しゆ味みはないと思うっす！」

「女性相手でもその趣味はどうかと思いますが……」

　ロレッタが顔を引きつらせる。ドン引きだ。

　覇王か──

　ラスダンにやってくるのは初めてだよな……。

　うーむ、今の今まで姿を現さなかったのはなんでなんだ？

　まあ有名な女剣士らしいし、戦う以外にも仕事があるのかもしれないが。

　まあ、それはともかく──

「……ふ、ようやくおれが相手にするに相応ふさわしい人間が現れたな」

　真打ちの登場におれは悪役っぽく不敵に笑ってみせた。

「キザに髪を搔かき上げてる場合じゃないっすよ、サトルっち!?　このままだと玉座の間まで覇王が来るっすよ!?　何が起きても自分の生命の保証だけはしてほしいっす!!」

　スライムさんがホワワ～ンと人間の姿からスライムに戻り、「いざとなったらこの姿でキャビネットの中にでも隠れるっす！」と保身に走り出した。

「まあ、待て。次のフロアから新作の罠わなゾーンだ。さすがの覇王もアレは突破できまい」

「サトル先生の新作というと……数日前に考案した謎なぞ解ときのギミックですね？」

「うん」

　おれは自信満々に頷うなずき、魔ま法ほうの鏡かがみに目を移す。

　するとちょうど覇王たちが謎解きゾーンに入ったところだった。

『………………』

　先頭の覇王が足を止めた。

　これまで通り破は壊かいしようと思ったのだろうが、そうは問屋が卸おろさない。

　覇は王おう一行の目の前にあるのは罠わなではない。

　謎なぞを解かなければ先に進むことができない特別なギミックだ。

　これまで多用してきた罠の無力化という手段は使えない。

　なぜならギミックを破壊したが最後──永遠に次のフロアには進めなくなるからだ。

「うーん、サトル先生……疑問があるのですが？」

「ん、何？」

「謎を解かなければ扉が開かない、というサトル先生が考えた仕掛けそのものは素す晴ばらしいアイデアだと思うのですが、あの扉はそれなりに頑丈とはいえ人間のみなさんにも破壊できる代しろ物ものです。謎解きを無視して先に進むことも考えられるのでは？」

　ロレッタの指摘は彼女にしては珍しく的てき確かくだった。

　しかし──

「その可能性はなくはないけど、ここまで覇王は例外なく罠を無力化してる。後ろからついてきてる仲間の安全を確保するためにそうしてたっぽいけど、スルーできる罠であっても破壊できるものはそうしている。つまり覇王は慎重派。もしくは自信家なのかもしれない。いずれにしろ、そういう性格の人間はこういう謎解きがあった場合、スルーせずに必ず正解を導みちびき出そうとすると思うんだ。そのほうが安全だと思ってさ。仲間もいることだし」

「破壊が趣しゆ味みなだけかもっすよ？　扉を破壊して先に進む可能性もありえるっす」

　今度はスライムさんの問いかけ。

「まあ勇者の子孫をビンタしたり王様に靴を舐なめさせたりするくらいだから、その可能性は否定できないが、頭はキレそうだから単なるパワーバカってわけじゃない。問題が提示されているのに覇王がこれを無視するとはとうてい思えない。ま、扉を破壊するといっても、あの金属製の扉を壊こわすには攻こう撃げき魔法が必要不可欠だし、それはそれで魔力を消費することになる。それなりに頑丈な扉だから、一発や二発じゃ壊せないはずだし」

　現状、人間たちを撤てつ退たいさせる方法は二つある。

　一つは大ダメージを与えて『教会』に送り返すこと。

　もう一つは持久戦に持ち込んで日暮れに始まるラスダンの構造変化まで粘ねばること。

　前者は魔ま物ものと罠を上手うまく使う必要があるが、現在のこちらの戦力からいって直接戦せん闘とうで追い返すのは困こん難なん極まりないから罠で撃退するのが基本となっている。

　ただ覇王たちはすでにロレッタの罠ゾーンもおれの罠ゾーンも突破ずみ……。

　そこで後者だ。

　おれが製作した新作ギミックは持久戦を考えてのこと。今回のように罠ゾーンを突破されたときのことを想定した上での作戦でもある。ラスダンの構造変化が始まると中にいる人間たちは全すべて外に放り出され、半日近く中に入ることができなくなる。時間切れを狙ねらうのも立派な作戦の一つだ。まあちょっとセコい気もするけど最終防ぼう衛えいラインってことで一つ。

　最終防衛ラインと言えば、おれが夢ゆめ召しよう喚かんされる以前、ロレッタが怯おびえながら暮らしているときに防衛のために設置していた魔ま界かいの鉱石を使った、あらゆる物理攻こう撃げき、あらゆる魔法攻撃に耐えうる強固な扉──ディアブロドア──を思い出すが、材料であるディアブロストーンは非常に貴重なため、そう簡かん単たんに用意できるものではないらしい。あとラスダンの構造変化が始まると内部に配置したオブジェクトの類たぐいもリセットされてしまうので、最強の防衛手段ではあるが日常的に使用するのは難むずかしい。設置物にはそういうデメリットがあるわけだが、おれが仕掛けた謎なぞ解ときのギミックは量産可能だし、突破されない限り何度でも同じアイデアが使えるというメリットがある。だからけっこういい作戦だと思うのだが──

『……石版の模様に何か意味があると思うのだが』

『ちんぷんかんぶんです～。あたしこういうの苦手～』

　戦士と魔法使いがうんうん唸うなっているのが聞こえる。

　話し声から察するに戦士が男で魔法使いは女らしい。

　覇は王おうは二人ふたりの傍かたわらで無言を貫き、何かを考えている様よう子す。

「サトル先生の言った通りの展開になりましたね？」

「さすがサトルっち、一流のダンジョン職しよく人にんっす！　これはいい時間稼かせぎになるっすよー」

「だろ？」

「サトル先生、こんな複雑なパズルよく思いつきましたね？」

「……ああ。おれ、昔からこういうの好きでさ」

　すまん、見み栄えを張った。実はこの謎解き、おれのオリジナルではない。今、覇王たちが直面している石版を用いたパズルは九十年代の古いＲＰＧの中に登場する超不親切な謎解きからアイデアを拝借したもので、石版に刻まれた模様の法則性をノーヒントで見み出いださなければならない。

　おれも初しよ見けんのときは一日中唸ったからな。覇王も例外じゃないはずだ。上手うまくいけばこの謎解きだけで時間切れが狙ねらえるんじゃないか？　まあ仮に突破できたとしても、第二、第三の謎解きが待っているからな。この新作ゾーンで確かく実じつに足止めできるはずだ。ふふふ、ロレッタの罠わなを突破したくらいでいい気になってんじゃねーぞ、覇王？　お前はここで終わりだ！　時間切れまで頭を悩ませ続けるがいい──

　──ガチャ。

「……………………なっ!?」

　おれの予想とは裏腹に覇王は石版を動かし始めてわずか一分ほどで施せ錠じようされた扉を開いてしまった。

「サトル先生の謎解きが突破されてしまいました……？」

「自分あんな複雑なパズル自力で解ける気がしないっす！　頭が痒かゆくなりそうっす！　覇王は天才っすか!?」

　呆ぼう然ぜんとするロレッタと興こう奮ふん気味に叫ぶスライムさん。

　驚おどろいているのはおれも同じだ。

　初しよ見けんだろ？　あんな短時間のうちに解けるほど簡かん単たんじゃないはずなんだが……。

「くそっ、第一関かん門もんを突破したくらいでいい気になるなよ、覇は王おう！　まだ第二、第三の難なん関かんがお前を待ってるんだからな……！」

　おれが用意した問題は全部で五つ。ＲＰＧ好きのこのおれが古今東西のゲームから難題を抜粋した。これらをラスダンの再構成が始まる前に解けるヤツがいるとしたら、そいつのＲＰＧ謎なぞ解とき偏差値は三十代のファミコン直ちよく撃げき世代レベルだ。ちなみに第二関門も最初のようにパズル系の謎解きで──

　──ガチャ。

「……………………え？」

「そんな……サトル先生の謎解きがまた……」

「覇王すごいっす！　サトルっちが、しょぼく感じられるっす！」

　おいおいおいおいおい──

　マジかよ、覇王！

　一問目も二問目も、かなり複雑なパズルなんだぞ？

　なんでこんな短時間で突破できんだよ!?

『次の謎解きは……えっと、この石せき碑ひに刻まれた文章を読んで、先にある三つの扉から正解のルートを選ぶ謎解きみたいですね～』

『詩のようなものが書いてあるが、わけがわからんな……』

　女おんな魔ま法ほう使つかいと男戦士の唸うなる声が再び聞こえてきた。

　……そ、そうだ。まだ慌てる時間じゃない。

　残りの三問は最初の二問よりも難易度は上。しかも、この三問目は前二つのように直感で正解を導みちびき出せるような謎解きじゃないからな。ちゃんと文章を読まないと解けない。難解な謎解きだし、さすがの覇王も手間取るだろう──

　──ガチャ。

　覇王はなんの迷いもなく真ん中の扉を選んだ。

「そ、即答!?　しかも正解だし！　ってか、なんでわかるんだよ!?」

　おれは魔法の鏡かがみ越ごしに覇王を睨にらみつける。

　だが睨んだところで覇王の勢いは止まらない──

「第四関門もあっさり突破されました!?」

　切れ者っぷりを示すようにまい進する覇王。

「サトルっち!?　最後の暗号を入力する謎解きも楽々クリアっすよ!?」

　第四、第五と覇は王おうは迷うことなく難なん関かんを突破した。

「んなバカな!?」

　四問目の謎なぞ解ときもそうだが最後の謎解きまでこんな簡かん単たんにクリアするなんて！

　……四問目はまだわかる。難解とはいえ勘のいい人間なら正解を導みちびき出せる謎解きだから。

　だが五問目はそうもいかない。

　最後の謎解きをクリアできるかどうかに頭の良よし悪あしは関係ないのだ。

　つーか──

　最後の謎解きは元ネタを知らなきゃ即答は無理なはず！

　四桁けたの数字を入力するだけだから９９９９パターン入力すればそりゃ解ける可能性はあるがあいつは迷いなく答えを入力したわけで……。

　ん？　それっていうのはつまり──覇王は元ネタのゲームを知っていたということか？

　あんな一部の人間しかやらないようなマニアックなゲームを……？

「って、待てよ。まさか覇王って……」

　この世界には夢ゆめ召しよう喚かんの影えい響きようで異世界の文化が多数輸ゆ入にゆうされているが、おれが最後の謎解きに選んだゲームはマニアックではあるものの最近発売されたばかりのタイトルだ。誰だれかが現在の日に本ほんから持ち込み、それを覇王がプレイしたとは考えにくい。

　となれば考えられる可能性は一つ。

　……そうか。

　覇王は人間世界の何者かに夢召喚された地ち球きゆう人じんなんだ！

　間違いない。そうじゃないと最後の謎解きを突破できたことに説明がつかないからな。

　覇王──

　こいつは『加か護ご』に頼り切ったこの世界の人間たちとはまるで違う。

　今まで見てきた人間の中で一番慎重だし、聡そう明めいだし、なおかつ自信家でもある。

　毛色の異なる人物──

　それっていうのはおれと同じように現代日本から夢召喚された人間だから。

　でもって最後の謎解きを即答できたのは頭がキレるからとかそういうことではなく元ネタのゲームをプレイしたことがあったからだ。

　……なんてこった。相手が現代日本からの刺し客かくだったとは……！

「サトルっち！　何をボーッとしてるっすか！　覇王が玉座の間に向かってるっすよ！」

「たたたた大変です!?　どうしましょうどうしましょう!?」

「二人ふたりとも落ち着け！　まだ大丈夫だ！」

　おれは慌てふためくロレッタとスライムさんの肩を叩たたく。

　そして──

「こんなこともあろうかと……！」

　おれは魔ま法ほうの鏡かがみを操そう作さし、とっておきの切り札にカメラを合わせた。

「こ、この本格的な仕掛けは……サトル先生のアイデアですか？」

「でかいっす！　ここだけ別のダンジョンになってるっす！　プチダンジョンっす！」

「ふっふっふ、こいつは構想一年のとっておきのアイデア……！　筋きん肉にく○付づけも真まっ青さおの究極のアスレチック施設だ！」

「ええぇ？　一年も前から？　わたしと出会う以前から温めていたアイデアなのですか!?」

「その通り！　だからこいつは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで生み出せるものではないのだ！」

　おれが今回このアスレチック施設を用意したのはホントたまたまだ。

　こいつも直前の謎なぞ解ときゾーンもそうだが、どちらも今まで配置したことがないような規模の大きな仕掛け。これらを強敵の出現に合わせて設置したとして、バイトの魔物たちが抜かりなくセッティングしてくれるとは限らない。つまりテストのつもりで今回ダンジョン内に配置したのだ。決して覇は王おうの出現を予想していたわけではない。

　まあ……結果的によかったわけだ。五つの謎解きもこのアスレチック施設もちゃんとセッティングできているみたいだし、覇王を足止めする障害となってくれた。

　もっとも謎解きは簡かん単たんに突破されてしまったし、このアスレチック施設で食い止めなければ玉座の間に侵入されてしまうわけだが……。

「覇王さんが動きました！」

「仲間を置いて一人ひとりでプチダンジョンに突入したっす！」

　おれが一年の歳月をかけて生み出したアスレチック施設──

　第一ゾーンは魔界の岩がん盤ばんを加工して作った縦たてに延びるクライミングゾーン。

　引っかかりが少なく一流のクライマーでも落下必至の難なん関かんである。

「足場のほとんどない壁かべなのにすいすい登ってますよ!?」

「覇王の前世は虫っすか!?　スムーズすぎて逆に気持ち悪いっす!?」

「くっ……やるな、覇王」

　だが次のロープゾーンはどうかな？

『…………ッ！』

　壁を登り切った覇王が目の前に垂れ下がるロープに飛び移った瞬しゆん間かん──

「あ！　ロープが切れかかっています！」

「さすがサトルっち！　汚い仕掛けっす！　ロープが切れる前に次のロープに飛び移らないといけないわけっすね!?」

「ああ。しかも、下はマグマだから上手うまく飛び移れなかったら即教会送りだ」

　第一ゾーンで腕がパンパンになったところにこのロープゾーン。

　おれはこの二つのゾーンを合わせて筋肉地じ獄ごくと名づけている。

「わー、ロープが切れるギリギリのところで次に飛び移っています……！」

「ロープは全部で七本？　サトルっち、七本じゃ少ないっすよ!?」

「いや、七本もあれば十分さ」

　そう言っておれは魔ま法ほうの鏡かがみを見つめる。

　……大丈夫。あれが発動すればきっと。

　四本目、五本目、六本目……。

　順じゆん調ちようにロープを伝っていく覇は王おうだが。

　最後、七本目のロープに飛び移ったその瞬しゆん間かん──

『…………きゃっ!?』

　ここまで悲鳴はおろか仲間との会話さえなかった覇王の口から可愛かわいらしい悲鳴が漏れた。

　──ビローン！

「ロープの上からなんか降ってきたっす!?」

「首の長い……あれはなんですか、サトル先生？」

「おれの国ではああいうおどろおどろしい風ふう貌ぼうの生き物のことを妖よう怪かいって呼ぶんだけど、今のヤツはろくろ首っていう妖怪。まあ本物じゃなくて作り物だけど」

「解説乙おつっす！　──でもって覇王がロープから手を放はなしたっすよ！」

「よっっしゃあああああ！　覇王アウトおおおおお！」

　ふふふ──

　さすがの覇王もあれが『アスレチック風お化ばけ屋や敷しき』だとは気づかなかったみたいだな。

　まあどう見ても『アスレチック施設～お化け屋敷風味～』くらいなものだけど。

　……いや、『アスレチック施設～お化け屋敷要素もあるよ～』程度かも。

　構想一年の超大作──

　これの元となったのは中三の文化祭のときにクラスメイトの顰ひん蹙しゆくを買ったお化け屋敷。

　温厚な担任に「こんなお化け屋敷があってたまるか！」と突っ込ませたアスレチック要素満載のお化け屋敷である。お化け屋敷要素がおまけにすぎないことからボツを食らったのだが、どうしても実現を諦あきらめきれず文化祭の前日の夜に学校に侵入し、警けい備びのおっさんにとっ捕まったという悲しいエピソードが……ってのは前に話した通りだ。

「ふふふ、覇王。おれの一年越しの夢を叶かなえてくれてありがとよ」

　おれは勝ち誇ると同時に覇王に感かん謝しやの言葉をかけた。

　…………しかし、危ないところだったな。

　謎なぞ解ときとお化け屋敷をテスト運用していなかったら今いま頃ごろどうなっていたことか……。
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「ふぅ……」

　ロレッタが疲れた顔でハーブティーの入ったカップを口に運ぶ。

「あの、サトル先生。わたし思うのですが……」

「ん、何？」

「覇は王おうさんが再びこの地下迷宮を訪れるようなことがあったら、きっとわたしの作った罠わななんて役に立たないでしょうし、またサトル先生頼みになってしまいそうです……？」

「たしかに」

　いや、覇王の出現はもっと深刻な問題を孕はらんでいる。

　なぜならおれが今日きよう用意した謎なぞ解ときとお化ばけ屋や敷しきは時間をかけてじっくりアイデアを練ったものだからだ。特に後者のお化け屋敷は構想一年……まあ実際には一年かけて考えたわけではなく、一年前のアイデアを最近手直ししただけだが、それでも具体化するのに一週間くらいは時間を要している。

　そして、それだけ手間暇かけて生み出したものだというのに前半の謎解きは覇王にストレート負けを喫し、後半のお化け屋敷もろくろ首という初しよ見けん殺ごろしがなければきっと突破されていただろう。覇王は頭が切れるヤツだし、学習能力も高そうだから、同じ手は通用しないと思ったほうがいい。となると──

　……急ごしらえの罠では心こころ許もとない。

　一日二日で作れるようなものでは覇王を撃げき退たいできない可能性が高いわけで……。

「サトル先生、最後のプチダンジョンですが、あれをもっと難なん易い度どの高い構造にしたらどうでしょうか？　ロープの間隔をもっと長くするとか……」

「あの手の仕掛けはさじ加減が命なんだ。あれ以上難むずかしくすると、自力での突破は難しいと考えて覇王は道具を使い始めるよ、たぶん。今回はこちらの挑発に覇王が乗ったというか……まあそういう心理的な作用が上手うまく働いた結果だと思うから」

「な、なるほど。単純に難しくすればいいというわけではないのですね。勉強になります」

　ロレッタがペンを片手にメモを取る。覇王に罠をことごとく突破され気落ちしていたようだが、挫くじけてはいないようだ。

「そういえばサトル先生の罠は冒険者の心理を巧たくみに突いたものが多いですよね。わたしに足りないのはそういった視点かもしれません。……これを機きに心理学の本を読むことにします」

「敵の心理。……あ、そうか」

　今まではなんてことない有う象ぞう無む象ぞうの冒険者を相手にしてきたから、設置する罠もバリエーションを重視し、オールマイティーな作りに徹てつしてきた。だが今直面している問題ってのは覇王という女剣士にどう対処するかという限定的なシチュエーションにすぎない。

　ならば覇王がどういう人物なのかを調ちよう査さし、対覇王用の罠を作ることができれば──勝しよう機きが開けるかもしれない。

「ロレッタ、近いうちに人間の街に行こう」

「……へ？　人間の街にですか？」

「うん。やっぱり敵である人間がどういう暮らしをしているのかとか、どういう文化を、どういう技術を持っているのか……知っておいたほうがいいと思うんだ。今日きようやってきた覇は王おうだって、事前に存在を知っていれば同じ結果にはならなかったかもしれないじゃん？」

「たしかに！　今のわたしたちには必要なことかもしれませんね！」

「いい機き会かいだと思うんだ。よく考えてみると、おれ、人間の街には行ったことないし」

「あ、そういえばわたしもないです。父が存命のときは魔ま界かいのほうへはちょくちょく足を延ばしていましたけれど……」

「そうなの？　じゃあ、なおさら行くべきだな。もしかしたら将来、ロレッタが人間の世界を支配することになるかもしれないし」

「そうですね！」

「人間の世界でやるべきこと、知るべきことは多いけど……まずは目下の敵、覇王だ。近いうちにヤツの身辺調査がしたい」

「身辺調査ですか？」

「今日きようは覇王を撃げき退たいできたけど、お互いヤツにいくつも罠わなを破は壊かいされただろ？　はっきり言って勝った気がしないんだ。だから覇王の情報を集めて、作戦を練ってさ──万全の態勢で戦いに臨のぞんだ覇王であっても引っかからずにはいられないすごい罠を作ってやろうよ！」

「サトル先生……！」

「おれもまだまだ未み熟じゆく者ものってことだな」

「サトル先生が未熟ならわたしは実すらついていない苗なえ木ぎのようなものですね！」

「どちらにしても水をやれば生長するってことじゃん。伸のび代しろがあるのならなんの問題もないよ。おれたちはまだまだ成長できる！」

「はいです！　わたしサトル先生に地じ獄ごくまで……いえ、天てん国ごくまでお供します！」

「はは、天国か。これだけ悪事を働いているおれたちが行けるとは思えないけど……」




「話は聞かせてもらったっす！」




　バーン、と応接室の扉を開けて、人間の姿のスライムさんが飛び込んできた。

　左手で携帯ゲーム機を持っている。

　たぶん玉座の間でずっと魔ま人じん生せいゲームをやってたんだろう。

　スライムさん、防衛が終わったあと、お茶を飲みに応接室に行こうと誘ったら「あと一回ルーレットを回してから……」とか言って玉座から動かなかったからな。覇王にあれだけ押し込まれたのに平然と魔人生ゲームをやるその神経の図ず太ぶとさは見習うべきか呆あきれるべきか……。

「ロレッタ！　サトルっち！　街の案内役は自分に任せてほしいっす！　たまには二人ふたりの役に立ちたいっす！」

「お、じゃあ、任せようかな。スライムさんは情報通だしな」

　これは雇い始めてから聞いた話だが、スライムさんは以前から人の姿に変身して人間の街に出入りしていたらしい。覇は王おうのことを知っていたのも人間の世界の事情を知る機き会かいが多かったからに違いない。

「日時はどうしますか？」とロレッタ。

「あー、どうしようか。防ぼう衛えいのことを考えると街に行く時間なんて……」

　どんなにやる気のある冒険者でも一度教会送りになったら三日は再訪しないので、さすがの覇王も二日連続で来ることはないと思うが（教会で復活すると言っても死ぬ直前の状態に戻るだけだから探索の疲れが取れるわけではない。また人間の世界には長ちよう距きよ離り間かんを移動する魔法が存在しないとのことなので地下迷宮の入り口まで移動するのに最低半日はかかる）覇王が来なくても他ほかの冒険者はやってくる。

「その点は大丈夫っす！　明日あしたは王国の築城記念日っす！　例外はあるかもっすけど、ほとんどの冒険者は明日一日、街から動かないはずっす！」

「へえ、築城記念日なんてのがあるんだ」

「特に祭典とかがあるわけじゃなくて、無理やり休日を設けただけらしいっすけど」

　日に本ほんみたいだな。休日がたくさんあればみんなお金を使う的な発想か？

　まあ、しかし、おれも休みなしで防衛やってたからな。しかも、寝ている間も活動しているから実質二十四時間休みなしってことだ。何それヤバイ。これが会社勤めなら社しや畜ちく乙おつと言われるどころか「成なる宮みや、人間止やめるってよ」と言われているところだ。

「街への移動はたしか魔法でできるんだっけ？」

「わたしの魔法でも行き来できますし、使い捨ての魔法書などでも可能です」

「そっか。なら仮に地下迷宮に人間がやってきてもすぐに戻れるな。じゃあ、ゴーレムさんに留守番を頼むとして、街に出かけるのはおれとロレッタとスライムさんの三人だな。おれは人間だし、ロレッタとスライムさんも人間の中に混ざっても違和感ないし」

「そうですね。顔バレとかもしてないですから、目をつけられることはないでしょう」

「その点は自分の経けい験けん上じようからも大丈夫だと断言できるっす！」

「えっと、では明日、サトル先生がこちらに到着次第出発ということで」

「オッケー。なら明日は面接のときみたいになるべく早く寝るよ」

　街がどの程度の規模なのかは知らないが時間はあるに越したことはないだろう。

「サトル先生……明日の身辺調ちよう査さはとても大事な任務になりますね」

「だな。おれたちの明日を左右するといっても過言ではないくらいに」

「気合いを入れなければ……！」

「まーまー、気楽にいくっすよー」とスライムさんがロレッタの肩を叩たたき、「あ、そうっす。ロレッター。これ見るっすー。最近オープンした洋服のお店っす。明日あした行かないっすか？」

「可愛かわいいお洋服がたくさん並んでいますが……スライムさん、わかっているのですが？　明日の身辺調査には我々魔ま族ぞくの未来がかかっているのですよ？」

　ロレッタはスライムさんが差し出した魔法端末から目をそむけた。

　……が、気になるのかチラッと画面を見やった。

「洋服を見る時間くらいあるっすよ！」

「そんな時間は……ないのです。わたしたちはそもそも遊びに行くわけでは……」

「魔界の洋服はダークなデザインばっかりっすけど、人間の世界はカラーもデザインもバリエーション豊富っすよ？」

「…………可愛いのは認めますが（チラッ）」

「行かないんすか？」

「そ、そうですね……時間があれば……ってダメですダメです!?」

　ふるふると首を振りつつ、だが視し線せんはスライムさんの魔法端末のほうを向いている。

「ロレッタ、スライムさんの誘惑に負けるな。雑念を振り払え」

「……は、はい。わかっています……わかっていますが（チラッ）」

　うーん、こんなんで明日大丈夫か？

　でもまあ、ロレッタって昼間学校に通ってるおれとは違って日がな一日地下迷宮ですごしてるわけだからな。外の世界に対する憧あこがれが少なからずあるのかもしれない。

　だからといってショッピングを楽しむわけにはいかないけれども。

　……ま、余裕ができたら遊びに行ってもいいかもな。

　そのためにも明日は──

　できるだけ覇は王おうの情報を集めないと。

　ヤツはおれと同じ現代日に本ほんからやってきた可能性が高い。

　個人的にも覇王のことを知りたいし……。
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「到着です。サトル先生、ここがアルハンブラの城下町みたいですよ？」

「へえ、思ったよりもクラシカルな雰囲気なんだな」

　目の前には中ちゆう世せいヨーロッパを思わせる町並みが広がっている。大通りを行き交う馬車がいい味を出している。さすがに車はないようだ。インターネットもどきが人々の間に浸透している世界だから地ち球きゆうの文明に迫る文化も一応あるわけだが、魔ま法ほうを使わない機き械かい仕じ掛かけの道具などは地球で言うと中世レベルといったところらしい。

「よし、スライムさん。まずはどこに行く？　もし覇は王おうが現れそうな場所に心当たりがあるのなら……ってスライムさん、どこだよ？」

「あれ？　本当です。いつの間にかスライムさんがいなくなっています……」

「ロレッタ。魔法端末って音声通話できるよね？」

「あ、はい」ロレッタが肩にかけたショルダーバッグから魔法端末を引っ張り出す。「スライムさんですか？　わたしですが今どこに……え？　セールが始まる？　そ、そんなぁー、スライムさん、街の案内をしてくれるという約束は……っ。……あ、切られてしまいました」

「セールって何考えてんだよ!?　あの糞くそスライム!?」

　なんていい加減な……。

　こりゃ帰ったらお仕置きだな。熱ねつに弱いって話だから熱湯でもぶっかけるか？

「サトル先生、こうなったら自力で覇は王おうさんを捜しましょう。覇王さんは有名人ですし、地道にコツコツ情報を集めていけばきっと見つかるはずです」

「そうだな。こうなったらスライムさん抜きで捜すしかないな」と言っておれは城下町を見回し、「……うーん。でも、思ったよりも広そうなんだよな、この城下町。案内役のスライムさんがいないと迷いそうじゃね？」

「大丈夫です！　昨日きのう、スライムさんから主要な施設はだいたい教えてもらいましたし、魔ま法ほう端末に地図アプリも入っていますから、迷まい子ごになることはありません！」

「お、頼もしいね、ロレッタ」

「えへへ、任せてください。いつもサトル先生には教えてもらってばかりですから、今日きようはわたしが先生に教える番です。わからないことがあったらなんでも訊きいてくださいね？」

「頼むよ。おれ文字読めないから魔法端末もそうだし、お店の看板とかも何が書いてあるのかさっぱりだから。今日はロレッタだけが頼りだ」

「はい！　頑張ります！」

　そう元気よく頷うなずいたロレッタだったが──




「ああああああ──っ！」




　通りを歩いているとロレッタが急に大声で叫んだ。

　さっそく覇王を発見したのかと思ったら、

「サトル先生！　見てください！　ロドリゲス本ほん田だ先生の『超ちよう政せい治じ理り論ろん物もの語がたり』の最新刊が出ています！　これは買いですよ！　読書用、保存用、布教用に三冊買います！」

「ロドリゲス本田……？」

　なんだそのけったいな名前は。エド○ンド本ほん田だの親しん戚せきか？

「あああー！　こっちにあるのはショーガイムショク先生の新刊！　わたし、人間の方が作者の本はネットでしか購こう入にゆうしたことがないのでこうして本屋さんで見るのは初めてです！」

「……なんかこうツッコむ気すら起きない名前だけど、有名な人なの？」

「魔法ネットワークがご専門の学者さんで、正直言って知名度はなきに等しい方ですが、わたしは大ファンなのです！　文章を嚙かみ砕く気が一切ない硬い文章はどうかと思うのですが、たまにページの隅に描かいてある動物の絵が可愛かわいくて！」

「評価のポイントそこかよ！」

「ちゃんと中身も読んでいますよ？　昨年、ショーガイムショク先生が自費出版した『魔ま法ほうネットワーク概がい論ろん』は一読の価値ありです」

「自費出版なのか……」

「サトル先生は、読書はされるのですか？」

「ん、本はわりと読むよ」

　漫画とかエロ本とか、あとエロ本。エロゲーもやる。もはや本ですらないが。

「もし興きよう味みがありましたらわたしのお気に入りの本を……あ、サトル先生はこの世界の文字が読めないんですよね。ではわたしが読んであげますので──って、こんなことをしている場合じゃありませんでした!?　覇は王おうさんの情報を集めなければ!?　すみません、サトル先生！」

「やっと気づいたか」

「も、もう……誘惑には負けません……」

　と言いつつ、買うものは買うロレッタであった。

　ロドリゲス本ほん田だとショーガイムショクの新刊ゲット。







　ロレッタはその後も洋服屋や雑貨屋に何度も吸い込まれそうになった。

　人間の街に来るのは初めてだと言っていたから仕方ない面もあるが、今は一刻も早く覇王の情報を集め、次なる防ぼう衛えい戦せんに備えなければならない。

　覇王は今までの冒険者とは一味も二味も違う。

　はっきり言って強敵だ。

　ショッピングを楽しんでいる余裕などありはしない。

　……のだが。

「可愛かわいいお洋服です……」

「ロレッタ？」

「あのピンク色のワンピースに合わせるとしたらやはり……」

「ロレッタさーん、聞いてますか？」

「でも、わたしの手持ちの服はダークな色合いばかりだから……」

「ロレッタ！　気をつけ！」

「ひゃ、ひゃい！」

　反射的におれの命令に従うロレッタ。同時に我に返ったようで、

「す、すみません……サトル先生。わたしどうしても誘惑を断ち切れなくて……」

「まあ珍しいものがたくさんあるもんね。おれも時間に余裕があるのなら買い物したいよ」

「サトル先生も？」

「うん。外国に旅行に来たみたいな気分だからさ。やっぱテンション上がるよね」

　ただ今は買い物をしている場合ではない。

　だから──

「ロレッタ。状況が好転して、覇は王おうを余裕で撃げき退たいできるようになったら、今度はゆっくりショッピングを楽しもう。お楽しみはあとに取っておくってことでさ」

「そ……それはいい考えですね！　あ、でしたらゴーレムさんやウルフのみなさんも連れてきたらどうでしょうか？　みんな一いつ緒しよのほうが楽しいと思います！」

「いや、ゴーレムさんとウルフ軍団は無理だろ。人間の姿じゃないと魔ま物ものだって即バレだ」

「そ、そういえばそうですね……。と、ともかく一段落したら買い物ですね！」

「おう」

　……よし。これでもうさすがに誘惑されないだろ。

　つーわけで仕切り直しだな。

「ロレッタ。一度確かく認にんしておこう。今日きようのおれたちの任務は覇王の身辺調ちよう査さだ。覇王がどんな趣しゆ味み嗜し好こうなのか、普ふ段だんどんな場所に出入りしているのか……どんなに些さ細さいなことでもいいから情報を集めるのが目的だ」

「全すべては覇王さんを陥れる罠わな作づくりの参考にするためですよね？」

「その通り。そしてそのためには覇王本人を見つける必要があるわけだ。聞き込み調査でも情報は得られるだろうけど、それをやると住民に怪しまれる可能性があるから、できるだけ本人を見つけて自分たちで監かん視ししたい」

「では覇王さんを見つけたら尾行をするのですね？」

「そだね。今後も監視する必要があるかもだから、なるべくこちらの正体は悟られないようにしたほうがいいと思う。あ……って待てよ。肝心なこと忘れてた」

「肝心なこと？」

「覇王の外見の特徴だよ。ほら、昨日きのうは氷のダンジョンだったからみんなフードかぶってたじゃん。特に覇王はフードを目ま深ぶかにかぶってたからさ。顔を確認できなかっただろ？」

「んー、そういえばそうですね。ですが有名人ですし、会えばわかるのでは？　スライムさんのお話では歩いているだけでサインを求められるほどの人気者だということですし、もしかしたらサイン待ちの行列ができているかもしれません」

「そんなに人気があるのか……」

　まあ王に認められるほどの人物だもんな。そりゃ人気も出るか。

　や、でも、有名人だったら誰だれでも人気者になれるわけではないよな。

　……そういや覇王って女だっけ。それで人気があるってことはもしかして覇王ってけっこうな美人だったりするのか？　男に人気があるのだとしたらそういうことかもしれんな。

　んー、どんな顔してんだろ。ちょっと気になる……。

「ま、有名人って言うのならそれほど苦労せずに見つかるかもな」

「ですです。まずはスライムさんから教えてもらった主要な施設を回ってみましょう」

「そうすっか」







　意気揚々と覇は王おうの捜索を始めたものの──

「……どこにもいませんね」

「だね」

　主要な施設を見て回ったが覇王らしき人物の姿は見当たらなかった。

「こ、こうなったらネットを活用しましょう！　覇王さんほどの人物ならば目もく撃げき情報があるはずです！」

「それはいい考えだ」

　でも、大丈夫かな？　ロレッタって検索苦手そうなんだよなぁ。以前、ネットの情報を参考にして罠わなを作ったときもまったく使えないサイトを参考にしてたし。素直すぎるからデマに引っかかりそうなんだよな……。

「あー、ってかさ？　ネットで検索すれば覇王の顔写真とかも出てくるんじゃね？」

「そうかもです。ではまずは顔写真から検索してみましょう」

　ロレッタが頷うなずき、魔ま法ほう端末を片手で操そう作さする。

　ところが──

「んー、おかしいです……一枚も見つかりませんでした」

「検索の仕方が悪いんじゃないの？」

「それはないと思うのですが……」

　何度か試してもらったが、やはり覇王の画像は一枚も見つからなかった。

　魔法端末にはカメラ機き能のうが搭載されているし、一枚もないのは変だよな……。

　覇王が写真撮さつ影えいを頑かたくなに拒否してんのかな？　もしくはネットにアップされた画像には全すべて削除依頼を出しているとか。なんにしろこれ以上は時間の無む駄だっぽいな。

「しょうがない。覇王の画像を探すのは諦あきらめよう」

「では引き続き目撃情報のほうを」

　ロレッタが再び魔法端末を操作する。

「ん、何そのサイト？」

　おれはロレッタが操作する魔法端末に目を留める。

「ＢＡＢＯＯバブー知ち恵え袋ぶくろというサイトです」

「…………またパクリかよ」

「えっと、『大至急、教えてください！　覇王さんは今どこにいるでしょうか？』と」

「文面、適当すぎない？」

「ですが瞬またたく間まに回答が！　それも三つも！」

「マジで？」

　利用者が多いサイトなのか、それともそれだけ覇は王おうが有名人だからなのか。

　なんにしろありがたい。

「えーと、つい先ほどまで『ロイヤルカフェ』というお店にいたという情報が……あれ？　ですが同じ時間帯にお城の近くにいたという情報も……はれぇ？　かと思えば町外れにある公衆浴場で汗を流しているのを見たという回答もあります……？」

「さっそく情報が氾はん濫らんしてるな……」

　まあ誰だれかが適当なことを言っているのか、もしくは目もく撃げきした時間が微妙にズレてるとかそんなオチだろう。

「サトル先生……謎なぞは全すべて解けました」

　ロレッタがそう言いながら誘惑に負けて購こう入にゆうした中折れハットを頭にかぶった。

　なぜかぶる？　探偵気取り？　なら帽子の種類が違うと思うが。

「ロレッタ、値札ついてるよ」

「ズバリ！　覇王さんは三つ子！　もしくは魔ま法ほうの力で分身している！　はたまたドッペルゲンガー！　あとは他人の空似！　──以上のどれかだと思います！」

「可能性列挙しすぎだろ!?　カッコよく決めるならどれか一つに限定しようよ!?」

　しかも全部ハズレっぽいぞ。

「ロレッタ、落ち着いて情報を整せい理りしよう。目撃情報があったのはカフェとお城と公衆浴場だったね」

「はい」と頷うなずき魔法端末に目を落とすロレッタ。「えっと、ネット事典のピィキペディアによりますと『ロイヤルカフェ』はこの街の人気スポットで、特に人通りの多いロイヤルストリートに面した場所にあるようですね。二つ目のお城は……目撃情報ではお城の近くとだけあったのですが、んー、これではちょっと曖あい昧まいすぎますね。お城は大きいですから、その周辺にある施設も一つや二つではありませんし、繫つながる道もたくさんあります」

「最後の公衆浴場は？」

「えーと、公衆浴場は街外れにあるみたいです。レンガ造りの背の低い建物みたいですが、敷しき地ち面めん積せきはかなりあるみたいです」

　ってことは地ち球きゆうで言うところの昔ながらの銭湯みたいな小規模な施設じゃないんだな。

　温泉とかではないのかな？　魔法の力でお湯を沸かしてるのかもな。こういう世界だし。

「あ、どうやら混浴もあるみたいですよ」

「………………な、なんだって!?」おれはカッと目を見開いた。「そ、そういうことは早く言ってくれ、ロレッタ！」

「え？　え？」

「ロレッタ！　覇は王おうは公衆浴場にいる！　間違いない！」

「な、なぜですか……？」

「なぜって、覇王は女だって言う話だし、女はみんなお風ふ呂ろ好きじゃん！」

「あ、はい。わたしも大好きですけど」

「だろ？　もう絶対公衆浴場だって！　おれの勘がそう告げている！」

「むぅー？　なんだか理り論ろんに飛ひ躍やくが見られるような……？」

「とにかく公衆浴場だ！　異論、反論は認めない！」

「……うーん、なんだか腑ふに落ちませんが……先生がそこまでおっしゃるのであれば公衆浴場に向かうことにしましょう」

「お、おう」

　ちょ、ちょっと強引すぎたかな？　ロレッタ、一いつ瞬しゆん、真顔になったような……。

　ま、それはともかくお風呂！　混浴！　裸！　酒しゆ池ち肉にく林りん！　あ、最後のは違うか。







「へー、ここがこの世界の公衆浴場かー」

　目の前には緑豊かな森林が広がっている。

　後ろを振り返れば草花の目立つ草原地帯がどこまでも広がっている。

「……へー、ここがこの世界の公衆浴場かー……」

　眼がん前ぜんに広がる鬱うつ蒼そうとした森を眺めながらおれは同じ言葉を繰くり返す。

　周囲に人工物は一切見当たらず、町外れまではあった石畳も今はもう見当たらない。

　公衆浴場……それはもしかしたら人の心の中にだけ存在するものなのかもしれない──

「地図アプリに従って進んだはずなのに……ここは一体どこですか!?」

「まさかの迷まい子ご！」

　おかしいと思ったんだよ。どんどん人も民家も少なくなっていくから。

　途中、何度か「大丈夫？」って訊きいたんだけど、「わたしにお任せください！」って言うから突っ込むのは野や暮ぼかと思ってここまでやってきたんだけど……。

「さすがにこんな場所に公衆浴場はないよな」

　ってかもうここ王国の管かん轄かつ外がいなんじゃないのか？

「地図アプリは？　現在地わかるようになってるんだよね、その魔ま法ほう端末」

「うーん、今、噴ふん水すい広場の近くにいることになっているのですが……」

「噴水なんて影かげも形もないんだけど」

　つか、それ以前に人がいない。建物もない。道もない。さっきまで広がっていた小麦畑のような人の手によって作られたものすらない。ナイナイ状態だ。お笑いコンビかよ。

「うわーん！　迷子です！」ロレッタが顔を両手で覆おおう。「うう……きっとこの地図アプリが悪いのです……レビューサイトで星一つをつけて酷評するべきです……あ、でも、酷評すると開発者の方のやる気を削そいでしまうかも……」

「こんなときに他人を気き遣づかってる場合か。迷まい子ごだよ、おれたち？」

「……うううっ。サトル先生、申し訳ありません……」

　ロレッタが夢破れた若者みたいに四よつん這ばいになってうつむく。

「まあ、ここまで何もかもロレッタ任せだったし、おれにも責任あるよ。えーと、監かん督とく不ふ行ゆき届とどきっての？」

「……いえ、悪いのは全部わたしですよ」

「にしたってそんなに気に病やむことないって」

　はっきり言って一番悪いのはスライムさんだからな。あの青髪女、街の案内は任せろバリバリ！　とか言っておきながら街についた途と端たんセールに行きやがったし。

「さ、いつまでもこうしてたって仕方ない。今日きようは覇は王おうの調ちよう査さは諦あきらめてラスダンに帰ろう。街の方角すらわからないんじゃどうしようもない」

「え……でも、明日あした、覇王さんが地下迷宮に来たら……大変なことになるのでは……？」

「それはそうだけど地図アプリに不具合があるんじゃ、街に戻りようがないし」

「…………うう、今日は大失敗です……」

　ロレッタが再び四つん這いの姿勢でうつむく。

　と、そのとき──




「きゃあああああああああ！」




　目の前に広がる森の奥から女性の悲鳴が響ひびき渡った。

「サトル先生……今の悲鳴は？」

「森の中からだ。行ってみよう」

　おれはロレッタの手を引いて鬱うつ蒼そうとした森林地帯に足を踏み入れた。

「誰だれか……誰か助けて！」

　声の主は森の入り口にほど近い木々の少ない開けた場所にいた。

　熊くまと一いつ緒しよに──

「あ、あれは……野生の熊さん？」

「メッチャ涎よだれ垂らしてる。そうとうお腹なかを空すかせてるみたいだな……」

　しかし、このあたりって温暖な気候だし、餌えさがないわけではないと思うんだが。

　……つっても、それはこの世界の熊の生態と地ち球きゆうのそれが同じだったらの話だけど。

「あれ魔ま物ものじゃないよね？」

「はい。間違いなく野生の熊さんです」

「……そっか」とおれは腕をまくる。「どちらにしろ見殺しにはできねえし……」

「え？　まさか、サトル先生……？」

「大丈夫。おれ体育の授業で柔道選択してるから」

　まだ受け身しか習ってないけどな。

「サトル先生、危険です！　ここは地下迷宮の中ではないのですよ？　死んでも復活はできないのですよ!?　いえ、サトル先生の場合、命を落とすことはありませんが……でも、夢ゆめ召しよう喚かんが解除されてしまいます！」

「や、でも……同じ人間としてこのまま見過ごすわけには……っ」

「ガァァァァァ！」

　野生の熊くまが涎よだれを垂らしながら側そばの大木をでかい手で殴った。

　するとパンチ一発でその大木がへし折れてしまい……。

「……や、やべぇ……」

　何あれぇ。怪力すぎぃぃぃ。

　おれは早々に心が折れ、ロレッタの言葉に従うことに。

「で、でも……どうしましょう。このままでは女性が熊さんに食べられてしまいます……」

　おれが飛び出すのを制止したロレッタだが、普通に女性の心配もしていた。

　普ふ段だんは駆逐の対象だが……まあ一般市民に罪はないからな。

　しかし、どうしよう？　おれとしてもこのまま見過ごすのは気分が悪い……。

　もし女性に『加か護ご』の魔ま法ほうがかかっていなかったら命に関わるわけで。

「くっ、武器さえあればまだ対処のしようもあるのに……っ」

　女性は恐ろしさのあまりその場に尻しり餅もちをついている。足元に小さな蔓つる籠かごが転がっていて、野草やキノコがあたりに散らばっているのが見える。どうやら女性はこの森に自生している植物を取りにきていたらしい。

「ガァァァァ……ッ！」

「いやあああああああああ！　来ないで！」

　女性が尻餅をついたまま後ずさりをするが熊がそれを上回る速度で距きよ離りを詰めていく。

　そして、太い腕を女性の頭の上で振り上げ、

「ガァァァァァァ……ッ!?」

　絶体絶命かと思われたそのとき、熊の背中を何者かが剣で斬きりつけた。

　よほど深く斬りつけたのか、熊はその一いち撃げきで絶命し、パタリとその場に崩れ落ちた。

「はわぁ、たった一振りであの獰どう猛もうな熊さんを仕留めるとは……っ」

「……ただ者じゃなさそうだね」

　茂みの陰でそれぞれの所感を述べる。

「あ、ああ……っ」

　戸惑う女性に駆け寄ったのは今しがた熊くまを仕留めた──フードを深くかぶった剣士らしき人物。フードをかぶった上にフェイスマスクまで装着しているから顔は確かく認にんできないが、服装からして女性のようだ。よく見ると長い黒髪がフードから垂れている。

「あ、ありがとうございます……！　助かりました……！」

　女性が絞り出すような声で女剣士に頭を下げた。

　いやいや──

　女剣士はなんでもないといった感じに首を振り、その場を去ろうとした。

「待ってください！　是非お礼を！」

　このままでは気がすまないとばかりに女性が女剣士に追いすがる。

　だが女剣士は首を振って立ち去ろうとする。

「あ……っ」

　そのとき女性が驚おどろきの声を上げた。

　何かに気づいたようだが──

「そ、その剣に刻まれた紋章は……アルハンブラ王家の……！　それを持つことが許されるのは王に認められた者だけのはず！　ということはまさか貴女あなた様は──あのご高名な覇は王おう様なのでは!?」

　…………な、なんだと？　あの女剣士が覇王だって？

　ふるふるふる──

　女剣士は先ほどよりもいっそう強く首を振り、慌てて剣を鞘さやに戻した。

　そして、森の出口、草原が広がるほうに向かって歩き出す。

　あの反応は「覇王です」と言っているようなものだよな……。

「サトル先生……？　あの人、本物の覇王さんです……？」

「らしいぞ。チャンスだ。あとをつけよう」

　どうしてこんなところに覇王がいるのかはわからないが──

　あれが本人だとすると掲示板の書き込みは全部デマだってことになるな。

　迷まい子ごになったのも結果オーライ。まさかこんな辺へん鄙ぴな場所で覇王と出会えるとは。

「覇王様！　お待ちになってください！」

　女性のほうも蔓つる籠かごを放り出して、覇王のあとを追う。

「覇王さん、背中に大きなリュックを背負っていらっしゃいますね」

「どこかに出かけてたっぽいね」

　覇王はリュック以外にも斧おのや槍やりなどの武器を背中に背負っていた。

　どうやら戦利品みたいだな。リュックもパンパンだし、どこかのダンジョンに潜もぐっていたのかもしれないな。この時間だから、ラスダンではなく近場のどこかだろう。

「築上記念日だってのに働き者だな……」

　まあ覇は王おうがおれと同じように現代日に本ほんから夢ゆめ召しよう喚かんされた地ち球きゆう人じんだとすればこの世界の記念日なんて馴な染じみがないだろうから普ふ段だん通どおりに振ふる舞まってもおかしくはないか。

「しかし、なんでまた犯罪者みたいにフェイスマスクなんかつけてるんだ？　それにあのフード付きの服もこのあたりの温暖な気候を思うと、ちょっと厚着しすぎな気がするが」

「サトル先生。スライムさん情報によると、覇王さんはどこに行っても衆目を集めてしまうので、フード付きのお洋服や帽子をかぶって素顔を晒さらさないようにしているらしいですよ？　特にプライベートでは念入りに変装するとか」

「あ、だからか」

「うん？」

「ほら、さっき覇王の顔写真をネットで探そうとしたけど一枚も見つからなかったじゃん。それっていつも素顔を隠してるからだよ」

「あー、なるほどですー」

　こうなると覇王がどんな顔をしているのか余計気になってくるな。

　……まあ今はこちらの正体を悟られるわけにはいかないから背中を追いかけることしかできないが。

　尾行を開始してしばらく歩くと森を抜け、隠れるところの少ない草原地帯に入った。

「やばいな。なるべく離はなれて音を立てないようにしないと……って、ロレッタ……！　言ってる側そばから先走りすぎ……！　もっと歩くテンポを落として……！」

　おれは慌てて先を行くロレッタの手を捕まえた。

　と、その直後──

「……は……は……は……っ」

　ロレッタが目を細め、口を半開きにさせた。

「よりによってこんなときにくしゃみ!?」

「は……は……は……は……──っ」

　まずいぞ。くしゃみなんてしたら間違いなく覇王はこちらを見る。

　顔を見られたら人生の最後ってわけではないが、この先また覇王を尾行する機き会かいがあるかもしれないし、そもそもこんな何もない平原を歩いている若い男女とか怪しすぎる。覇王にマークされるのだけは避けたいが……。




「はっくちゅーっ！」




　おれの希望を裏切るようにロレッタの可愛かわいらしいくしゃみが平原に響ひびき渡った。

　くしゃみのあと、一いつ瞬しゆん、間があったが……。

　覇王は立ち止まり後ろを振り返った。

　ところが──

「……………………？」

　覇は王おうは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげただけですぐに前を向いた。

　ん？　おれたちの存在に気づかなかった？　え、そんなに存在感ない、おれたち？

　覇王同様に不思議に思っていると、

「ふ、ふぅ。サトル先生……危ないところでしたね」

　どこからともなくロレッタの声がした。ただし姿は見えない。

「あれ？　ロレッタ？」

　くるりと周囲を見回してみたがやはりどこにもロレッタはいない。

「ここですよ、サトル先生」

　なのにすぐ側そばから声が聞こえてくる謎なぞ現象──

「や、ホントにどこ？」

「ここです、ここ」

　と誰だれかがおれの身体からだに触れた。

「え？　何？　もしかしてロレッタ、透明になってる!?」

「はいです。くしゃみの直前、これはまずいと思って、ポケットに忍ばせておいた透明化ポーションを使ったのですよ。サトル先生にも使ったのですよ？」

「本当だ!?　おれの身体も透明になってる!?」

　今さらのように気づく。

　目の前ばかり見ていたから自分の身体の変化には気づかなかった。

「あれ、でも、待てよ……。この透明化ポーションってこの間、罠わなを見えないようにしたときに使ったやつだよね？　これって刺し激げきが強すぎて生物には使えないって言ってなかった？」

「生物にも使えるように改良しました」

「おー！　さすがロレッタ！　仕事が早い！　つか天才じゃん？」

「えへへ」

　姿は見えないが照れ笑いを浮かべている姿が目に浮かぶ。

「ただ改良の過程で非常にレア度の高い素材が必要になりまして、今使った分だけで本格的なダンジョンが一つ作れるくらいのお金を使ってしまいました」

「マジで!?」

　スライムさんが通信講こう座ざで覚えたパギャルコで家一軒分だろ？

　本格的なダンジョン一つって……どんだけお金使ったんだよ。

「ご安心ください。父の蓄たくわえがかなり残っていますから、この程度の出費どうということはありません。使ったと言っても全財産の一割程度です」

「そりゃ使いすぎだろ！　お小こ遣づかい感覚か！」

「で、ですがこうして覇は王おうさんに見つからずにすんだわけですから……」

「それはそうだが──」

　むにゅ。

　ん？　なんか触った？　柔らかい……なんだ今の感触？

「ひゃっ……サトル先生……そこはダメですよ」

「へ？　何が？」

　むにゅ、むにゅ。

　虚こ空くうに向かって拳こぶしを握ると、弾力のある何かが拳の中でかすかに反発した。

「さ、サトル先生……っ!?　そこはわたしの胸です……っ!?」

「え？　そうなの!?　ご、ごめん。でも何も見えないし……っ」

「そ、そんないやらしい手つきで……サトル先生、エッチですっ」

「マジごめん。悪気はないんだ、悪気は……」

　悪気はないが好奇心はある。すまん、ロレッタ。

「は、早く……覇王さんのあとを追いかけないと……っ」

「痛っ!?　ロレッタ、おれの足踏んでない!?」

「え？　え？」

「足踏みしないで!?　う、うわああっ!?」

　おれはそのままバランスを崩し、前方に倒れ込んでしまった。

「ひゃんっ!?　サトル先生、今度はお尻しりを触っています!?」

　どうやらロレッタも一いつ緒しよに転倒してしまったらしい。

　だがお互い透明だから居場所を確かく認にんできない。

　たしかに柔らかいものをつかんでいるようだが……。

「や、やっぱり……サトル先生はエッチな人だったんですね！　さっき公衆浴場が混浴だと言ったときも顔がニヤついていましたし！　うううう！」

「いやいや！　これは不可抗力だってば!?」

　混浴に反応したのは事実だけど──

「胸とお尻を同時に揉もみしだくなんてエッチすぎます!?」

「だからわざとじゃないんだってば！」

　見通しのいい平原が広がる場所だったから覇王の姿は見失わずにすんだものの……。

　お互い姿が見えないものだから何度もぶつかったり、デリケートな部分を触ってしまったりで、大変な目に遭った。

　最終的に──

　手を繫つないで歩くことでどうにか透明化に伴うトラブルを回かい避ひした。

　……こりゃ使うときは一人ひとりずつだな。

　まあメチャクチャ高価だから安価で作れるようになるまで使えないと思うが。

　今回使用したものを何個も作ったら破産するしな……。
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「はふぅー。ようやく街に戻ってこれましたー。何もかも覇は王おうさんのおかげです……」

「ロレッタ。敵に感かん謝しやしてないで尾行続けるよ」

　透明化の効果はとっくに切れているが、街中は人通りがあるので遮さえぎるもののない草原地帯よりはずっと尾行が容易なはずだ。路地などに入り込まれると厄やつ介かいだけども。

「あ、女性と別れました」

「結局、お礼の件はどうなったんだろ？」

「また日を改めて、ということかもですね」

　覇王は馬車が行き交う大通りを歩く。

　背中に大量の荷物を背負ったままだが、しかし疲れはまったく見えない。

　超人すぎるだろ、覇王。

「にしてもだいぶ時間食っちまったな……」

　空はすでに蜂はち蜜みつ色いろに染まっており、もうまもなく日が沈もうとしている。

　現実のおれが目を覚ますのは午前七時──この世界の時間で午後七時頃ごろだ。

　日が沈む前に少しでも覇王の個人情報を手に入れないと、おれもそうだし、ヤツが夢ゆめ召しよう喚かんによって毎晩この世界に渡航しているのならあちらもいずれ元の世界に帰ってしまう。

「サトル先生、覇王さんが建物の中に……」

「ん？　あの建物は？」

「絶品のシチューが食べられる街で一番人気の酒場っす！」

「そうなのですかー…………ってスライムさん!?」

「さりげなく合流してる!?」

「覇王はあの酒場がお気に入りらしく、ここのところ頻ひん繁ぱんに出入りしてるっす！　つまり覇王を見つける最良の方法はあの酒場を張ることなんすよ！」

「そういう大事なことは最初に言えや！」

　無む駄だに歩き回っちまったじゃねえか……。

「サトル先生、どうしましょう？　みんなで酒場に入ってみますか？」

「いや、まずはおれが一人ひとりで中の様よう子すを見てくるよ」

「わかりました」

「了解っす」

「んじゃ、ちと行ってくる」

　二人ふたりをその場に残し、酒場に向かう。

　カランカラン──

　木製の扉を押し開けると、戸に取りつけられた鈴の音があたりに響ひびいた。

　続いて、いらっしゃいませー、という複数の声がおれを迎える。

　感じのいい酒場だな。明るいし、活気あるし、いいお店っぽいぞ。

　今度また機き会かいを作ってロレッタたちと食事に来よう。

　買い物の約束もしてるしな……。

　──パリーン！

　そのとき店内で何かが割れる音がした。

「おい、てめえ、人にぶつかっておいて謝あやまりもしないのか？」

「何を言っているのかしら。そちらが勝手にぶつかってきたのでしょう？」

「あああ!?　ふざけんじゃねえよ！」

　また何かが割れる音──グラスが床に落ちたらしい。

　というか柄の悪そうな男が腹いせにわざと落としたのだ。

　揉もめごとか。吞のん気きなヤツらが多いこの世界にもヤクザみたいなのがいるんだな。

　おお？　よく見ると男の正面に立ってるの覇は王おうじゃん。

「ふん。まあ、おれも鬼じゃねえ。今、謝るんだったらここの酒場にツケてる飲み代で勘弁してやってもいいぞ？　ああ？」

「怒ど鳴なって相手を脅す。……チンピラの常じよう套とう手段よね」

　冷静な返し──凜りんとした声が酒場に響く。

　何気に覇王の声をちゃんと聞くのはこれが初めてである。

「あ？　なんだと？　もういっぺん言ってみろや！」

「まったく下げ衆すな男……」

　覇王は男の恫どう喝かつには応じなかった。

　それどころか──

「ま、声だけじゃわからないわよね」

「……あ？　なんの話だ？」

「私はね、外出するときは必ず素顔を隠すようにしているの。騒さわがられると面めん倒どうだから」

　そう言って覇王が一歩前に出た。

　そして、頭にかぶっているフードとフェイスマスクを外し──

　……………………………………え？

　覇王の素顔が露あらわになった瞬しゆん間かん、金かな縛しばりにあったかのようにおれは固まってしまった。

「ま、まさか……お前は──いや、あなたは覇王……覇王リーサ!?」

　固まっているのは男も同じ。覇王の素顔を目に入れるなり、身体からだを震ふるわせ始めた。

「その通り、私は覇は王おうリーサ！　いずれ魔ま族ぞくを滅ぼし、この世界に安あん寧ねいをもたらす者よ！」

　身体からだを横にして男をビシッと指差しながらキメ顔でそう言った覇王──

　その顔におれは見覚えがあった。

「その空からっぽの頭で記き憶おくしなさい。この私の顔と声を。そして、二度と近寄らないことよ。敵を増やしたくなければね？」

「……あ、あああ……っ」

　男が身体を震ふるえさせながら同時に声も震えさせる。

　覇王の名は伊達だてではないらしい。

　……というか、リーサって名前はあいつの下の名前に似ている……。

　ってことはやっぱり覇王リーサってのは──

「特別に見逃してあげるから十秒以内に私の前から立ち去りなさい」

「は、はひぃ!?」

　男は情けない悲鳴を響ひびかせながら脱だつ莵とのごとく逃げ出した。

　次の瞬しゆん間かん、男を目で追っていた覇王と入り口に立っているおれの目が合った。

　違う。合ったんじゃない……。

　ヤツは気づいたのだ──おれの存在に。

　そして、おれもまた気づいた。

　覇王リーサの正体に。

　タッタッタッタ──

　覇王が大慌てで駆けてきた。

　タッタッタッタ──タンッ。

　数秒後、おれの目の前で急停止……。

　ハァハァハァ──

　息が荒い。興こう奮ふんからか、顔が朱に染まっている。

　目は驚きよう愕がくで丸くなっており、両手はわなわなと震えている。

　そんな覇王の第一声は……。




「どうして成なる宮みや君がこんなところにいるのよ!?」




　声をひっくり返しながらおれの名を呼ぶ覇王。

　いや──

　そこにいたのはおれの知っている顔。

　生徒会長でありおれのクラスメイトでもある神しん宮ぐう寺じ理り沙さだった。
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　　　　　ＣＡＳＥ６　約束はエンゲージリングで







　グラウンドでサッカーをしている生徒たちの声が聞こえる。

　屋上にいるのにわりかしはっきりと。どっちが勝っているのかまでわかる。

　昼休みだってのに元気なことだ。

　……まあ目の前に立ってるこの女のほうがずっと元気……いや、これは殺気立ってるのか。

「それで？　キミはどういう経けい緯いであの世界に？」

　神しん宮ぐう寺じ理り沙さは屋上に現れるなりそんなことを口にした。

「自力で異世界に渡るなんて不可能だし、やはりキミも誰だれかに夢ゆめ召しよう喚かんされたのでしょう？」

「…………（もぐもぐ）」

　菓子パンを貪むさぼっていたおれは口を動かしながら神宮寺の問いかけに小さな頷うなずきを返した。

　今は昼休みでここは学校の屋上だ。

　おれは胡座あぐらを搔かいてフェンスに背を預け、購こう買ばいで手に入れたパンをかじっている最中。

　秋も深まりつつあり、屋上でメシを食うには厳きびしい季節になってきたが、クラスメイトのいる教室で異世界がどうのという話はできないので屋上にやってきたのだ。

　当然ながら昨日きのうの異世界での遭遇から一夜明けている。

　現実のターンである。

　まあ、寝ている間の出来事とはいえ、あちらでの生活だって現実の一部ではあるからこの言い方は正しくないな。どうでもいいけど。

　ところで昨日はあのあと──

「どうして成なる宮みや君がこんなところにいるのよ!?」

　という神しん宮ぐう寺じの疑問に対し、おれは答えを示さなかった。

　まさか魔ま族ぞくに加担し人間駆逐してます、とは言えないわけで……。

　ややこしいことになりそうだったので「すまん。これから人と会う約束があるんだ。詳しいことは明日あした学校で説明する」と言い残し、酒場を去った。さすがにあとを追われることはないだろうとは思ったものの、不安が拭ぬぐえなかったので、ロレッタたちと合流すると即座にラスダンに帰き還かんした。その後、覇は王おうの話はしたものの、覇王が現実の知り合いだということはロレッタたちには伝えなかった。というか保留にしたって感じだ。昨日はおれ自身、異世界で神宮寺と出会った事実を処理し切れていなかったから。

「成宮君、納得のいく回答を」

　でもって昨日の続きである。

　や、なんで犯人を問い詰める刑事みたいな態度なんだよ？　威圧感すごいんだが？

「もぐもぐ……ちゅーちゅー。ふぅ……」

　おれはストローでりんごジュースを吸い上げ口の中の菓子パンを胃に流し込む。

　しかし──

　まさかこいつが覇王だとは思いもしなかったぜ……。

　だが敵の正体がはっきりしたことで俄が然ぜんやる気が出てきた。

　神宮寺には現実で何度も煮え湯を飲まされてるからな。

　異世界でまでこいつに敗北を喫するわけにはいかん。

　……ロレッタのためにも負けられない。

「お前の推測通りだよ」

　とおれは冷静に言葉を投げた。

「つまり？」

「夢ゆめ召しよう喚かんされたんだよ。とある貴族のおっさんに」

　登校前に頭を捻ひねって考えた噓うそを何食わぬ顔で神宮寺に伝える。

　当たり前だが正体を告げるつもりは毛頭ない。

「貴族？」

「ああ。なんでも地ち球きゆうで流行はやってるゲームをあっちの世界で大々的に売り出したいんだと。そのおっさん、有名な商人でもあるらしくてな、ヒット作を狙ねらってるらしいんだ」

「どこのなんていう貴族？」

「すまんが、それは言えん。最初の商品を世に送り出すまでは口外しないって約束なんだ」

「なるほど……」と神しん宮ぐう寺じが腕組みをする。「そういえばキミって美術の成せい績せきは飛び抜けているみたいだし、悪戯いたずらを仕掛けるときも時折妙なギミックを使ったりするし、娯楽品の開発には向いているのかもしれないわね」

「そりゃ、おれは現実でもＲＰＧとか自作してるからな。物作りの申し子よ」

　ラスダンでも日々、卑劣な罠わな作ってるしな……ふふ。

「だったら校長先生のカツラなんて狙ってないでパソコン部にでも入ったら？」

「うちのパソコン部はヌルいからな。あんなところに入部したら堕だ落らくする」

「今以上に酷ひどくなることなんてありえるの？」

　神宮寺が的てき確かくなツッコミをおれに浴びせる。

　いいツッコミだ。こいつ相手だと遠えん慮りよなくボケられるわ。

「……でも、安心したわ」

「ん？　何がだ？」

「疑っていたから」

「……はあ？　疑っていた？」

　内心ドキッとしながらも横おう柄へいに言葉を返す。

「ええ。キミがあっちの世界でも人々に迷惑をかけているんじゃないかって」

　もっと言えば──

　神宮寺が神妙な顔で言葉を押し出す。

「成なる宮みや君が魔ま族ぞくの手先となって悪事を働いているんじゃないかって……」

「魔族の手先？　おれが？」

　……こ、こいつ鋭するどすぎだろ。ピンポイントで当ててきやがったぞ。

　おれの日ひ頃ごろの行いが悪いからってのもあるんだろうが……。

「一いつ瞬しゆん思っただけよ？　キミの話を聞いて自分がバカげた妄想に囚とらわれていたことに気づいたから。いくら神経が図ず太ぶとくて、捻ひねくれていて、悪戯好きで、下品で、下げ衆すな発想が得意な成宮君でもまさか魔族に加担するなんて……さすがにありえないわよね」

「ありえねーよ」

　悪口の羅ら列れつが気になるがここは素直に同意しておく。

「そもそも成宮君がそれを望んだとしても魔族が人間を仲間にするはずないものね。ちょっと深読みしすぎたみたいだわ……」

　……そうか──

　神宮寺は魔族がおれを夢ゆめ召しよう喚かんしたとは端はなから考えていないんだな。

　ま、そりゃそーか。夢ゆめ召しよう喚かんは人間の世界で生み出された魔ま法ほうだって話だからな。

　魔族が夢召喚を行使した例は過去にないらしいし。

　ロレッタが夢召喚を模も倣ほうできたのは偶然によるところが大きい……と本人が言ってたしな。

「ただ一つだけ気になることがあるのよね」

「まだ何かあるのか？」

「ええ。実は一昨日おととい、魔族の最重要拠点である地下迷宮に偵察にいったのよ」

「ほ、ほう」

　……マジか。あれ偵察だったのかよ。

「立たち塞ふさがる魔物も迷宮内に仕掛けられている罠もたいしたことなかったから、もう一度挑めば問題なく最深部に到達できると思うのだけれど──」

　た、たいしことないだと？　こいつどんだけ自信家だよ……。

「で？　気になることってのは？」

「ええ。迷宮のかなり深いところに手の込んだ謎なぞ解ときが五つほどあったのだけれど、いずれも地ち球きゆうの……いえ、日に本ほんのゲームを参考にして作ったと思おぼしき謎解きだったのよ」

「ゲームってのはテレビゲームのことか？」

「そうよ」

　そう言って神しん宮ぐう寺じがタイトルを二つ、三つ口にする。

　当たり前だがおれが謎解きに使ったゲームのタイトルである。

「魔族が地球の文化に精通しているなんて変だと思わない？」

「そうか？　おれ、雇い主の貴族のおっさんから、あの世界のゲーム事情についてレクチャーを受けてるが、魔法ネットワーク上に地球からパクったと思われるゲームがけっこうな数、アプリとして配信されてるって聞いたぞ？　魔族だって魔法ネットワークには接続できるだろうし、詳しいヤツがいても全然おかしくないだろ」

　魔ま人じん生せいゲームがいい例だ。他ほかにもパクリくさいゲームがいくつかスライムさんの魔法端末にインストールされてたし、おれの言っていることは間違っていないはずだ。

「魔法ネットワークって魔界でも当たり前に利用されているの？」

「あ、ああ……おっさんはそう言ってたが」

　やべえやべえ。たとえ真実だとしても魔族側の事情はあまり語らないほうがいいな。

　神宮寺はそんじょそこらの名探偵よりもずっと捜査能力に長たけているからな。

　過去に何度、こいつに悪事を暴あばかれたことか……。

「つか、神宮寺ってゲーム詳しいのか？」

「……ま、まあ……メジャーなゲームくらいなら」

　噓うそつけ。お前のゲーム知ち識しきはファミコン直ちよく撃げき世代の三十代レベルだろうが。

　おれが古今東西のゲームから選えりすぐって作成した謎解き五連発をいともあっさり解きやがったからな。たぶん知ち識しきだけならおれを凌しのぐぞ。……あとあれだ。五問目のアレ。どうして神しん宮ぐう寺じがあの手のゲームに詳しいのか──気になるところだ。

　ただまあ……ここであれこれ問いただすわけにはいかないわな。

　言ったらおれが魔ま族ぞくと関かかわりがあることがバレちまうし。

「それはそうと、お前があの有名な覇は王おうリーサだとは思わなかったぞ」

「……うっ」

　その名を口にすると途と端たんに神宮寺の顔色が悪くなった。

　ははあ。こりゃ、突っつけば面おも白しろいものが見られそうだな。

「『私は覇王リーサ！　いずれ魔族を滅ぼし、この世界に安あん寧ねいをもたらす者よ！』」

　おれはブレザーをマントに見立て、覇王リーサのモノマネを披ひ露ろうした。

「……っ!?」

　おれの演技に神宮寺が目の色を変え、顔が一いつ瞬しゆんで赤く染まった。

「『その空からっぽの頭で記き憶おくしなさい。この私の顔と声を。そして、二度と近寄らないことよ。敵を増やしたくなければね？』」

「……ちょ、ちょっと……止やめなさいってばっ」

「『特別に見逃してあげるから十秒以内に私の前から立ち去りなさい』」

「だ、だから……っ！」

「プッ、どこの正義の味方だよ。ドヤ顔で……プークスクス…………って、うお!?　拳こぶしを振り上げたまま迫ってくんな！　顔もなんか不ふ動どう明みよう王おうみたいになってるぞ！」

「…………成なる宮みや君？　私は誰だれかしら？　ねえ、誰？」

「は、はい。覇王……ではなく神宮寺理り沙さ様です……」

　速攻でひれ伏す。こういうときのおれは素す早ばやい。

　なんでも神宮寺は幼少の頃ころから合気道、剣道、柔道と様々な武道をたしなんでいるらしいからな。全部合わせて十段いくらしい。喧けん嘩かではかなわないと思ったほうがいい。実際、こいつはあっちの世界で覇王リーサとして王国中に名が轟とどろいている。ゴーレムさんも歯が立たなかったし、ウルフ軍団なんて串くし刺ざしになってたもんな。おれなんて瞬殺だろう。

　そして、神宮寺が優すぐれているのは戦いだけじゃない。こいつは頭もよく、全国模試で一ひと桁けたの順位に名を連ねる実力者なのだ。学校の勉強でおれが勝てる要素は皆無だ。運動神経もいいから、たぶんスポーツで競きそっても勝てないだろう。人望だってこいつのほうが上だし。ビジュアルなんて言わずもがな。……あれ？　おれが勝てる要素一つもなくね？

「卑屈ね。キミにはプライドというものがないわけ？」

「そんなもん幼稚園児のときに砕け散ったっつーの」

「幼い頃のキミに何があったのよ……」

「いろんな苦労があるんだよ。下しも々じもの世界には。お前みたいに光ひかり輝かがやく場所で称しよう賛さんを浴び続けてきた人間にはわかんねぇと思うがな」

「刺とげのある言い方ね」

「日陰者の嫌いや味みだ。これくらい言わせてくれ」

　おれは屋上に膝ひざをついたまま視し線せんを上げた。

　目の前にすらりと伸びた白はく磁じのような脚がある。

　ひれ伏しているから角度的にスカートの中が拝おがめそうだが、視線に気づかれたら上うわ履ばきで顔面を蹴けられかねないので脚を眺めるに留とどめておいた。

「そういや、勇者の子孫をビンタして泣かせたとか、王様に靴舐なめさせたとかいう話を風の噂うわさで聞いたんだが、お前、異世界で何やってんの？　女王様ごっこ？」

「そ、それは誰だれかが事実を大げさに語っただけよ」

「じゃあ、真実は違うのか？」

「そ、そうよ。ビンタの件は勇者の子孫があまりにも情けないことを言うから口で一いつ喝かつして、そうしたら急に泣き出したのよ。私はビンタなんてしていないわ。王様だって……まあ、たしかにあの人、私の靴を舐めたけれど……」

「舐めてんじゃん」

「ち、違うからっ！　王様は『加か護ご中毒』なのよ！　あと女性に虐しいたげられることに快感を覚えるド変態なの！　私が強要したんじゃなくて、勝手に舐め始めたのよ！」

「どんな王様だよ。終わってんなー、人間の世界」

「一応、王様としての仕事はちゃんとこなしているらしいのだけれど……」

「あ、そうなん？」

「でも変態なのは疑いようがないわ。私、そのときが初対面だったのよ？　なのにいきなり靴を舐めようとして……もう二度と会いたくないわ」

　何を思い出したのか、神しん宮ぐう寺じが身み震ぶるいした。

　人間の世界も魔ま界かいとはまた違った意味でやばいみたいだな。

「つーかさ、覇は王おうって称号はどうなん？　なんか悪役っぽくね？」

「そ、その称号だって……別に私が考えたわけじゃ……」

「あらあら。真まっ赤かになってうつむいちゃって」

「う、うるさいわね！」と叫びながら神宮寺が拳こぶしを前に突き出す。

「おっと」

　余裕でかわせた。キレがないな。こりゃそうとう動揺してますわ。

　そもそも、武道をたしなんでいるとはいえ、こいつが顔を真っ赤にして拳を振り上げるなんてこと今までなかったからな。完かん璧ぺき超人の神宮寺も所しよ詮せんは人の子だったってことか。

「お前が覇王の称号を気に入っているのはわかってるんだぜ？　さっきのおれのモノマネ覚えてるだろ？　異世界であんな啖たん呵か切るくらいだ。嫌いなわけないよなぁ？」

「……そ、そんなわけ……ないじゃない」

「視し線せんをそらしながら否定してもまったく説得力ないぞ？」

　神しん宮ぐう寺じのこういう表情は貴重だ。本来のこいつは他人に弱みを握られないよう細心の注意を払うヤツだからな。ただあの世界は地ち球きゆうとはなんの繫つながりもない異世界だ。きっとこいつもおれと同じようにあのファンタジー然とした世界で自分の願がん望ぼうを満たしているところが少なからずあるのだろう。おれと遭遇するとは思ってなかったはずだし。

「まあ冗じよう談だんはこれくらいにしておくとしてだ」

「明らかにからかっていたわよね？　今のを冗談ですませるわけ？」

「ゴメンナサーイ」

「誠意の欠片かけらも感じないごめんなさいね」

「諦あきらめろ。おれはこういう人間だ」と言っておれはのそのそと腰を上げ、「でだ。異世界で覇は王おうリーサとして名を馳はせているお前は今、魔ま族ぞくと壮絶な戦いを繰くり広げているわけだな」

「そうね。その認にん識しきで合っているわ」

「地下迷宮だっけ？　さっき言ってた魔族の最重要拠点を攻めてる最中なのか？」

「ええ。日ごとに構造が変化する不ふ思し議ぎな迷宮で、最深部に魔界に続く扉があるというもっぱらの噂うわさなの。そして、その扉を魔族の長おさである魔王自ら守っていると言われているわ」

「へえー……」

「魔王は計り知れない力を持っていると聞くわ。放っておくと、魔王が放つ瘴しよう気きだけで人間の世界が侵食されてしまうとも。だから何がなんでも討とう伐ばつしなければならないのよ」

「ふ、ふーん……」

　大変恐きよう縮しゆくなのですが、あなたの言う魔王は人間世界で流行はやっているお菓子を食べて聖水にあたって死亡していまして。

　…………とは言えない。

　つーか、言ってはいけない。

　ロレッタが、父親の死が明るみになるのを望んでいないということもあるが（情けない死に方なので人間たちには知られたくないと言っていた）、この事実を下手へたに明かせば人間たちが勢いづく可能性がある。黙だまっておいたほうが賢けん明めいだろう。

「何その気のない相あい槌づちは？」

「いや、異世界でも現実と変わらず、優ゆう等とう生せいらしいことやってんだなと。あとおれさ、夢ゆめ召しよう喚かんされてからまだ日が浅いから、あっちの世界の事情に疎うとくてな。だから魔族がどうだ魔王がどうだって言われても、『あ、はい……』ってリアクションになるわけだ」

「異世界初心者というわけね」

「まあそうだな。そういや神宮寺はいつ頃ごろからあの世界に？」

「四ヶ月ほど前よ」

「……お前、たった四ヶ月で魔ま族ぞくの四し天てん王のうを封印して覇は王おうの座にまで登りつめたのか……」

　聞けば神しん宮ぐう寺じを夢ゆめ召しよう喚かんしたのは例の勇者の子孫だと言う。

　ぐーたらな子孫は自分の代わりに魔族と戦ってくれる有能な人材を求めて夢召喚魔法に踏み切ったらしい。そんな他た力りき本ほん願がんな願ねがいを神宮寺が叶かなえる気になったのは、勇者の子孫があまりにもだらしなく、自分がなんとかしなければ、という使命感を抱いたからだとか。

「なあ、神宮寺。ものは相そう談だんなんだが……」

「……相談？　キミが私に？」

「あー、つってもたいしたことじゃない」おれはそう前置きし、「最初に話したと思うが、おれはあっちでゲーム開発をやっている。ただ地ち球きゆうで流行はやっているゲームを参考に商品開発しているとはいえ、最低限あちらの世界のことは知っておくべきだと思うんだよ。ほら、日に本ほんでは人気のあるゲームだけど、海外で売ってみたら箸はしにも棒にも引っかからなかったなんてことよくあるだろ？　その逆もまたしかりだ」

「あるわね。ありすぎて困るわ」

　神宮寺が素直に頷うなずく。

　うむ、この理解の早さは間違いなくゲーマー……。

「でまあ、お前さえよければなんだが、あの世界の戦争の歴史とか現在の魔族との戦いの構図なんかについて簡かん単たんにレクチャーしてくれないか？　できればこっち──現実じゃなくて夢召喚されているときがいいんだが……」

「いいわよ」

「あ、あれ？　もっと迷うと思ったんだが、なんで即答？」

「キミがまっとうに働き、まっとうに勉強しようとしているからよ。私はね、世間に迷惑をかけまくっている素行の悪い生徒以外には優やさしい神宮寺さんで通っているの。知らなかったの？」

「自分で言うことかよ」

「それにここでキミに恩を売っておくのも悪くないし」

「それが本音だろ！」

「ふふ、当たり前でしょう？」

「ったく……食えないヤツ」

「ただし、私の仲間に会っても現実でのことは他た言ごん無む用ようにして。あと初対面の相手に下品なことを言ったり、女性のスカートをめくったり……とにかく他人ひと様さまに迷惑をかけないように」

「おれどんだけ信用ないんだよ」

「微み塵じんもないからこれだけ念を押しているのよ」

「ひでぇ……」おれは屋上の錆さびついたフェンスに寄りかかる。「あ、そうそう。おれ一人ひとりじゃなくて、知り合いも連れていきたいんだけど、いいか？」

「どんな知り合い？」

「雇い主の一人ひとり娘むすめだ。いわゆる箱入りでな、異世界暮らしの短いおれ以上に世間知らずなんだよ。ぜひ教育してやってくれ。素直ないい子だからさ」

　おれ一人で行くよりもロレッタが側そばにいたほうが場が和なごむはずだ。あとおれ魔ま法ほう端末持ってないし、文字も読めないから一人で街に出かけて迷まい子ごになったら困る。

「ふーん。別にかまわないけれど……」

「なんだよその意味ありげな、ふーんは？」

「成なる宮みや君と女の子の組み合わせに違和感があったのよ。だってキミ、女っ気のない学校生活を送っているでしょう？　言動がアレだからうちのクラスの女子は完全にキミのこと無視しているし。いえ、腫はれ物ものを扱うような感じかしら？」

「頼むから蔑さげすむような目で毒どく突づくの止やめてくれ」

　いい加減、泣きたくなってくるぞ。

　神しん宮ぐう寺じってホントおれには容赦ないよな……。

　ま、こうして毒を吐いていられるのも今のうちだけだ。

　お前の手の内、全部見せてもらうぜ、くっくっく。

　知り合いってのが逆に功を奏したよな。

　これで堂々と神宮寺の──いや、覇は王おうリーサの内幕を知ることができる。

「ちなみに今日きようの夜とかでも大丈夫か？」

「むしろ今日がいいわ。明日あした以降はちょっと忙しくなるから」

「ん？　そうなん？」

「ええ……いろいろと準備が必要だから」

　ん？　一体なんの準備だ？　なんだか嫌いやな予感がするな……。
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　その日、早めに就寝し、異世界に渡航したおれはロレッタに覇王＝神宮寺であること、要は覇王が現実の知り合いであることを告げた。またこちらの世界での身分は覇王に悟られていないこと、これから覇王のアジトに偵察に向かうことなども合わせて伝えた。

「サトル先生と……覇王さんが知り合い……」

　ロレッタはかなり驚おどろいていたが、おれの提案には賛さん同どうしてくれた。




　その後──




「初めまして、ロレッタと申します……」

「こちらこそ初めまして。リーサよ」

　ロレッタと神しん宮ぐう寺じがお互いに頭を下げ合う。

　人間世界の英雄、覇は王おうリーサと魔ま界かいの最高責任者、ロレッタが挨あい拶さつを交わす光景は酷ひどくシュールで、危うく笑いそうになったが、咳せき払ばらいをしてなんとか誤ご魔ま化かした。

「じゃあ、私についてきて」

　シックなワンピースに薄うす手でのカーディガンという私服スタイルの神宮寺が歩き出す。

　服装がいつもと違うのはロレッタも同じだ。ダークな服装だと貴族の娘っぽくないので今日きようは人間の世界で買ったビビッドなカラーのスカートとブラウスを着用している。

「こっちよ」

　神宮寺はアーチ型の門をくぐると、右手に進路を取った。

　広大な敷しき地ちの中には大きな建物が二つある。

　一つは神宮寺のこの世界での私邸。

　もう一つは神宮寺がギルドマスターを務めるギルド本部。

　今、向かっているのは後者の建物だ。

　ちなみにギルドの名前は『深紅色の天使クリムゾンエンジエル』というらしい。

　本人から聞いたわけではない。スライムさん調しらべである。

　中ちゆう二に病びようをこじらせたようなギルド名だから言うのが恥ずかしかったのだろう。

　ってか深しん紅く色いろの天使って、色合い悪すぎだろ。

　……うむ。やはり神宮寺にはヒーロー願がん望ぼうがありそうだな。

「しっかし、王様に領地を与えられるとか、なんつーか、お前、えらいことになってるな」

「たいした広さではないわ。現実にある実家の敷地の半分もないし」

　そういやこいつはガチのお嬢じよう様さまだった。

　現実でも異世界でもセレブ暮らしですか、そうですか。

「天気もいいし、せっかくだから外で話しましょうか」

　ギルド本部の裏手に回ると、ベンチとテーブルがいくつか並べられていた。

　ん？　なんだあの建物？

　ベンチの近くに木組みの建物があった。

　……んー、倉庫かな？　ま、気にするほどのことでもないか。

「どうぞ。座って」

　テーブルを挟み、おれとロレッタ、神宮寺と向かい合うような形で席につき、道中で買ってきた飲み物と軽食などをテーブルの上に並べる。

「さっそくなんだが神宮寺。現在の魔族との交戦状況についてレクチャーしてくれないか」

「歴史はいいの？　どうせ知るなら最初からのほうがいいんじゃない？」

　と言って神宮寺が手に持っていたバッグの中から何冊か本を取り出す。

「ん、これ神宮寺の本？」

「ええ、そうよ」

「……お前、まさかこの世界の文字読めるのか？」

「読めるわよ」

「マジかよ。相変わらずの秀才っぷりだな、おい」

「キミもそのうち読めるようになるわよ。……と思ったけれど、キミの成せい績せきを思うと、一生かかっても無理かもしれないわね」

「成績のことは言うな！」

「ふふ、冗じよう談だんよ」

「冗談になってねーから」

　……ったく、異世界でまで優ゆう等とう生せいの嫌いや味みを聞かされるハメになるとは。

「あ、あの……サトルせんせ……サトルさん」

　ふいに隣となりのロレッタがおれに耳打ちした。

　さん付けに言い直したのは神しん宮ぐう寺じの目を気にしてのことだろう。

「ん？　どうした、ロレッタ？」

「えっと、その……いえ、やっぱりなんでもないです」

「……？」

　なんだろう。言いかけて止やめるなんてロレッタらしくないな。

　つか、今日きようはやけにおとなしいんだよなぁ……。

　まあ敵である覇は王おうと同席してるわけだからな。緊きん張ちようしてるんだろう。

「覇王さんよ。とにかく歴史は後回しでいいから、まずは現在の交戦状況を頼む」

「じゃあ歴史の話はまたの機き会かいにしましょう」

　そう言って神宮寺が買ってきたお茶を一口飲む。

　その後、何かを思いついたように顔を上げ、

「そうだわ。話をする前に……」

　言いながら席から立ち上がる神宮寺。

「ん？　なんだ？」

「二人ふたりともこっちに来て。面おも白しろいものを見せてあげるから」

「何を見せてくれるんだ？」

「ついてくればわかるわ」

　神宮寺が向かったのは先ほどおれが注目した木組みの建物だった。

「その建物は倉庫か？」

「ええ、そうよ」

　先を行く神宮寺が倉庫の入り口、両開きの扉に手を伸ばす。

　そして──

「はい。中を見てみて」

「うおっ……」「わっ……」

　倉庫の中にはたくさんの木箱が置いてあり、その中に剣、斧おの、槍やり、弓などの武器が、また様々な金属製の防具が、さらにポーションなどの回復薬、食料、水、おまけにツルハシやロープ素材のハシゴ、松明たいまつ、金かな槌づち、釘くぎ、杭くい、テントといったサバイバル用品や建築道具までもが並べられていた。

「驚おどろいた？」神しん宮ぐう寺じがニヤリと笑う。「今、私たち人間は魔ま族ぞくをあと一歩のところまで追い詰めているわ。一昨日おととい、地下迷宮に偵察に行ったという話はしたわよね？」

「あ？　ああ……」

「本番は明後日あさつて──ここにある資材はその日のためのものなの。ここまでする必要はないのかもしれないけれど、これまで多くの冒険者が地下迷宮の餌え食じきになっているし、私も偵察とはいえ一度攻略に失敗している。明後日……覇は王おうリーサとして冒険者を率いるからには失敗は許されないのよ。私は今、そういう立場にいるの」

　神宮寺が拳こぶしを握りしめ、力のこもった言葉で心境を告げる。

「この一ヶ月の間に様々な武器、防具、道具をそろえたわ。これでだいたい冒険者、五百人分ほどね。当日もそれくらいの人数で地下迷宮に攻め入るつもりよ」

「……ご、五百人……!?」

　ロレッタが声をひっくり返し、よろめきながらおれの腕にしがみついた。

「大丈夫か？　ロレッタ？」

「は、はい……なんとか……」

　見るからに顔色が悪い。よほどショックだったと見える。

　ただあまり驚くと神宮寺に怪しまれるので……。

「どうかしたの？」

　言わんこっちゃない。

「えーとな、ロレッタには刺し激げきの強すぎる話だったらしい」

「え、そんなに生々しい話はしていないと思うのだけれど……」

「ロレッタは繊せん細さいなんだよ。人一倍ナイーブなんだ。あとこの倉庫に物ぶつ騒そうなものがたくさんあるのが原因だろうな。つか、おれでさえギョッとしたぞ？」

「……そ、そう」神宮寺が気まずそうに頭を搔かく。「ごめんなさい、そこまで気が回らなかったわ。こういったものを見せたほうが手っ取り早いと思ったのだけれど……」

　……よし、なんとか誤ご魔ま化かせたな。

　世間知らずの箱入りって設定で紹介しといてよかった。

　にしても……。

　冒険者五百人で地下迷宮に攻め入るだと？

　軍隊かよ。規模でかすぎ。やばい。

　……しかし、攻略熱心な覇は王おうこと神しん宮ぐう寺じが一昨日おとといになるまでラスダンに姿を見せなかった理由……それから昨日きのう、どこかのダンジョンで手に入れたと思おぼしき戦利品を担いでいた理由がわかった。今までずっと戦力を整ととのえていたんだ。確かく実じつにラスダンを攻め落とせるように……。

　用意周到なヤツだぜ、まったく。

　だが、ここでこちらの正体を悟られることなく、逆に神宮寺の企たくらみを知ることができたのは大きな収しゆう穫かくだ。

　あとは明後日あさつてをどう乗り切るかを考えればいいだけだ──







　その後──

　ベンチに戻り、お茶を飲みながらの雑ざつ談だんとなった。

　ロレッタに気を遣つかったのか神宮寺は戦いの話題から一いつ旦たん離はなれ、日常の些さ細さいなことや、この世界で知り合った仲間たちのことを語り始めた。話の大部分はどうでもいい情報だったが、中には有益な情報もあり、途中、メモを取りたい衝しよう動どうに駆られたが、さすがに神宮寺の目の前でそれはできなかった。

　またおれのほうからの質問で、明後日の戦いのスケジュールと、一部の冒険者の特徴を聞き出し、集めた資材品のリストもチラ見することができた。

　他ほかに気になったことと言えば……。

　ロレッタの態度だろうか。

　終始無言で、神宮寺が話しかけても、おれが声をかけても、「……はぁ」と気のない返事が戻ってくるばかりで、一向に元気が戻る気け配はいがなかった。







「まさか五百人規模とは……あいつ本気だな」

　地下迷宮に戻ると、おれは魔ま法ほうの鏡かがみの前に並べられた椅い子すの一つに腰を下ろした。

　そして、大きく息を吐き出す。

　と──

「……うう……ひっく……うう……っ」

　おれの背後でなぜかロレッタが泣きべそを搔かいていた。

「ロ、ロレッタ？」

「サトル先生……うわああーん……っ！」

　彼女は大泣きしながらおれの胸に飛び込んできた。

「うおっ……」

　華きや奢しやな身体からだを両手で受け止める。

「うう、ひっく……」

「ロレッタ、大丈夫だって。たしかにおれも五百人って聞いたときは驚おどろいたけど、ちゃんと対策を練ればなんとかなるって──」

「……違っ……違うん……です……ひうっ……」

「ん？　違う？　覇は王おう率いる五百人の軍勢にショックを受けたんじゃ……って、それで泣くのはたしかに大げさか。じゃあどうして泣いてるの？」

「……う、うう……」

　おれの胸に顔を埋めていたロレッタが顔を上げた。

　だが言葉を発しようとはしない。涙目でおれの顔を見つめているだけだ。

「ロレッタ？　ちゃんと話してくれないと何もわからないよ？」

「うう……サトル先生は……その……覇王さんとお知り合いなのですよね……？」

「うん」

「今日きよう、顔を合わせたとき、お二人ふたり……仲よさそうにしてました。……そんな二人が戦うことになるのは……うう……サトル先生を夢ゆめ召しよう喚かんしたのは……わたしで……。だ、だから……サトル先生、覇王さんの味方をするんじゃないかって……思って」

「…………ロレッタ」

　言葉の繫つながりが若干おかしいが、言いたいことはなんとなく伝わってきた。

　そうか。おれと神しん宮ぐう寺じの関係が気がかりで──だから今日は様よう子すが変だったのか。

「ロレッタ。気にしすぎだ。おれはいつだってロレッタの味方だよ」

　おれはロレッタの頭を、よしよし、となでてあげた。

　だがそれでもロレッタの不安は拭ぬぐえないようで、

「でも……サトル先生は……覇王さんと……仲よし……なのでしょう……？」

「いやいやいや！　それはないから！」

「……えぇ？」

「ロレッタ。神宮寺……いや、覇王とはたしかに知り合いだけど、仲よしでもなんでもないんだよ。……つか、ごめんな。事前にしっかり話し合っておくべきだった」

　おれは改めてロレッタの頭をなでた。

　するとロレッタが何度もまばたきをしながらおれを見上げ、

「仲よしじゃない……？」

「うん。むしろ敵だよ、敵。おれがあいつの隣となりに立つことは未み来らい永えい劫ごうありえないから安心してくれ。そもそもロレッタの敵はおれの敵だ。たとえ知り合いであってもね」

「……本当ですか？」

「ああ、本当だよ」

「……本当に本当ですか？」

「本当に本当だよ」

「……本当に本当に本当……──」

「えっと、いつまで続くのかな、それ？」

　ロレッタはなかなか納得しなかった。

　おれの言うことならなんでも信じちゃう感じなのにこの疑いようはどうしたことか。

「その、わたし……サトル先生が……何も言わず突然いなくなってしまうのではないかと……心配で心配で……」

　ああ──

　そうだった。ロレッタは一度、配下の魔ま物ものたちに逃げられているんだ。

　きっとそのときの記き憶おくがよぎるから、ちょっとしたことで疑心暗鬼に陥るんだろうな。

　……それにおれは人間であって魔族ではない。

　人間なら人間の味方をするのが普通で、おれみたいなのはかなり珍しいはずだ。

　ロレッタの懸け念ねんもそこにあるのかもしれないな……。

　だけど──

　おれは神しん宮ぐう寺じの味方をするつもりはさらさらない。

　人々の先頭に立って魔族と戦っている神宮寺は立派だと思うし、あいつは人として正しいことをやっていると思う。

　現実でも異世界でも、神宮寺はいつだって正しい道を選ぶ。

　優ゆう等とう生せいらしい道を。

　普通の人間だったらなんの躊躇ためらいもなく神宮寺の隣となりを選ぶのだろうが──

　おれはあいつの隣には立てない。だっておれの正義はここにあるから。

　人間の侵攻に怯おびえる魔族の少女を守ること。

　それが今のおれにとっての正義なのだ。

　おれにはおれの、神宮寺には神宮寺の信じる道がある。

　ただそれだけのことだ──

　ま、命のやりとりをしようってんじゃないんだ。深刻に考える必要はないだろう。

　神宮寺……悪いが勝たせもらうぜ！　クラスメイトだからって手は抜かねえ！　つーか、手なんか抜いたら負けるからな！　全力でいかせてもらう！

「ロレッタ、おれに迷いはない。戦うよ、覇は王おうと」

「…………うー」

「まだ納得できない？　だったら念書でも書こうか？　成なる宮みや悟さとるはロレッタ・アハル・オルムステッドを絶対に裏切りません、って書いて拇ぼ印いんでも押してさ」

「念書……？」

「魔ま界かいにはそういうのない？　わかりにくいなら雇用関係を結んで、契約書の中にそういう項目を設けるってのでもいいけど」

「あ、いえ……師匠であるサトル先生と雇用関係を結ぶわけには…………あ、そうです！」

　とロレッタが声を張り上げた。

　先ほどまで頰ほおを伝っていた涙はいつの間にか止まっている。

「ちょ、ちょっとお待ちを！　すぐに戻ってきますので！」

　ロレッタが住居に続く通路に向かって駆け出す。

　なんだろう、とその場で待たい機きしていると、ほどなくしてロレッタが戻ってきて、

「それは？」

　手に持っている小さなケースを指差す。

「指ゆび輪わです」

　訊きくと、ロレッタがケースを開いた。

　中には同じデザインだがサイズの異なる二つの指輪が並んでいた。

「お、すごい。高そうな指輪だね」

　そのリングは飾りっけのないシルバーリングとかではなくどちらも小ぶりだが宝石があしらわれていた。漆しつ黒こくの宝石なのだが、輝かがやきがすごい。素人しろうとのおれでもいいものだとわかるくらい特別な輝きを放っていた。

「これは魔界原産のブラックダイヤです。大昔から人気のある宝石でそれなりに高価なものなのですよ」

「へえ。それ二つ並んでるけどペアリング？」

「えっと……そうなのですが……これはエンゲージリングでもありまして」

「え？　結婚指輪？」

　つか、それをどうしようっての？　まさかおれとロレッタがつけんの？

「実はですね、このエンゲージリングは別名『裏切りの指輪』とも呼ばれていまして、相手の心が離はなれると自動的にお互いの指輪が砕け散るようになっているのです……」

「……何それ恐こわい」

「わたしが手に持っているこれは昔、父が宝石店を経営していた頃ころに発注したもので、倉庫に一つだけ残っていたのですよ」

「今、気持ちが離れると砕け散るって言ったけど、魔界のエンゲージリングってのはみんなそういう仕掛けが施されてんの？」

「いえ、これは父の趣しゆ味みです。普通の指輪では芸がないと言って」

「ある意味で破局の原因になるんじゃないのか、それ……」

「発売当初はバカ売れだったそうですけど、しばらくしてから苦情が殺到したそうです」

「そりゃそうだ」

「……あ、あの……サトル先生……」

　ロレッタがケースを差し出したままおれを上うわ目め遣づかいで見上げる。

「ん？」

「えっと……それで……どうでしょうか？　これを契約の証あかしとするのは？」

「ああ、なるほど」

「あ、別にわたしとサトル先生が……その、け、け、け、結婚しゅるとか……そーゆーことではなくてでしゅね……？」

「微妙に赤ちゃん言葉になってるぞ、ロレッタ」

「……こ、このエンゲージリングは友人同士でも使えるもので……気持ちが離はなれるというのは恋愛的な意味だけではなく親愛や友情などにも適用できるので……その……あの……」

「わかってるよ。おれたちの場合は師弟関係だろ？」

「あ、はい。その通り……です……はぁ……」

「ん？　なんで溜ため息いきついてるの？」

「い、いえ！　なんでもありません！　師弟関係でお願ねがいします！」

「じゃ、せっかくだから──」

　おれはケースの中からサイズが小さいほうの指ゆび輪わを手に取り、ロレッタの指に通した。

　師弟関係とはいえ指輪の交換なんて初めてだから緊きん張ちようするね。
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「あ……っ」ロレッタの顔がポッと赤く染まる。「あ、ありがとうございます……先生」

「ん、微妙に縮ちぢんだ？」

「はい。指の大きさに合わせてサイズが変化するようになっているのですよ」

「そりゃすごい」

「えっと……では僭せん越えつながらサトル先生の指ゆび輪わはわたしが……」

　ロレッタがもう一つのリングを手に取る。

「あ、あわわ……っ」

　指輪を持つロレッタの手は痙けい攣れんしてんのかってくらい震ふるえていた。

「ゆっくりでいいから」

「は、はい……っ」

　時間はかかったがなんとか指に通すことができた。

「これで契約完了だな」

「そ、そうですね……」

　と相変わらず赤い顔のロレッタが指におさまったリングを見つめる。

　しかし、しばらくするとしゅんとなり、

「……わたし……全然ダメですね……。本当ならサトル先生がいなくても、自力でなんとかしなければならない立場だというのに……」

「それは今さら言いっこなしだよ」

「ですが……」

「ロレッタに至らない点があるとしたら、それは師匠であるおれの責任でもある。だからそんなに思いつめないで気楽にいこうよ。ペアリングってのは二つで一セットだろ？」

「そ、そうですね！　二つで一セットです！」

「よし、元気出てきたね。じゃあ、明後日あさつての防ぼう衛えいに向けて作戦を練ろう！」

「はいです！」




「よーやく終わったっすかー」




　そのとき通常状態のスライムさんが玉座の間に姿を現した。

「ウホッ！　ウホッ！　ウッホーッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　続いてゴーレムさんとウルフ軍団がやってきた。

　どうやらみんなでおれたちの様よう子すをうかがっていたらしい。

「指輪の交換シーンは見ていてドキドキしたっす！　どこのラブコメっすか！」

「ぜ、全部、見ていたのですか!?」

　あわわ、と顔を真まっ赤かにして慌てるロレッタの肩の上にスライムさんが飛び乗る。

「ロレッター。だから言ったっすよー。サトルっちなら心配いらないって」

「え、えっと……あはは……」

「サトルっちはどう考えても悪役っす！　人間とは思えないくらいあくどいっすから！　そんなサトルっちが自分らを裏切るはずがないっすよ！」

「……評価してんのか、それは」

「当然っすー！」

　スライムさんがピョンとおれの肩の上に飛び移る。

「サトルっち！　迫る覇は王おう戦に際して、自分、とっておきのアイデアを思いついたっすよ！　当日は自分に指揮を執らせてほしいっす！」

「おいおい、調ちよう子しに乗んなよ？」

「まずゴーレムはウルフ軍団にまたがって出動するっす！」

「「「「「ウガアアアアアアアア!?」」」」」

「変な指示出すな。ウルフ軍団、困ってんじゃねえか」

「でも、ゴーレムは乗り気っす！　二重の意味で！」

「スライムさん、上手うまいことを言いますね」

「いや、ロレッタ。感心してないで止めてくれ」

「むしろ自分がウルフ軍団にまたがって突とつ撃げきしたいっす！」

「お前はもう黙だまってろよ！」

　どんどん場がにぎやかになっていく。

　玉座の間にいつもの雰囲気が戻ってきた。

　覇王……神しん宮ぐう寺じのことで一ひと悶もん着ちやくあったものの……。

　ようやく場が整ととのったな──

　……神宮寺、来るなら来い。

　おれが──いや、おれたちが相手になってやる！













　　　　　ＣＡＳＥ７　勝利はどちらの手に







　決戦当日──

「ついに来たか……」

「サトル先生！　人間のみなさんは合わせて五百十二人います！」

　ロレッタが魔ま法ほうの鏡かがみに示された赤点──敵の表示──の数を報告する。

「いつもの十倍か。ここから中層までに何人減らせるか……」

「サトルっち！　臨りん時じで雇ったバイトの魔物たちの一部を出陣させたっす！」

　人型状態のスライムさんが魔法端末を片手に玉座の間に飛び込んできた。

「スライムさん、ご苦労様です！」

「うっす！」とスライムさんが元の姿に戻り、ロレッタの肩の上に乗る。「でも、サトルっち？　相手は五百人を超える軍勢っすよね？　ギリギリ三桁けたに届く程度の味方でやれるんすかぁ？」

「こっちは待ち受けるだけだからな。相手と同じ数そろえる必要はない」

　うおおおおおおお──

　ガアアアアアアアア──

　鬨ときの声を合図に決戦の舞ぶ台たいは切って落された。

　冒険者の怒号と魔ま物ものの咆ほう哮こうが互いにぶつかり合う。

　これまで何度も防ぼう衛えいの任務についているがここまで派は手でな戦場を体たい験けんするのは初めてだ。

「みなさん頑張ってください！」

「中層までに戦力の七割は削っておきたいんだが……いけるか？」

　本日のラストダンジョンの生物群系バイオームは『通常』──無む機き質しつな石造りで特別な属性などは宿していない平凡なダンジョン──と新味は薄うすい。だが中層以降は複雑な迷路を形成しているので攻略に時間がかかるはずだし、途中で道に迷う者も出てくるはずだ。

「だいぶ数が減ってきたっす！」

「おっし。いい感じだ」

　いつもは上層には罠わなは仕掛けないのだが、今日きようは出し惜しみせず大量投入している。

　レベルの低い冒険者たちはこれで一いち網もう打だ尽じんにできるはずだ。

「ぎゃああああああああああ!?」

「うわああああああああああ!?」

　脱落者も徐々に増えてきた。

　悲鳴に混じって「キター！」「キマシタワー！」などの『加か護ご中毒者』と思おぼしき喜びの声なども聞こえる。キマシタワーじゃねえよ。死に間際に百合ゆり展開でもあったのか？　ゴーレムさんの口く調ちようとかもそうだが、一部地ち球きゆうの言葉が曲解されているような気がするな……。

　なんにしろ防衛は順じゆん調ちようのようだ。

　ただ──

『さあ、どんどん先に進むわよ！』

『おう！』

『任せてください～』

　問題は覇は王おう一行である。

　前回に引き続き屈強な戦士と魔法使いが後ろからついてきており、さらに今回は別に三名の冒険者が覇王率いる先頭パーティーに加わっている。神しん宮ぐう寺じのお供とあり、並の冒険者よりも腕が立つようで臨りん時じのバイト連中では歯が立たない。罠のほうも目ざとい神宮寺にことごとく見抜かれている。

「うう……やはりわたしの拙つたない罠では覇王さんの足止めにすらなりません……」

「サトルっち、そろそろ例の作戦を実行に移すときじゃないっすか？」

「いや、あの作戦は中層に入ってからだ。まだ敵の数が多くて覇王をピンポイントに狙ねらうのは難むずかしい状況だからな」

　対覇は王おう戦に向けてみんなに提案したいくつかの作戦──

　神しん宮ぐう寺じ理り沙さという人間はあらゆる意味で隙すきがないので策を練るのに苦労した。

　欠点の少ない優ゆう等とう生せいの神宮寺だが、ヤツだって人の子。

　弱点がないわけではないのだ。







　戦いが始まって数時間後──

　覇王たちが上層を抜け中層の迷路に突入した。

「中層にたどり着いたのは六十人か。よし、上出来だ！」

「サトル先生！　冒険者のみなさんが例のゾーンに入りました！」

「よっしゃ、まずは小こ手て調しらべといこう！」

　おれはロレッタが自作した魔ま法ほうのマイクを通して魔物たちに命令を伝える。

　ちなみにこのマイクは魔物たちが装着している魔法のイヤホンにしか出力されないので人間たちに声を聞かれる心配はない。

「総員に告ぐ！　プランＡ１に移行せよ！　繰くり返す、プランＡ１に移行せよ！」

　おれの声が伝わったのか、魔物たちが一斉に、うおおおおお、と雄お叫たけびを上げた。

『ウホッ！　ウホッ！』

『『『『『ウガアアアアアアアア！』』』』』

　ゴーレムさんとウルフ軍団が先陣を切って覇王のもとに向かう。

「よし、今だ！　例のものを投げつけろ！」

『ウホウホッ──ッ！』

　おれの指示を受けて真っ先に動いたのはゴーレムさん。

　三メートルにも及ぶ巨体が野球のピッチャーのようなフォームで両手を振りかぶる。

　そして──

『ウホオオオオオオオオオオオオッ！』

　トルネード投法で手に持っていた黄き色いろい物体を覇王目がけて放り投げた。

『……くっ!?』

　覇王リーサこと神宮寺はこれを紙一重でかわした。

　だがゴーレムさんの続く第二投、第三投がお供の冒険者たちに直ちよく撃げきした。

『……痛っ！　顔に何か当たった!?』

『こ、これは……レモン！』

『なぜレモンが？』

『知るかよ！』

　突然のことに神宮寺のお供たちは錯さく乱らんしているようだ。

　ふふふ、そりゃ錯乱するだろうさ！　おれだってこの作戦意味わかんねーし！

　ただ神しん宮ぐう寺じがレモン嫌いだってだけで実行に移した作戦だし！

『『『『『ウガアアアアアアアア！』』』』』

　ゴーレムさんに続き、ウルフ軍団がレモンを一斉に放った。

　──スポン！

　ただしウルフ軍団は四本脚だから手で投げることができないので口から吐き出すことによって投とう擲てきするという、あまり遠くに飛ばない地味な攻こう撃げき！　口から放たれた唾だ液えきまみれのレモンはコロコロと地面を転がりながら神宮寺の足元でピタリと停止した！

『……何よこれ。……汚いわね』

　神宮寺は汚物を見るような目でその五つのレモンを見下ろす。

「う、うーん、この作戦は……うーん……っ」

「サトルっち！　さすがに地味すぎるっす！　どうせならレモン型の爆ばく弾だんにすればよかったんじゃないっすか!?」

「まあこれは軽い精神攻撃だから。ジャブみたいなもんだから」

「あー、ウルフのみなさんがレモンの酸っぱさに耐えられず顔をしかめています……」

「ウルフ軍団が一番の被害者っす！」

「………………よ、よし、次だ！　次の作戦にいこう！　プランＡ２だ！」

　おれは気を取り直し魔ま物ものたちに新たな命令を下す。プランＡ２もゴーレムさんたちが主体となって遂行する任務なので一時徹てつ底ていなどはせず引き続き覇は王おうと対たい峙じしてもらう。

『ウホッ、ウホッ……ウホオオオオオオオオ──ッ！』

　ゴーレムさんが再び元大リーガーのトルネード投法を披ひ露ろうした。

　大きく振りかぶり、その大きな手から放たれたものは──

『今度はなんだ!?』

『うげっ、なんだかベトベトしているぞ！』

『魔物の粘液か？』

『……違うわ。この白い塊は……牛ぎゆう脂しよ！』

　答えを口にしたのはゴーレムさんが放り投げた白い塊を片手でキャッチした神宮寺だった。

　ちなみにあの牛脂はおれが地元のスーパーをはしごして集めた無料の牛脂だ。

　夢ゆめ召しよう喚かんされるとき一いつ緒しよに持ち込んだものである。

「自分も牛肉の脂身は苦手っすけど、この作戦は時間の無む駄だだと思うっす！」

「んなことないって。ほら、見てみろよ。覇王のあの顔」

「あ、すごく憂ゆう鬱うつそうな顔をしていらっしゃいます」

「あれは牛脂を手でつかんでしまって後悔しているだけっす！」

　いつもはボケに回るスライムさんが珍しくおれにツッコミを浴びせる。

　……いやぁ、そう言われても神しん宮ぐう寺じって弱点少ないんだもん。

　たしかにレモンや牛ぎゆう脂しを投げつける作戦は微妙だと思うけど──

「あー！　大変です！　口の回りが牛脂でベトベトになっているウルフさんたちに炎の魔ま法ほうが！」

「この間よりも火力が高いっす！　たぶん牛脂のせいっす！」

「くっ……まさか反はん撃げきを食らうとは！」

　すまん、ウルフ軍団よ。安らかに眠ってくれ──

「「「「「ウガァー……ッ」」」」」

　まあ『祭さい壇だん』で復活するんだけどな。

「わー！　大丈夫ですか、ウルフのみなさんー！」

　ロレッタがワンコどもの頭を優やさしくなでる。

　いつか見た光景だ。

「スライムさん、臨りん時じで雇った例のバイトたちを大至急覇は王おうのもとに向かわせてくれ」

「お？　もしかしてあれっすか？」

「ああ、プランＡ３だ」

　ぶっちゃけＡ１とＡ２は前座みたいなもの。

　おれの本命はＡ３にある。

「総員に告ぐ！　プランＡ３に移行する！　繰くり返す、プランＡ３に移行する！　戦せん闘とう中ちゆうの魔物たちは例の特殊部隊の援えん護ごに回るように！」

　特殊部隊──

　対覇王戦のために臨時で雇った魔物たちのことだ。

　そして、その魔物たちっていうのは……。

『ゲロゲロ！　ゲロゲロ！』

『シャアアアアアア！』

『オオオオオオオオ！』

　カエル型、ヘビ型。さらにワニ型、トカゲ型と続く。

　……そう。

　神宮寺は爬は虫ちゆう類るいが大の苦手なのだ。

　中学時代、キャンプに出かけたときにトカゲと遭遇して気絶一歩手前までいったというエピソードを神宮寺の女友達から入手したのは今日きようの放ほう課か後ごのこと。夕方、慌てて仮眠を取って異世界に移動し、ロレッタに頼んで爬虫類型の魔物を大至急呼び寄せたのである。ちなみにカエルは両生類だが爬虫類全般が苦手ならカエルも嫌いだろう、ということで一いつ緒しよに雇った。

「さあ、神宮寺。メインディッシュの時間だぜ」

　カエル型を先頭に多種多様な魔物たちが覇王のもとに向かう。

　どの魔ま物ものも例外なく皮ひ膚ふの色がグロテスクで爬は虫ちゆう類るい嫌いには応こたえるビジュアルのはずだ。

　しかも、現実の爬虫類と比べるとどいつもこいつも身体からだがでかい。

　カエルなんて体長一メートルくらいある。

「ふふふ、ようやく神しん宮ぐう寺じの恐怖に引きつった顔が拝おがめそうだな…………って、あれ？」

　──ざしゅううううう！

　王家に伝わる聖剣『デュランダル』を横に一いつ閃せん。

　神宮寺は無表情で先頭のカエル型を一刀両断した。

『……なんてことない雑魚ざこみたいね』

　覇は王おうリーサは剣をかまえたまま魔物の群れに一人ひとりで突っ込んだ。

『ゲロゲーロ!?　ゲロゲーロ!?』

『シャアアアアアア!?』

『オオオオオオオオオ!?』

　一いつ騎き当とう千せんとはまさにこのことだろう。

　神宮寺はあっという間に臨りん時じのバイトたちを『祭さい壇だん』送りにしてしまった。

「ええええー。どうなっているのですか？　覇王さんの苦手な魔物をぶつけたはずなのに！」

「きっとサトルっちの情報が間違っていたっす！」

「いや……そんなはずは……」

　どういうことだ？　おれが得た情報はデマだったのか？

　……いや、しかし──

　あのあと別の生徒にも確かく認にんした。ちゃんと裏を取ったのだ。

『さあ、先に進みましょう！』

　神宮寺はどす黒い返り血や体液を浴びても平然としていた。

　前回の偵察時となんら変わるところのない冷静な対処。

　手て馴なれている。平和ボケした人間が多い地ち球きゆうからやってきたとは思えないほどに……。

「ま、まさか……あいつ、この世界で魔物との戦せん闘とうを繰くり返すうちにグロい魔物に耐性がついたのか!?　だから平然としている!?」

　そうだ。そうに違いない。

　神宮寺が初めて夢ゆめ召しよう喚かんされたのは四ヶ月も前のこと──

　ならばその間に爬虫類に免疫ができていたとしてもおかしくはない。

　侮あなどっていたわけではない。だがおれが手に入れた情報はあまりにも古すぎた。

　あいつはこの世界で何度も自分自身のアップデートを重ねてきたのだ！

　……やるじゃねーか、神宮寺。

「サトル先生！　覇王さんたちが下層に突入します！」

「ああ、わかってる。敵はどのくらい残ってる？」

「三十人ほどです」

「なんだかんだで撃げき退たい率りつは高いっす！　意外っす！」

「まあ覇は王おう以外はいつものメンバーだからな」

　神しん宮ぐう寺じが超人すぎるとも言える。なんにしろ冒険者の頂点に立つ覇王リーサをどうにかしないことにはこの戦いに勝利することはできないだろう。

「ともかく五百人から三十人まで減らしたんだ。悲ひ観かんすることはない」

「そ、そうです！　優ゆう勢せいなのはこちらです！」

「……よし。つーわけで、このまま一気に畳みかけるぞ！　プランＢに移行だ！」

「了解っす！」

　スライムさんがロレッタの肩から飛び降り、青髪の美少女に変身。

　その後、玉座の間で待たい機きしている魔ま物ものたちに向かって、

「全員突撃っす！」

　と指揮官気取りで号令を発した。

　……人のセリフを奪うなんて酷ひどい。

「みなさーん！　お仕事頑張ってくださーいー！」

　ロレッタがそう声をかけると、

「ウホッ！　ウホッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　再びバイトリーダーのゴーレムさんとウルフ軍団が先陣を切って下層に飛んだ。

　プランＢは全員足並みをそろえての奇き襲しゆう攻撃──

　神宮寺の弱点をつく攻撃ではなく、敵全体の意表をつく攻撃である。

　疲ひ弊へいしている今だからこそ有効な一手。

『お、おい、後ろから敵が来てるぞ!?』

『くっ、いつの間に！』

『まずいぞ、このシチュエーションは！』

　今、多くの冒険者は道幅の狭い一本道の上に立っている。

　しかも周囲に壁かべはなく左右共に底の見えない深い穴が広がっている。

　落ちれば教会行きは避けられない奈な落らくが──

　そんな状況で背後からの奇襲を仕掛けたのである。

　プランＢはラスダンの再構築によって生成された地形を最大限利用したものなのだ。

『と、とにかく先に進むぞ！　ここは狭いし、周囲には足場がない！』

『だがこの目の前の罠わなはどうするんですか!?　迂う闊かつに前に進むわけには！』

　前方には多数の罠──

　いや、正せい確かくに言えばそれは罠ではなく全すべてハリボテである。

　以前ロレッタがダミーのレバーを設置して冒険者の気を引く作戦を考案したと思うが、おれがやったのはあれの応用である。多種多様なレバー類を壁かべに配置し、レバーの近くに金属製の意味ありげな、だが中身は空からっぽの怪しげな箱を多数設置することで、冒険者たちに警けい戒かい心しんを抱かせる──そういう心理効果を狙ねらったものだ。

　前には怪しげな罠わな、左右には奈な落らくが、そして背後からは敵が──

『『『『『ウガアアアアアアアア！』』』』』

　ウルフ軍団が威勢よく吠ほえながら四人組の冒険者たちを背後から突き飛ばす。

『うわああああ！』『ぎゃあああああ！』『ひいいいいいい！』『マジかよおおおお！』

　いかに手て練だれとはいえこの特異なシチュエーションではどうすることもできない。

　四人はあっという間に奈落の闇やみに吸い込まれた。

「華か麗れいに決まりましたね！」

「計算通り。上手うまくいったよ」

　目の前のハリボテへの対処に迷った時点で彼らの敗北は決定していたようなもの。

　……そう。

　これらダミーのレバーとハリボテの金属の箱は冒険者たちの足を止めさせるためだけに配置したのである。足を止め、なんの意味もないオブジェのような物体に頭を悩ませてくれればそれだけでよかったのだ。仕留めるのは背後から襲おそいかかる魔ま物ものの集団。

『お、おい……このレバー、ただ壁にくっついているだけでどこにも繫つながってないぞ！』

『そうか！　これはダミーだ！　本命は背後からの奇き襲しゆう！』

『なら先に進むのが正解か！』

　一部の冒険者がようやく目の前の仕掛けの意味に気づいたようだが、すでに多くは奈落の底に吸い込まれている。さらにダミーの罠を無視して先に進んだ者たちも──

『ぎゃあああああああああ！』

『うおおおおおおおおおお！』

『ひいいいいいいいいいい！』

　ダミーの先に巧妙に隠しておいた電でん撃げきの罠に引っかかって教会送りとなった。

　バカめ。凡ぼん百ぴやくの冒険者がおれに読み合いで勝てると思ったのかよ？

「やったっす！　全滅したっすよ！」

「いえ……魔法の鏡かがみにまだ反応が残っています……？」

「ああ。もちろん残っているのはあいつだ──っ」

　ざしゅうう、という殺傷音が狭きよう小しような一本道の前後に響ひびき渡る。

　魔物の群れを相手に剣を振るっているのは当然……。

『くっ……よくもみんなをやってくれたわね！』

　神しん宮ぐう寺じが見事な剣さばきで迫り来る魔物を次々に斬きり捨てていく。

　どうやら本気モードのようで動きに一切の無む駄だがない。

　顔も怒りに満ちていて、ゴーレムさんですら一いち撃げきでやられるほどだった。

「やっぱり覇は王おうは化け物っす！　恐こわすぎるっす！」

「ああ、みなさん……すっかり怯おびえてしまって……」

『祭さい壇だん』で復活した魔ま物ものたちが身を寄せ合い震ふるえている。

　多くのバイトは戦意喪失しているようでバトルを続行するのは難むずかしそうだ。

「……プランＢでもダメだったか」

「ではサトル先生」

「ああ。苦肉の策だけどプランＣを適用する他ほかないだろう」

「あれっすかー。上手うまくいくっすかねー」

「じゃないと困る」

　できればあの手は使いたくなかった。

　だけど──

　おれはロレッタたちを守るためなら鬼にだって悪魔にだってなる。

　神しん宮ぐう寺じ……悪いが奥の手を使わせてもらうぜ。

「とりあえずゴーレムさんとウルフ軍団以外は撤てつ収しゆうだ」

「そうですね。このまま玉座の間で待たい機きされるとまずいかもです」

「うん。プランＣはおれたちだけでやらないとね」

「えっと……みなさーん！　本日はお疲れ様でした！　お給料は後日振り込みますので、各自速すみやかに魔界に帰き還かんしてください！」

　ガウウウウウ……──

　グルルルルル……──

　すっかり元気をなくしてしまったバイトの魔物たちが玉座の間を退室していく。

　しかし、ホント骨のある魔物って稀まれなのな……。

　神宮寺の戦せん闘とう力りよくが高すぎるのも魔物がしょぼく感じられる原因だとは思うが。

「サトルっち！　ロレッタ！　覇王が最後のフロアに入ったっすよ！」

「おっと、そろそろだな。ロレッタ、これを」

「はいです！」

　おれとロレッタは前もって準備しておいたドクロの仮面を顔に装着した。

　さらにいつもの服の上から面接のときに着用した魔王のお下がりの一いつ張ちよう羅らを素す早ばやく着込む。

　ロレッタは最初から露ろ出しゆつの多い派は手でなドレスに着替えていたので仮面のみの装着。

「で、おれは玉座っと」

「では私はその隣となりに立ちますね」

「自分は元の姿に戻ってロレッタの肩の上に乗ってるっす」

　玉座に腰を下ろしたおれの右みぎ隣どなりにスライムさんを伴ったロレッタが、

「ウホッ！　ウホッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　左隣にゴーレムさんが立ち、ウルフ軍団がさらにその隣に二列横隊でお座りする。

　これで準備は整ととのった──

「さあ、来い！　覇は王おうリーサ！」

　おれとロレッタが顔に仮面をつけた理由──

　また、全員でそれらしい配置についたわけ……。

　もうわかるだろ？

　……そう、おれたちは神しん宮ぐう寺じを玉座の間に招き入れ、直接対決に臨のぞもうとしているのだ。

　最終手段とでも言うべき作戦──それがプランＣなのである。
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　タッタッタッタ──

　最後のフロアを抜け、神宮寺が玉座の間に姿を現した。

　動きやすさを重視したのか、今日きようはいつもより軽装で素顔は晒さらしている。

　それなりに肌を露ろ出しゆつさせた装いで背中の赤いマントが見み栄ばえをよりよくしている。

　このままＲＰＧのキャラとして採用していいくらいビジュアルが整っていた。

　五百人の軍勢を率いるということで見た目に気を遣つかったのかもしれない。

「…………っ」

　玉座の間の入り口付近で足を止めた神宮寺は目の前に並ぶメンツをぐるっと見回した。

　ウルフ軍団、ゴーレムさん、ロレッタと肩の上のスライムさん──

　最後に玉座でふんぞり返っているおれに視し線せんを止め、

「あなたが魔ま王おうね？」

　と王から授かった聖剣で指し示しながらそう言った。

　まあ普通そう思うよな。

　思惑通りだ。乗ってやろう。

「いかにも」

　おれは意い識しきして低い声を発した。

　ここで正体がバレてしまっては元も子もないからな。

　しばらく演技、演技っと。

「よく来た、覇王リーサよ。待ちわびたぞ」

「待ちわびたというのなら、身体からだを動かしたくて仕方ないんじゃない？　いいわよ、相手になってあげるわ！　いざ──尋常に勝負！」

　神しん宮ぐう寺じが会話もほどほどに、というかほとんど前置きもなく剣を上段にかまえた。

　そして、そのままこちらに飛びかかってこようと──

「──って、待てや！」

「……何？」

「何じゃねーよ！　お前バカか!?　いくらなんでも前置き短すぎんだろ！　もっとこう……積つもる話があるだろう？　つか、まずはおれの話を聞くだろ！　手順を踏めや！」

「初対面のあなたと積もる話なんてないと思うのだけれど？」

「そういうツッコミはいらん！」

　こっちは主力メンバーが勢ぞろいしてるってのによ。

　いきなりラスボス（偽）に斬きりかかろうとするなんて度胸ありすぎだろ神宮寺。

　てか、こいつってこんなに喧けん嘩かっ早ばやいヤツだったのか？　たしかに現実でもおれに対しては辛しん辣らつな態度を取るが、もっと対話を重視するタイプだと思っていたんだが。

　もしかして現実で溜たまった鬱うつ憤ぷんを異世界で晴らしたりしてんのかな？

　それともこれが神宮寺の真の姿なのか……。

「と、とにかくおれの話を聞け！」

「別にいいけれど、手短にね」

「くそっ……偉そうにしやがって」

　おれは赤あか絨じゆう毯たんに踵かかとを落とし、苛いら立だちを紛らわせる。

（さ、サトル先生……ここは抑おさえてください）

（ああ、わかってるよ……）

　ロレッタの耳打ちでおれは冷静さを取り戻した。

「覇は王おうリーサよ。おれが仕掛けた数々の罠わなを突破してきた貴様に敬意を表して、直接対決に臨のぞむ前に、お前におれの真の姿を見せてやろう」

「二人称、貴様なのか、お前なのか、どっちかに統一してくれないかしら？」

「だからいちいち突っ込むな！　細けーよ！」

　くっ、落ち着け。ペースを乱されるな。

「まったく、演技が下手へたね」

「……え？」

　こいつ、今なんて言った？

　心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみされたような気分に陥る。

　果たして神宮寺が次に発した言葉は、




「成なる宮みや君……いい加減、正体を現したらどう？」




「き、気づいてたのか……」

「声色を変えたくらいじゃバレバレよ。いつも聞いている声なのだから。だいたいあれだけ私の苦手なものが出てくれば嫌いやでも敵が誰だれなのか察しがつくわ」

「……く、バレてしまっては仕方ない」

　まあ遅かれ早かれ仮面は外すつもりだったし、ちょっとカッコ悪いが──

「よくぞ我が正体を見破った！」

　おれは顔につけていたドクロの仮面を片手で剝はぎ取った。

　同時にロレッタも仮面を剝ぐ。

「それで？　本物の魔ま王おうはどこ？」

　神しん宮ぐう寺じは一いつ瞬しゆんロレッタを見やったが、すぐにおれに視し線せんを固定した。

「おれに勝ったら教えてやるよ」

　そう言って玉座に立てかけておいた魔剣を手に取る。

　黒い刀身の禍まが々まがしい武器だ。ロレッタの父親が使っていたものを拝はい借しやくした。

「敵におれがいることに薄うす々うす気づきながらも玉座の間に現れたということは、おれを見み逃のがす気はないんだろう？　神宮寺──いや、覇は王おうリーサ」

「ええ。私は敵がクラスメイトであろうとも、攻勢の手を緩ゆるめるつもりはないわ」

「奇遇だな。おれも同じ気持ちだ。むしろこの機き会かいにお前を屈服させてやろうと思ってる」

「笑わせてくれるじゃない。私に勝てるとでも思っているの？　私の手にかかればこの場にいる全員を一分以内に始末することができるわ」

「ひゅー、カッコいいー」

（覇王恐こわいっす。サトルっちよりもよっぽど悪人ぽいっす）

（ですが、実力行使という点では正々堂々としていますね）

（そっすね。狡こう猾かつという意味ではサトルっちに軍配が上がるっす）

　……おいおい、お前ら、聞こえてるからな？　つか、緊きん張ちよう感かんねえな……。

「さあ、御ご託たくはいいからさっさと始めましょう」

「それはかまわないが、お前わかってるのか？　一分以内に始末できるとかほざいたが、たとえ全滅させたところでおれたちは即復活できるんだぜ？」

「当然、知っているわ。そして、知っているのはそれだけではない」

「……他ほかに何を知っているってんだ？」

「それは──」と言って神宮寺が聖剣をある方角に向け、「あそこにあるのが、魔族がこの地下迷宮内で死亡した際に復活する場所──復活の『祭さい壇だん』だという事実よ！」

「…………なっ!?」「…………へ？」「…………マジっすか！」

　玉座の間に緊きん張ちようが走った。

　神しん宮ぐう寺じはおれたちのリアクションを見てニヤリと笑い、

「キミは私に正体を隠すことで自分が優ゆう位いに立っているつもりだったのでしょうけど、そう何もかも自分の思惑通りにいくと思ったら大間違いよ」

「一体どこでそんな情報を……。く、とんだ誤算だ……っ」

　おれは魔ま剣けんを手に握ったまま『祭さい壇だん』の前までダッシュした。

　今、おれが取るべき最善の行動はこれしかない。

　こいつを破は壊かいされたら全すべて終わってしまうのだから。

「キミに祭壇が守れるかしら？」

「守ってみせるさ。かかってこいよ、神宮寺」

「……ええ」

　神宮寺が聖剣を上段にかまえる。

　そのまま向かってくるかと思いきや、

「その前に」

　と言って懐ふところから硬貨のようなものを取り出し、目の前の床に放り投げた。

　すると──

　おれが密ひそかに仕掛けておいた罠わなが発動し、上から巨大な岩が降ってきた。

「あ、あわわ……最後の切り札が……っ」

「目ざといっす！　さすが覇は王おうっす！」

　ロレッタとスライムさんが正直な感想を漏らす。

「さ、これで──チェックメイトね！」

　神宮寺が自分の身長と同じくらいある岩を飛び越え、おれの目の前に着地した。

　──ガキーン！

　着地した瞬しゆん間かん、神宮寺が目にも留とまらぬスピードで振り下ろした剣とおれが盾代わりに眼がん前ぜんにかまえた魔剣がぶつかった。ビリビリと痺しびれるような刺し激げきがおれの手を麻ま痺ひさせる。

　──ガキーン！

　今度は薙なぎ払い。

　先ほどよりも強烈な一いち撃げきが再びおれの手を痺れさせ──

「他愛たわいもない！」

「あっ!?」

　三度目の攻撃でついにおれは魔剣を手放してしまった。手の痺れが限界に達したところに神宮寺がさらなる一撃を放ってきたため、武器を弾はじき飛ばされてしまったのだ。

「くっ……」

　と同時におれは背後の『祭さい壇だん』に身体からだをぶつけ、その場にへたり込んだ。

　神しん宮ぐう寺じの容赦ない連れん撃げきを受け、早くもダウンである。

「剣の扱いを知らないキミが私に勝てると一いつ瞬しゆんでも思ったのなら、それは漫画の見すぎ、もしくはゲームのやりすぎよ。現実はそう甘くないわ」

「……化け物かよ、お前」

「さ、終わりよ。動かないでね？　『祭壇』ごと斬きり捨ててあげるから。そうすればキミにかかっている夢ゆめ召しよう喚かんの効果は切れ、現実で目を覚ますはずよ。そして、もう二度とこの世界に手を伸ばすことは──触れることは叶かなわない。クラスメイトを斬るのは忍びないけれど、これもキミのためよ。……目を覚まさせてあげるわ」

　まるでおれが悪い夢でも見ているかのような言い草だ。

　だがこれは夢ではない。寝ている間のこと、異世界での出来事ではあるが、間違いなくこの世界は存在している。そして、ロレッタたちも──

「サ、サトル先生！」

「サトルっち！　やばいっす！　大ピンチっす！」

「ウホッ！　ウホッ！　ウホオオオオッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　みんなが一斉に悲鳴にも似た叫びを玉座の間に響ひびかせる。

　ロレッタたちにしてみればおれと『祭壇』を同時に人ひと質じちに取られたような状況だ。

　動きたくても動けないのだ。

　……まさかここまで一方的にやり込められるとはな。

　とんでもない女だ、神宮寺は。

　現実では生徒会長として、異世界では覇は王おうリーサとして人々を引っ張る優ゆう等とう生せい。

　こいつは強い。それも圧倒的に。

　やはりおれは現実でも異世界でもこいつに勝つことができないのか……。

　ロレッタたちを守ることができないのか──




　なーんてな！




　勝負はまだ終わっちゃいない。

　プランＣの本領発揮はここから……。

　なぜなら──

　……なぜならここまでの展開は全すべて想定通りなのだから。

（みんな準備を頼む！）

　おれはロレッタたちに目で合図を送った。

　すると悲壮な表情でこちらを見つめていた全員の顔が引ひき締しまった。

　みんなナイス演技だったぜ。さ、ここからが本番だ！

「神しん宮ぐう寺じ。ここでおれを斬きるっていうのならこちらにも考えがある」

「何？　命いのち乞ごいでもするの？」

「いや」

　おれは首を振り、神宮寺を見据え、




「言っちゃおうかなー、あのこと。クラスの連中に」




「…………あ、あのこと？」

「そうだ。あのことだ」

「…………っ」

　神宮寺が無言で考える仕し草ぐさを見せた。

　もしかしたら心当たりがいくつかあるのかもしれない。

「神宮寺よ、どうやら肝心なことを忘れているみたいだな。じゃあ、ヒントを出してやろう。数日前、お前が解き明かした謎なぞ解とき五連発。こう言えばわかるか？」

「………………えっ……」

　途と端たんに神宮寺の顔色が悪くなった。

「最初の謎解き、さらに二問目と、おれがセレクトした名作ＲＰＧからの出題をなんなくこなしたよな。お前はそうとうなゲームマニアだぜ、神宮寺」

「…………そ、それは……」

　おれに突きつけている聖剣デュランダルが小刻みに震ふるえ出す。

「続く三問目、四問目もあっさりクリアしたよな？　でもって……最後の問題だ」

『祭さい壇だん』に身体からだを預けていたおれは埃ほこりを払いながらゆっくりと立ち上がった。

「……ま、まさか……キミ……っ」

　神宮寺が剣をかまえたまま後ずさりする。

　手の震えは先ほどよりもずっと大きくなっていた。

「最後の五問目──あれは難なん問もんだったよな？」

「…………あ……あ……あっ……」

　声にならない声を発しながらなおも後退する神宮寺の顔はもはや真まっ青さおだ。

「元ネタ知らなきゃ解けないんだけどなー、あれー」

「………………う、うう……っ」

　神宮寺の秘密──

　それはこいつが古今東西のゲームに精通しているってことに関係している。

　まあこれ自体も他人に明かしていない秘密だとは思うが、ゲームに詳しい女子なんて別に今どき珍しくもない。ただ……こいつは単なるゲームマニアではないのだ。

　なぜならこの間の謎なぞ解とき、その第五問目……。

　あれは──




『性せい奴ど隷れい騎き士しジャンヌ～私わたし、魔ま物ものの子こ供どもなんて産うみたくない！～』




　というエロゲーからの出題だったのだから！

　いやー、まさか神しん宮ぐう寺じがエロゲーにまで手を出してるガチのゲームオタクだったとは！

　生徒会長様がエロゲーオタクとかマジパネェ。

「ふふふ、ここでおれを『祭さい壇だん』ごと斬きり捨てたからといって、現実のおれが死ぬわけじゃないからな。神宮寺、おれは場外乱らん闘とう上等だぜ？　クックック、異世界の事情を現実に持ち込んでやるぜ！　おれは魔族を存続させるためならなんだってやってやるよ……っ！」

「……キミって人は……っ」

「さあ、どうする？　退ひくか？　それとも現実で地じ獄ごくを見るか？」

「……そ、それは……」

　強い言葉で問いかけると──
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「………………っっっ」

　動揺からか神しん宮ぐう寺じが敵であるおれから目をそらした。

　もちろんおれがそんな神宮寺の隙すきを見み逃のがすはずがない。

　……チャンスだ。ゴーレムさん、スライムさん、手はず通り頼む！

　二人ふたりに目配せすると、ゴーレムさんがスライムさんを持ち上げ、

「ウホオオオオオ──ッ！」

　レモンや牛ぎゆう脂しを投げたときに見せたトルネード投法とは異なるクイックモーションでスライムさんを放り投げた。

「うりゃああああああああっす！」

　ボールと化したスライムさんが神宮寺の手元に向かって飛んでいく。

　そして──

「……きゃっ!?」

　神宮寺が右手で握っていた聖剣にスライムさんが粘ねん液えきを飛び散らせながら絡みついた。そのヌルヌルの粘液は滑るようで、虚を突かれたこともあって神宮寺は聖剣を手放してしまった。

「ロレッタ！　今だ！」

「はいです！」

　今度はロレッタの出番。

　彼女は魔ま法ほう端末を素す早ばやく操そう作さし、ある罠わなを起動させた。

　その罠とは──

『タノシイ　タノシイ　アトラクションノ　ハジマリデス』

　以前、ロレッタが披ひ露ろうしたゴーレムマシーンを改良したゴーレムマシーン改である。

　ただその姿は見えない。

「え、な、何!?　なんなの!?　どうなってるの!?」

　神宮寺が謎なぞの力で空中に持ち上げられる。

　まるでマジックショーを見ているかのようだ。

　当然だが超常現象ではない。タネはちゃんとある。

　すぅー。

　まもなくゴーレムマシーン改が『祭さい壇だん』の裏側にその姿を現した。

　ロレッタが作った透明化ポーション（改良版）の効果が切れたのだ。

「ななななな、なんなのよ、これ!?」

　上下逆さかさまの状態で持ち上げられた神宮寺がツバを飛ばしそうな勢いで絶叫する。

「よし、ロレッタ！　最後の仕上げだ！　覇は王おうに『帰き趨すうの邪じや法ほう』を！」

「お任せを！」

　ロレッタが右手人差し指と中指を重ね、その手を天にかざし詠えい唱しように入る。

「闇やみに潜ひそみし禁きん忌きの悪あく魔まよ、森しん羅ら万ばん象しようの生命を絶望の淵ふちから呼び戻し、復活の祭さい壇だんにて──」

　──『帰き趨すうの邪じや法ほう』。

　魔族に伝わるその術は、死者と復活の祭壇を結びつける効果がある。

　つまりは……。

「はい！　これでばっちりオーケーです！」

　一分以上にも及ぶ詠えい唱しようの末、発動した『帰趨の邪法』は、逆さ吊づりの哀あわれな覇は王おうの身体からだを包み込んだ。

「神しん宮ぐう寺じ。これでお前はたとえ自決したとしても、教会で復活することはできない」

「…………え？」

「今、ロレッタが唱となえた『帰趨の邪法』は死亡時にこの玉座の間にある『祭壇』で復活を果たすためのものなんだよ。教会の『加か護ご』と似たようなものだな。ただこの邪法をかけると、事前にかかっていた同種の魔法は打ち消される。──つまり、お前にかかっていた『加護』は『帰趨の邪法』に上書きされたってことだな」

「……そ、そんな……バカなことが……っ」

「なんなら試してみるか？」

　おれは逆さ吊りの神宮寺を下から眺めながらニヤニヤ笑ってみせた。

　すると観かん念ねんしたのか、身体からだを揺らしていた神宮寺が動くのを止やめ、

「…………最初から私を捕ほ獲かくするつもりだったのね」

「その通り。相変わらず理解が早い」

　捕獲という選択肢は以前から敵を完全に無力化する方法としておれの頭の中にあった。

　この世界には死亡を回かい避ひする『加護』があるため、ラスダンにやってくる冒険者たちに致命的なダメージを与えて撃げき退たいしたところで、すぐにゾンビのように復活し、何度だってラスダンに姿を現す。要はイタチごっこなのだ。

　捕獲という戦法はこのイタチごっこを回避する唯一の方法といっていい。

　ただそのためには自決による教会での復活を阻止するため、詠唱に時間のかかるロレッタの『帰趨の邪法』を使用する必要があり、捕獲後すぐに『帰趨の邪法』を、となるとロレッタが地下迷宮内に足を踏み入れなければならない。しかも捕獲したあとは捕ほ虜りよとしてすごすための個室や食事などを与えなければならず何かと面めん倒どうごとが多い。手間もかかるし、このラスダンは人手不足だから捕虜の面倒を見るのは不可能に近い。デメリットばかりなのだ。

　だが神宮寺一人ひとりを捕らえるとなると話は変わってくる。

　撃退の難むずかしくない有う象ぞう無む象ぞうの冒険者の場合、毎回撃退したほうがコスパは高いが、神宮寺はあらゆる敵、あらゆる罠を排除する戦せん闘とう能力と聡そう明めいな頭を持っている。毎回全力で臨のぞまなければ教会送りは難しい──いや、戦えば戦うほどこちらはジリ貧になっていくはずだ。ならば捕獲してしまったほうがメリットは大きい。さらに神宮寺はおれと同じように夢ゆめ召しよう喚かんによって毎晩地ち球きゆうとこの世界を往復している。この世界にいられるのはだいたい六時間前後といったところだろうから、食事はいらないし、寝る場所だって必要ない。捕ほ獲かくによって生じるはずの面倒ごとが神しん宮ぐう寺じの場合、大きく緩かん和わされるのだ。

「……つまり、キミは……私を捕獲することを前提に作戦の立案を……」

　神宮寺はそこまで言ってハッとしたような顔になり、

「ま、まさか、この玉座の間に復活の『祭さい壇だん』があるという情報を流したのはキミの仕し業わざ……？」

「おー、よくわかったな」

「……ということは……レモンや牛ぎゆう脂しを投げつけて、さらに爬は虫ちゆう類るいを連想する魔ま物ものを投入したのも……作戦のうちだった？　どのみち仮面を外して正体を晒さらす気だった……？」

「まあな。最後のアレは知り合い同士だからこそ有効な作戦なわけで」

　最初に神宮寺の苦手なものをぶつけまくったのは、おれが魔物側にいることを暗に伝えるため──わざとそうしたのだ。鋭するどい神宮寺なら気づくだろうと思って。もちろん嫌いやがらせの意味もあったのだが。

「何もかも計算ずくだったのね……」

「ああ。全すべては──最後の最後にお前の動揺を誘うため。一いつ瞬しゆんの隙すきを生み出すためだ」

　計算外だったのは神宮寺が爬虫類を克服していたことくらいだな。

　本当はあれで存分に精神的ダメージを与えた上でのプランＣが望ましかったんだが。

　ま、上手うまくいったんだからよしとするか。

　ちなみに──

　神宮寺の秘密をクラスの連中に暴ばく露ろすると言ったがあれは本気ではない。

　……まあ脅おどしには違いないけどな。

　だがああでもしないことには神宮寺は捕獲できなかったと思う。

　それだけ強敵だったってことだ。

「あ、そうそう。神宮寺。お前、今日きようからおれ専属のメイドな」

「………………め、メイド……？」

「単なる捕ほ虜りよじゃつまんないからな。雑用を中心に働いてもらう」

「サトル先生。覇は王おうさんが着るメイド服なのですが、これでどうでしょうか？」

　ロレッタが黒と白を基き調ちようにしたスタンダードなメイド服をどこからか持ってきた。

「うーん、ちょっとエロさが足りないなぁ」

「局部に切れ込みを入れるっす。エロゲーマニアの覇王にはそれがお似合いっす」

「んー。エッチなゲームが好きだからといって自分でそういう服を着る趣しゆ味みがあるとは限らないのでは？」

「そのへんどうだ？　エロゲーマニアの覇王ちゃん？」

「メイドの件はともかく、エロゲーマニアって連れん呼こするの止やめてくれる!?」

「仕方ないだろ。事実なんだから」

　ロレッタにもスライムさんにもエロゲーがどんなものかは事前に教えてある。

　聞けば魔ま界かいにもそういうゲームはあるらしく、スライムさんは普通に詳しかった。ロレッタは知ち識しきとしては知っていたようだが（スライムさんが吹き込んだらしい）、実際にプレイしたことはないようだ。

「……こんなの……こんなの噓うそよ……っ」

　神しん宮ぐう寺じの目からどんどん光が失われていく。

　ふ、魔族に屈服した神宮寺──いい気味だぜ。

　この展開、『性せい奴ど隷れい騎き士しジャンヌ～（略）』を彷ほう彿ふつとさせるな。あのゲーム、ジャンルとしてはＲＰＧなんだが、全すべてのエンディングをコンプリートするためにはわざと戦せん闘とうに負ける必要がある。魔物に酷ひどい目に遭わせられるシーンが多数用意されているからだ。

　ま、うちはロレッタを始め女子率高いから鬼畜なことはできんが。

　だが扱こき使うくらいはいいだろう。

　こいつには散々辛しん酸さんを舐なめさせられているからな。

「そういうわけで今後ともよろしくな、メイドさん？　しっかり働いてくれよ？」

「どうして……どうして私がこんな目に!?　いやあああああああ！」

　こうして覇は王おうリーサこと神宮寺は下したっ端ぱメイドに成り下がったのであった。













　　　　　エピローグ







　秋晴れの空が広がる鹿か子し前まえ学がく園えんの屋上にて──

　おれと神宮寺は今日きようも今日とて熱あついバトルを繰くり広げていた。

　まあバトルというか……。

「本当に──本当に申し訳ございませんでした！」

　おれは地面に額ひたいを擦こすりつけるような勢いで神宮寺に頭を下げた。

　もうほとんど土ど下げ座ざと変わらない。

「謝あやまってすむ問題ではないわ。いつものように反省文を提出してもらうから。あとトイレ掃除もやってもらおうかしら。あ、そうだわ。ついでに私の仕事も手て伝つだってもらおうかしら。ひとまず今日は図と書しよ館かんで資料集めね。明日あした以降もいろいろ手伝ってもらうから」

「ちょ、待てや！　扱こき使う気満々じゃねーか！　私し怨えんだろ！　絶対私怨入ってるだろ！」

「人の頭の上にゴミを撒まき散らしておいて、たった一日の労働で許されるとでも思っているの？」

　神しん宮ぐう寺じが自慢の黒髪にハンカチを当てたまま顔をしかめる。

「……や、まあおれが悪いんだけどさ」

　ことのいきさつはこうだ。いつものように屋上で菓子パンを頰ほお張ばり、果汁百パーセントのリンゴジュースを味わったおれは食後、何気なく裏庭を見下ろしていた。するとタイミングよく神宮寺が通りかかり、さらに近くに焼しよう却きやく炉ろが見えた。そこでおれは「神宮寺ー、ゴミ捨てといてー」と返事も聞かずにゴミの入ったビニール袋を神宮寺の頭に落としたのだ。

　ところが──

　ビニール袋の口がちゃんと閉まっていなかったらしく、中身が飛び出してしまうハプニングが発生。しかも、リンゴジュースがまだ残っていたようで神宮寺の頭に少量の濁にごった液体が降り注いでしまった。

「成なる宮みや君？　反省文に昨日きのうのことも書いたらどう？」

「……あっちのことは関係ないだろ」

「まあそうね。現実は現実。異世界は異世界。そこはきちんとケジメをつけましょう」

「エロゲーのことも？」

「………………当たり前でしょう。キミ、社会的に抹まつ殺さつされたいの？」

　神宮寺が眉まゆ根ねをひそめ、恫どう喝かつするような声でささやいた。

「う、うん。僕わかってるよ？　絶対に秘密は守るよ。墓場まで持っていくよ」

　あまりの恐怖に幼児退行を引き起こした。

　ふえーん。神宮寺お姉ねえちゃん、恐こわいよー。……って幼稚園児かおれは。

　しかし、昨日は運がよかったな。動揺を誘うために神宮寺の秘密を脅迫材料に使ったわけだが、場合によっては開き直られる可能性もあったわけで。

「ねえ」

　神宮寺が黒髪をなでながら横目でおれを見つめる。

「ん、なんだ？」

「キミが魔ま族ぞくに手を貸しているのはあの子……ロレッタため？」

「…………さあ、どうだろうな」

　おれは曖あい昧まいに返し、神宮寺から目をそらす。

　神宮寺には魔族の内幕をあらかた伝えてある。

　先代の魔王がすでに亡くなっていることも、ロレッタがおれを夢ゆめ召しよう喚かんしたことも、魔族が人材不足に悩まされていることなども。ただどうして魔族に力を貸す気になったのか、というおれの個人的な事情や感情は伏せておいた。なんというか神宮寺相手に自分の気持ちを正直に吐と露ろするのは憚はばかられたのだ。まあ言わずとも伝わっているようだが。

「言いたくないのなら別にかまわないけれど……。ねえ、成宮君？　なぜキミは──その、私に一言も相そう談だんしてくれなかったの？　事情を話してくれればもしかしたら戦わずにすんだかもしれないのに」

「お前はあの時点で五百人の軍勢を集めて戦う準備を進めていたんだろ？　どちらにしろ戦いは避けられなかったさ。ま、いいじゃん。丸くおさまったんだし。めでたし、めでたし」

「どこがよ!?　全然めでたくないわ!?」

「そうカリカリすんなって」

「……私が覇は王おうの座に上のぼり詰めるのにどれだけ苦労したと思っているのよ……」

　ハァ、とため息をつきながら神しん宮ぐう寺じがおれに背を向ける。このまま去るのかと思ったら──

「……そ、それから」

　と言って横目でおれを見つめ、

「…………一応、言っておくけれど、私はあのゲームが評判のいいＲＰＧだったからプレイしたのであって普ふ段だんからあの手のゲームをやっているわけではないから」

　と言い訳めいたことを早口でまくし立てた。

「あの手のゲームってなんだよ？」

「……察して」

「ああ、エロゲーか」

「いちいち口に出す必要ないでしょう！」

「ふーん。評判のいいＲＰＧだったから、ねぇー……」

　なんか怪しいな。いくらＲＰＧ好きだからって女子がエロゲーに手を出すかね。

　少なくともエロには抵抗がないってことだと思うのだが──

「話はそれだけよ！　と、とにかく反省文と放ほう課か後ごの手て伝つだいを忘れないように！」

　そそくさと去っていく神宮寺の背中をおれは無言で見送った。

　……まあいいや。今は追及せんとこ。夜になれば立場は逆転するしな。

　よし。さっそく今夜、お茶でも淹いれてもらうとしよう。

　こんなまずいお茶が飲めるかー！　を二回くらいやってキレさせてやる。

　おれは去っていく神宮寺を見つめながら新たな悪わる巧だくみを練るのであった。
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　その日の夜──

　いつものようにロレッタと防ぼう衛えいの打ち合わせをしているときのこと。

「あー、喉のど渇いたなー」

「…………」

「すっげー、喉渇いたなー」

「…………」

「おいおい、そこは『大至急ご用意させていただきます！』だろ？　メイドさん？」

「……どうして私がキミにお茶を淹いれなければならないのよ」

　メイド服姿の神しん宮ぐう寺じが肩を震ふるわせながらおれを睨にらむ。

　使用人のくせに実に生意気である。いや、覇は王おうのくせに生意気だ、と言うべきか。

[image: ]

「だってお前、おれ専属のメイドじゃん？」

「キミが無理やりやらせてるんでしょう!?　この人でなし！　人間のクズ！」

「うわー、傷つくわー。地味に傷つくわー」

「ふん……。私の自由を奪ったからといってなんでも思い通りにいくとは思わないことよ」

　壁かべに寄りかかり、腕組みをする神宮寺。

　メイドにあるまじきふてぶてしい態度である。

　しかしまあ、これはこれで──調ちよう教きようのし甲が斐いがあるというものだ。

「神宮寺よ。どうやらお前にはお仕置きが必要みたいだな」

「…………えっ……。お仕置きって……まさか……」

「そのまさかだ。──ゴーレムさん、頼む！」

「ウホッ！　ウホッ！　ウホッ！」

　側そばで待たい機きしていたゴーレムさんが神宮寺を片手で軽々と持ち上げる。

　必死に抵抗する神宮寺だが、呪のろわれたメイド服を着用しているため本来の力が出せない。

　魔ま界かいから取り寄せたそのメイド服は自らの意思では脱ぐことができない特別な品だ。

　今の神しん宮ぐう寺じでは非力なロレッタが相手でも勝つのは不可能だろう。

「早くお仕置き部へ屋やにいくっすよ！　自分、一部始終を動画に撮さつ影えいするっす！」

　ゴーレムさんの頭の上でスライムさんが飛び跳ねている。

　ノリノリだなー。ここは二人ふたりに任せて、動画のほうはあとで鑑かん賞しようさせてもらおうかね。

「ウホッ！　ウホッ！　ウホオオオオッ！」

「や、止やめて……お仕置きはいやあああああ！」

　ゴーレムさんに担がれ、お仕置き部屋に連行される神宮寺。

　その目には涙が溜たまっていた。

　ちなみにお仕置きというのはゴーレムマシーン改に搭載されている『くすぐり機き能のう』のことだ。反抗的な神宮寺のために今後もどんどん機能を増やす予定でいる。

「覇は王おうさん……可哀かわい想そうです」

　神宮寺の声が聞こえなくなったところでロレッタがぽつりと感想を漏らした。

「またロレッタは甘いことを」

「うー……」

　ロレッタが口を尖とがらせる。素直なロレッタにしては珍しい反応だ。

「だってサトル先生、昨日きのうから覇王さんにセクハラまがいのことを繰くり返しているじゃないですか？　結局、あのスカートの短いメイド服もサトル先生が選んだものですし……」

「えー。でも、ロレッタ、反対しなかったじゃん」

「と、とにかく……昨日からエッチな香りがぷんぷんするのです！」

「でも、プランＣに頼らなければ覇王には勝てなかったよ」

「それは……はい、その通りです。魔族を勝利に導みちびいてくださったサトル先生には感かん謝しやの言葉もありません。ですが……ですがわたしは……その、あの……」

　ロレッタは散々言い淀よどんだあと、何かを思いついたように顔を上げ、

「……たぶん……たぶんわたしはサトル先生に小こ細ざい工くなど使わずシンプルで奥が深い罠わなで覇王さんを仕留めてほしかった……のだと思います。……えっと、すみません。これ、わたしの勝手な願がん望ぼうですね」

「いや、それも大事なことだよ」

　……シンプルで奥が深い罠か……。

　おれが目指すべきなのは、おれが目指しているのはそういう領域だ。

　そして、きっとロレッタも。

　エロネタ──相手の弱みに頼っているようじゃおれもまだまだだな。

「サトル先生。今後はもっと覇王さんに優やさしくしてあげてくださいね？」

「えー、それとこれとは話が別じゃね？」

「別ではありません」と言ってロレッタが目を細め、「わたしは個人的に覇は王おうさんに感かん謝しやしているのですよ」

「感謝？　なんでまた？」

「以前……どうしてサトル先生が夢ゆめ召しよう喚かんの対象に選ばれたのか、その理由は不明です、といったようなことをお話ししましたよね？」

「ん、言ったね」

　急になんの話だろう。なぜ今さらその話を？

「ようやくその理由が判明したのです」

「え？」

「サトル先生の現実のお知り合いである、覇王さんが先に夢召喚されたからです」

「それは……どういう理屈？」

「夢召喚は召喚者の願ねがいを叶かなえる魔ま法ほう。わたしの願いは地下迷宮に侵攻してくる人間のみなさんを撃退してくれるダンジョン職しよく人にんさんを召喚することでした。つまり特定の誰だれかを選んで召喚したわけではないのですが、夢召喚は願いを叶えるのに適した人物を自動的に見つけ出し、さらに召喚者の置かれた状況を分析し、叶えるべき願いをより具体的な内容に変換してくれるのです。なのでおそらく、わたしの当初の願いは、『人間のみなさんのトップに君くん臨りんしている覇王さんを撃退できる人物を召喚する』という形で実現したのだと思います。実際、もっとも警戒すべき人間は覇王さんだったわけですし」

「……つまり、神しん宮ぐう寺じの現実の姿を知っているおれが『覇王を撃退できる人物』として最適だってことで夢召喚されたんじゃないのかってこと……？」

「わたしはそう睨にらんでいます。先に覇王さんが夢召喚されたのは偶然だと思いますけど、サトル先生が選ばれたのはたまたまではなく必然だったのではないかと」

　一応、筋は通っているな──

　このロレッタの考えが真実かどうかは定かではないが、クラスメイトにして天敵である神宮寺と異世界で遭遇する確かく率りつなんて地ち球きゆうに宇宙人がやってくる可能性くらい低確率だろうしな。そう考えるとロレッタの考えには信しん憑ぴよう性せいがあるように思える。

「わたしとサトル先生をこうして引き合わせてくださったのは覇王さん……なのですよ」

　そもそも神宮寺が魔族に喧けん嘩かを売らなければロレッタたち魔族が劣勢に追い込まれることはなかったと思うんだけど。……しかし、それは言わないでおこう。野や暮ぼだ。

　おれもロレッタたちと出会えたこと、嬉うれしく思っているから──

「あ、あの……サトル先生」

「ん？」

「エッチな香りがするなどとダメ出しをしておいて恐きよう縮しゆくなのですが……その……昨日きのうは……本当にありがとうございました！」

　突然、ロレッタが腰を九十度折り曲げ、深々と頭を下げた。

「……そんな改まってどうしたの？」

「だって昨日きのうは過去に例を見ない大きな戦いでしたから……」

「ん、まあね」

「それに一度ちゃんとお礼が言いたかったのですよ」

「ちゃんとって、おれが現実に帰る時間になったらいつも頭下げてんじゃん、ロレッタ」

「そういうことではなく……」ロレッタが目を伏せ、「えっと、わたしがサトル先生を初めて夢ゆめ召しよう喚かんした日のことを覚えていますか？」

「ああ、覚えてるよ。忘れるはずがない」

「あのとき、わたしは絶望に打ちひしがれていました。ですが……夢召喚に呼こ応おうして現れたサトル先生に命を救われました。サトル先生が味方になってくださらなかったら、とっくにわたしたち魔ま族ぞくは滅んでいたはず……です」

「……かもね」

「かもじゃありません！　為なす術すべもなく無残に殺されていたに決まっています！」

　ロレッタはそう力説したあと、

「サトル先生には感かん謝しやしてもし切れません。ですが……無む闇やみに感謝するのは今日きようで最後にしたいと思っているのですよ」

「最後？」

「はい。今後はこれまで以上に罠わなの勉強に精を出して、そして、自らのパワーアップをもってサトル先生に感謝の意を示そうと……そう考えているのです」

「……そっか」

　ロレッタらしいな。

　純粋で真まっ直すぐでひたむきで──

　神しん宮ぐう寺じとはまた違った才能をロレッタは持っている。

　それはきっと魔族の頂点に立つに相応ふさわしい素質なのだと思う。

「というわけで防ぼう衛えいが終わったら新しい罠をサトル先生に披ひ露ろうしたいと思います！」

「お、やる気満々だねー」

「勉強することはいくらでもありますから！」

　満面の笑えみのロレッタを眺めながらおれは思う。

　この世界に平和が訪れる日が来たとして──

　そのとき人間と魔族を束たばねているのはロレッタなんじゃないかって。

　……そんな未来を想像しながら、今日きようも人間の駆逐に励むのであった。





──TO BE CONTINUED.












　　　あとがき




　小さい頃ころ、ドラえもんを読んでいて秘密基地を作る回（ドラえもんはそういう話がけっこう多い）に触発され友達と秘密基地を作り始めたものの、乗り気なのは自分だけだったのか翌日以降は一人ひとりで作っていた、なんて経けい験けんが一度や二度ではない自分なのですが（別にハブられていたわけではないよ？）思えば子供の頃から大なり小なり物作りに興きよう味み津しん々しんでした。中学に入るとゲームを自作するようになりまして、寂しがりやの私は友達を巻き込んでこれまたゲーム作りに励もうとするわけですが、ここでもまた最終的に残るのは自分だけだったな……（別にハブられていたわけではないよ？）。まあ仕方ないですよね。ビッグプロジェクト（笑）だったし。結局あれって完成したんだったっけ？

　……えーと、何が言いたいのかというと、今回の主人公は自分に似ている部分が少なからずあるってことです。性格とかは全然違いますけど、妙に愛着があります。私はもういい大人おとなですけど、今でも秘密基地作りたいって思いますし、なんと言いますか年齢のわりに幼よう稚ちな願がん望ぼうを持ち続けているところがありまして。大人には大人の責務がありますから、幼稚なことばかりやっていてはダメなのですが、でも同時にこういう子供心みたいなものは大事にしたいとも思います。仕事において現実的な発想は何よりも優ゆう先せんすべきことのように感じますが、物事のスタートは非現実的な欲求からってことはよくあることですし、たとえ仲間にハブられたとしても、バカにされたとしても、夢はでっかく！　ってなんの話ですか。私がやっぱりハブられていたんじゃないか疑惑？　止めてよもう……。




　とまあノリツッコミなど入れつつ、謝しや辞じに移ります。

　担当編へん集しゆうの三み木きさん、土つち屋やさん。毎度お世話になっております。お二人ふたりとも付き合い長いのでいい加減メールの文面を柔らかくしたいのですが、今さら「！」とかたくさん使ったりしてテンション高いと「クスリでもやってるのかな？」と思われかねないのでやはり硬い文面は改善されない可能性が濃のう厚こうです。リアルの私のウザさとのギャップをお楽しみください。

　素す敵てきなイラストで作品に彩りを与えてくださった町まち村むらこもりさん。お疲れ様でした！　変なキャラクターがてんこ盛りの作品ですが、今後ともよろしくお願い致します。

　また本作を陰で支えて下さった多くの方々にお礼を申し上げます。




　ではまた次の巻でお会いしましょう！





二〇一四年六月上旬　周す防おうツカサ＠友達はたくさんいます。
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周す防おうツカサ

怒りが頂点に達し「エクストリームスオウ」に変身した直後に一瞬だけ見せる笑みを狛犬で表現したのが左の写真。「エクストリームスオウ」は時速百二十キロメートルのスピードで近隣の小学校の校庭を荒らすなどの特技を持っている。鼻の穴にグリーンピースを詰め込むと白目を剥く。
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イラスト／町まち村むらこもり

南信州で果物に育てられました。

夏終盤になると幸水とシャインマスカットの時期ですね！

楽しみすぎてヨダレがとまりません。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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